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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１面及び前記第１面に対向する第２面を有するシート状の本体部を有する光学シート
と、
　前記本体部の前記第２面に対向して配置される太陽電池パネルと、
　前記本体部の前記第１面よりも前記第２面側に発光体を配置する照明装置と、を備え、
　前記光学シートには、各々が前記本体部のシート面に対して傾斜した複数の表示面が一
軸方向に沿って配列され、
　前記照明装置は、前記表示面を照明するようになっており、
　前記照明装置は、前記光学シートと前記太陽電池パネルとの間に配置された透光性の導
光板を有し、
　前記発光体は、前記導光板の側端縁に対面して配置され、
　前記表示面は、前記一軸方向において一側に位置する端部が、前記一軸方向において他
側に位置する端部よりも、前記本体部の法線方向において前記太陽電池パネルから離れる
ように傾斜し、
　前記発光体は、前記一軸方向における前記一側に位置する前記導光板の側端縁に対面し
て配置されている、太陽電池複合型表示体。
【請求項２】
　前記導光板は、光を拡散させる拡散機能を有している、請求項１に記載の太陽電池複合
型表示体。
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【請求項３】
　前記導光板は、光をライン状に前記光学シートに向けて照射させる反射ラインを有する
、請求項１に記載の太陽電池複合型表示体。
【請求項４】
　前記導光板は、光をドット状に前記光学シートに向けて照射させる反射ドットを有する
、請求項１に記載の太陽電池複合型表示体。
【請求項５】
　前記反射ドットは、不規則に配置されている、請求項４に記載の太陽電池複合型表示体
。
【請求項６】
　第１面及び前記第１面に対向する第２面を有するシート状の本体部を有する光学シート
と、
　前記本体部の前記第２面に対向して配置される太陽電池パネルと、
　前記本体部の前記第１面よりも前記第２面側に発光体を配置する照明装置と、を備え、
　前記光学シートには、各々が前記本体部のシート面に対して傾斜した複数の表示面が一
軸方向に沿って配列され、
　前記照明装置は、前記表示面を照明するようになっており、
　前記照明装置は、前記光学シートと前記太陽電池パネルとの間に配置された透光性の支
持体を有し、
　前記発光体は、前記光学シートと前記太陽電池パネルとの間で前記支持体に設けられ、
前記支持体には前記発光体に接続した配線が設けられている、太陽電池複合型表示体。
【請求項７】
　第１面及び前記第１面に対向する第２面を有するシート状の本体部を有する光学シート
と、
　前記本体部の前記第２面に対向して配置される太陽電池パネルと、
　前記本体部の前記第１面よりも前記第２面側に発光体を配置する照明装置と、を備え、
　前記光学シートには、各々が前記本体部のシート面に対して傾斜した複数の表示面が一
軸方向に沿って配列され、
　前記照明装置は、前記表示面を照明するようになっており、
　前記太陽電池パネルは、前記本体部のシート面の法線方向において前記本体部から離れ
て配置され、
　前記表示面は、前記一軸方向と交差する方向へ線状に延び、
　前記発光体は、前記表示面が前記一軸方向と交差する方向へ線状に延びる方向と平行な
方向における一側または他側に位置する前記光学シートの側端縁に配置されている、太陽
電池複合型表示体。
【請求項８】
　第１面及び前記第１面に対向する第２面を有するシート状の本体部を有する光学シート
と、
　前記本体部の前記第２面に対向して配置される太陽電池パネルと、
　前記本体部の前記第１面よりも前記第２面側に発光体を配置する照明装置と、を備え、
　前記光学シートには、各々が前記本体部のシート面に対して傾斜した複数の表示面が一
軸方向に沿って配列され、
　前記照明装置は、前記表示面を照明するようになっており、
　前記光学シートは、前記一軸方向に沿って前記本体部の前記第１面に配列された複数の
単位レンズをさらに有し、
　前記表示面は、前記単位レンズに設けられ、
　第１角度範囲から前記太陽電池複合型表示体に入射する光が前記表示面に到達し、前記
第１角度範囲とは異なる第２角度範囲から前記太陽電池複合型表示体に入射する光が、前
記単位レンズのレンズ面及び隣り合う２つの前記表示面の間を通過して前記太陽電池パネ
ルに到達するように構成されている、太陽電池複合型表示体。
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【請求項９】
　前記第１角度範囲及び前記第２角度範囲とは異なる第３角度範囲から前記太陽電池複合
型表示体に入射する光が、前記単位レンズのレンズ面を通過して、前記表示面の前記第２
面側の面に到達するように構成されている、請求項８に記載の太陽電池複合型表示体。
【請求項１０】
　第１面及び前記第１面に対向する第２面を有するシート状の本体部を有する光学シート
と、
　前記本体部の前記第２面に対向して配置される太陽電池パネルと、
　前記本体部の前記第１面よりも前記第２面側に発光体を配置する照明装置と、を備え、
　前記光学シートには、各々が前記本体部のシート面に対して傾斜した複数の表示面が一
軸方向に沿って配列され、
　前記照明装置は、前記表示面を照明するようになっており、
　前記光学シートは、前記一軸方向に沿って前記本体部の前記第２面に配列された複数の
単位レンズをさらに有し、
　前記表示面は、前記単位レンズに設けられ、
　第１角度範囲から前記太陽電池複合型表示体に入射する光が前記表示面に到達し、前記
第１角度範囲とは異なる第２角度範囲から前記太陽電池複合型表示体に入射する光が、前
記単位レンズのレンズ面及び隣り合う２つの前記表示面の間を通過して前記太陽電池パネ
ルに到達するように構成されている、太陽電池複合型表示体。
【請求項１１】
　第１面及び前記第１面に対向する第２面を有するシート状の本体部を有する光学シート
と、
　前記本体部の前記第２面に対向して配置される太陽電池パネルと、
　前記本体部の前記第１面よりも前記第２面側に発光体を配置する照明装置と、を備え、
　前記光学シートには、各々が前記本体部のシート面に対して傾斜した複数の表示面が一
軸方向に沿って配列され、
　前記照明装置は、前記表示面を照明するようになっており、
　前記本体部の前記第２面は、前記一軸方向に交互に配列された複数の向き調整面及び複
数の集光面を含み、
　前記向き調整面は、前記本体部のシート面に対して傾斜し、
　前記集光面は、前記本体部のシート面に対し前記向き調整面とは異なる角度で傾斜し、
　前記向き調整面に、前記表示面が設けられ、
　第１角度範囲から前記太陽電池複合型表示体に入射する光が前記表示面に到達し、前記
第１角度範囲とは異なる第２角度範囲から前記太陽電池複合型表示体に入射する光が、前
記集光面を通過して前記太陽電池パネルに到達するように構成されており、
　前記本体部の前記第１面は、平坦状に形成されている、太陽電池複合型表示体。
【請求項１２】
　前記照明装置は、前記発光体からの光が前記第１面で全反射して前記表示面に到達する
ように光を照射する、請求項１１に記載の太陽電池複合型表示体。
【請求項１３】
　第１面及び前記第１面に対向する第２面を有するシート状の本体部を有する光学シート
と、
　前記本体部の前記第２面に対向して配置される太陽電池パネルと、
　前記本体部の前記第１面よりも前記第２面側に発光体を配置する照明装置と、を備え、
　前記光学シートには、各々が前記本体部のシート面に対して傾斜した複数の表示面が一
軸方向に沿って配列され、
　前記照明装置は、前記表示面を照明するようになっており、
　前記本体部の前記第１面は、前記一軸方向に交互に配列された複数の向き調整面及び複
数の集光面を含み、
　前記向き調整面は、前記本体部のシート面に対して傾斜し、
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　前記集光面は、前記本体部のシート面に対し前記向き調整面とは異なる角度で傾斜し、
　前記向き調整面に、前記表示面が設けられ、
　第１角度範囲から前記太陽電池複合型表示体に入射する光が前記表示面に到達し、前記
第１角度範囲とは異なる第２角度範囲から前記太陽電池複合型表示体に入射する光が、前
記集光面を通過して前記太陽電池パネルに到達するように構成されている、太陽電池複合
型表示体。
【請求項１４】
　前記第１角度範囲及び前記第２角度範囲とは異なる第３角度範囲から前記太陽電池複合
型表示体に入射する光が、前記集光面を通過して、前記表示面の前記第２面側の面に到達
するように構成されている、請求項１３に記載の太陽電池複合型表示体。
【請求項１５】
　前記一軸方向及び前記本体部の法線方向の両方に平行な断面において、前記向き調整面
の各々は、前記本体部の法線方向に対して前記集光面の各々とは逆側に傾斜している、請
求項１３に記載の太陽電池複合型表示体。
【請求項１６】
　前記向き調整面の各々は、前記一軸方向において一側に位置する端部が、前記一軸方向
において他側に位置する端部よりも、前記本体部の法線方向において前記太陽電池パネル
から離間するように、前記太陽電池パネルのパネル面に対して傾斜し、
　前記集光面の各々は、前記一軸方向において他側に位置する端部が、前記一軸方向にお
いて一側に位置する端部よりも、前記本体部の法線方向において前記太陽電池パネルから
離間するように、前記太陽電池パネルのパネル面に対して傾斜している、請求項１３に記
載の太陽電池複合型表示体。
【請求項１７】
　第１面及び前記第１面に対向する第２面を有するシート状の本体部を有する光学シート
と、
　前記本体部の前記第２面に対向して配置される太陽電池パネルと、
　前記本体部の前記第１面よりも前記第２面側に発光体を配置する照明装置と、を備え、
　前記光学シートには、各々が前記本体部のシート面に対して傾斜した複数の表示面が一
軸方向に沿って配列され、
　前記照明装置は、前記表示面を照明するようになっており、
　前記太陽電池パネル及び前記表示面は、前記一軸方向に並んで交互に配置され、
　前記太陽電池パネルの前記受光面は、前記本体部の法線方向に対して、前記表示面とは
逆側に傾斜している、太陽電池複合型表示体。
【請求項１８】
　前記照明装置は、前記太陽電池パネル及び前記表示面を前記第１面との間に挟んで前記
第２面に対向して配置される導光板を有し、
　前記発光体は、前記導光板の側端縁に対面して配置されている、請求項１７に記載の太
陽電池複合型表示体。
【請求項１９】
　前記表示面は、前記一軸方向において一側に位置する端部が、前記一軸方向において他
側に位置する端部よりも、前記本体部の法線方向において前記導光板から離れるように傾
斜し、
　前記発光体は、前記一軸方向における前記一側に位置する前記導光板の側端縁に対面し
て配置されている、請求項１８に記載の太陽電池複合型表示体。
【請求項２０】
　前記導光板は、光を拡散させる拡散機能を有している、請求項１８又は１９に記載の太
陽電池複合型表示体。
【請求項２１】
　前記導光板は、光をライン状に前記光学シートに向けて照射させる反射ラインを有する
、請求項１８又は１９に記載の太陽電池複合型表示体。
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【請求項２２】
　前記導光板は、光をドット状に前記光学シートに向けて照射させる反射ドットを有する
、請求項１８又は１９に記載の太陽電池複合型表示体。
【請求項２３】
　前記反射ドットは、不規則に配置されている、請求項２２に記載の太陽電池複合型表示
体。
【請求項２４】
　前記表示面は、前記一軸方向と交差する方向へ線状に延び、
　前記発光体は、前記表示面が前記一軸方向と交差する方向へ線状に延びる方向と平行な
方向における一側または他側に位置する前記光学シートの側端縁に配置されている、請求
項１７に記載の太陽電池複合型表示体。
【請求項２５】
　前記照明装置は、前記太陽電池パネル及び前記表示面を前記第１面との間に挟んで前記
第２面に対向して配置される支持体を有し、
　前記発光体は、前記支持体に設けられ、前記支持体には前記発光体に接続した配線が設
けられている、請求項１７に記載の太陽電池複合型表示体。
【請求項２６】
　前記光学シートは、前記一軸方向に沿って前記本体部の前記第１面に配列された複数の
単位レンズをさらに有し、
　前記表示面は、前記本体部に設けられ、
　第１角度範囲から前記太陽電池複合型表示体に入射する光が前記表示面に到達し、前記
第１角度範囲とは異なる第２角度範囲から前記太陽電池複合型表示体に入射する光が、前
記単位レンズのレンズ面を通過して、隣り合う２つの前記表示面の間に位置する前記太陽
電池パネルに到達するように構成されている、請求項１７に記載の太陽電池複合型表示体
。
【請求項２７】
　前記本体部の前記第２面に、前記一軸方向に沿って配列される複数の切欠が形成され、
　前記切欠の各々は、前記第１面側に向かう程、互いの距離が近づく第１切欠面及び第２
切欠面を有し、
　前記第１切欠面及び前記第２切欠面のうちの一方に、前記表示面が設けられ、
　前記第１切欠面及び前記第２切欠面のうちの他方に、前記太陽電池パネルが設けられて
いる、請求項２６に記載の太陽電池複合型表示体。
【請求項２８】
　前記本体部の前記第２面は、前記一軸方向に交互に配列された複数の向き調整面及び複
数の集光面を含み、
　前記向き調整面は、前記本体部のシート面に対して傾斜し、
　前記集光面は、前記本体部のシート面に対し前記向き調整面とは異なる角度で傾斜し、
　前記向き調整面に、前記表示面が設けられ、
　前記集光面に、前記太陽電池パネルが設けられている、請求項１７に記載の太陽電池複
合型表示体。
【請求項２９】
　前記一軸方向及び前記本体部の法線方向の両方に平行な断面において、前記向き調整面
の各々は、前記本体部の法線方向に対して前記集光面の各々とは逆側に傾斜している、請
求項２８に記載の太陽電池複合型表示体。
【請求項３０】
　前記向き調整面の各々は、前記一軸方向において一側に位置する端部が、前記一軸方向
において他側に位置する端部よりも、前記本体部の法線方向において前記第１面に接近す
るように、前記本体部のシート面に対して傾斜し、
　前記集光面の各々は、前記一軸方向において他側に位置する端部が、前記一軸方向にお
いて一側に位置する端部よりも、前記本体部の法線方向において前記第１面に近接するよ
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うに、前記本体部のシート面に対して傾斜している、請求項２８に記載の太陽電池複合型
表示体。
【請求項３１】
　第１面及び前記第１面に対向する第２面を有するシート状の本体部を有する光学シート
と、
　前記本体部の前記第１面よりも前記第２面側に発光体を配置する照明装置と、を備え、
　前記光学シートには、各々が前記本体部のシート面に対して傾斜した複数の表示面が一
軸方向に沿って配列され、
　前記照明装置は、前記表示面を照明するようになっており、
　前記光学シートは、前記一軸方向に沿って前記本体部の前記第２面に配列された複数の
単位レンズをさらに有し、
　前記表示面は、前記単位レンズに設けられ、
　第１角度範囲から前記表示体に入射する光が前記表示面に到達し、前記第１角度範囲と
は異なる第２角度範囲から前記表示体に入射する光が、前記単位レンズのレンズ面及び隣
り合う２つの前記表示面の間を通過するように構成されている、表示体。
【請求項３２】
　第１面及び前記第１面に対向する第２面を有するシート状の本体部を有する光学シート
と、
　前記本体部の前記第１面よりも前記第２面側に発光体を配置する照明装置と、を備え、
　前記光学シートには、各々が前記本体部のシート面に対して傾斜した複数の表示面が一
軸方向に沿って配列され、
　前記照明装置は、前記表示面を照明するようになっており、
　前記本体部の前記第２面は、前記一軸方向に交互に配列された複数の向き調整面及び複
数の集光面を含み、
　前記向き調整面は、前記本体部のシート面に対して傾斜し、
　前記集光面は、前記本体部のシート面に対し前記向き調整面とは異なる角度で傾斜し、
　前記向き調整面に、前記表示面が設けられ、
　第１角度範囲から前記表示体に入射する光が前記表示面に到達し、前記第１角度範囲と
は異なる第２角度範囲から前記表示体に入射する光が、前記集光面を通過するように構成
されており、
　前記本体部の前記第１面は、平坦状に形成されている、表示体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、太陽電池複合型表示体及び表示体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、所定の方向へ特定の表示対象を表示する表示体が開示されている。特
許文献１に開示された表示体では、表示面からの光の進行方向がレンズ面で偏向されるこ
とにより、所定の方向から表示対象を観察することが可能となる。しかしながら、表示面
からレンズ面へ向かう光が十分に確保されなくなると、表示対象を十分に観察することが
できなくなる。したがって、表示体は、表示対象を夜間に表示できなくなることもある。
また、表示体を屋外に配置した場合には、太陽の位置に応じて、すなわち時間帯や季節に
応じて、表示対象を十分に表示できなくなる可能性もある。
【０００３】
　一方、特許文献２に開示された表示体では、発光手段が設けられており、外光の入射状
況に依らず、十分な表示を行うことが可能となっている。とりわけ特許文献２に開示され
た表示体では、太陽電池パネルを用いて、発光手段の電力を確保している。太陽電池パネ
ルの利用は、屋外に固定される表示体に対し、配線の設置を不要とすることができる点に
おいて非常に有用である。しかしながら、太陽電池パネルの受光面は、黒色又は暗色であ
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り意匠性に乏しく、また、周囲環境との調和を図ることも難しい。とりわけ、表示対象が
表示されている領域の近傍に、太陽電池パネルの受光面が視認されると、表示体の意匠性
を著しく損なうことになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－１３１７８３号公報
【特許文献２】特開２０００－５４３２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、以上の点を考慮してなされたものであり、照明装置によって表示対象を効果
的に照明して、意匠性を損なうことなく表示対象の良好な視認性を確保することができる
太陽電池複合型表示体及び表示体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、第１面及び前記第１面に対向する第２面を有するシート状の本体部を有する
光学シートと、前記本体部の前記第２面に対向して配置される太陽電池パネルと、前記本
体部の前記第１面よりも前記第２面側に発光体を配置する照明装置と、を備え、前記光学
シートには、各々が前記本体部のシート面に対して傾斜した複数の表示面が一軸方向に沿
って配列され、前記照明装置は、前記表示面を照明する、太陽電池複合型表示体、である
。
【０００７】
　この場合、前記照明装置は、前記光学シートと前記太陽電池パネルとの間に配置された
透光性の導光板を有し、前記発光体は、前記導光板の側端縁に対面して配置されていても
よい。
【０００８】
　前記表示面は、前記一軸方向において一側に位置する端部が、前記一軸方向において他
側に位置する端部よりも、前記本体部の法線方向において前記太陽電池パネルから離れる
ように傾斜し、前記発光体は、前記一軸方向における前記一側に位置する前記導光板の側
端縁に対面して配置されていてもよい。
【０００９】
　前記導光板は、光を拡散させる拡散機能を有していてもよい。
【００１０】
　前記導光板は、光をライン状に前記光学シートに向けて照射させる反射ラインを有して
いてもよい。前記導光板は、光をドット状に前記光学シートに向けて照射させる反射ドッ
トを有していてもよい。前記反射ドットは、不規則に配置されていてもよい。
【００１１】
　前記照明装置は、前記光学シートと前記太陽電池パネルとの間に配置された透光性の支
持体を有し、前記発光体は、前記支持体に設けられ、前記支持体には前記発光体に接続し
た配線が設けられていてもよい。
【００１２】
　前記太陽電池パネルは、前記本体部の法線方向において前記表示面に対してずれて配置
され、前記表示面は、前記一軸方向と交差する方向へ線状に延び、前記発光体は、前記表
示面が前記一軸方向と交差する方向へ線状に延びる方向と平行な方向における一側または
他側に位置する前記光学シートの側端縁に配置されていてもよい。
【００１３】
　前記照明装置は、前記第２面に対向して配置される非透光性の支持体を有し、前記太陽
電池パネル及び前記発光体は、前記一軸方向に交互に配列された状態で前記支持体に配置
されていてもよい。
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【００１４】
　前記光学シートは、前記一軸方向に沿って前記本体部の前記第１面に配列された複数の
単位レンズをさらに有し、前記表示面は、前記本体部または前記単位レンズに設けられ、
第１角度範囲から前記太陽電池複合型表示体に入射する光が前記表示面に到達し、前記第
１角度範囲とは異なる第２角度範囲から前記太陽電池複合型表示体に入射する光が、前記
単位レンズのレンズ面及び隣り合う２つの前記表示面の間を通過して前記太陽電池パネル
に到達するように構成されていてもよい。
【００１５】
　前記本体部の前記第２面に、前記一軸方向に沿って配列される複数の切欠が形成され、
前記切欠の各々は、前記第１面側に向かう程、互いの距離が近づく第１切欠面及び第２切
欠面を有し、前記第１切欠面及び前記第２切欠面のうちの一方に、前記表示面が設けられ
ていてもよい。
【００１６】
　前記第１角度範囲及び前記第２角度範囲とは異なる第３角度範囲から前記太陽電池複合
型表示体に入射する光が、前記単位レンズのレンズ面を通過して、前記表示面の前記第２
面側の面に到達するように構成されていてもよい。
【００１７】
　前記光学シートは、前記一軸方向に沿って前記本体部の前記第２面に配列された複数の
単位レンズをさらに有し、前記表示面は、前記単位レンズに設けられ、第１角度範囲から
前記太陽電池複合型表示体に入射する光が前記表示面に到達し、前記第１角度範囲とは異
なる第２角度範囲から前記太陽電池複合型表示体に入射する光が、前記単位レンズのレン
ズ面及び隣り合う２つの前記表示面の間を通過して前記太陽電池パネルに到達するように
構成されていてもよい。
【００１８】
　前記本体部の前記第２面は、前記一軸方向に交互に配列された複数の向き調整面及び複
数の集光面を含み、前記向き調整面は、前記本体部のシート面に対して傾斜し、前記集光
面は、前記本体部のシート面に対し前記向き調整面とは異なる角度で傾斜し、前記向き調
整面に、前記表示面が設けられ、第１角度範囲から前記太陽電池複合型表示体に入射する
光が前記表示面に到達し、前記第１角度範囲とは異なる第２角度範囲から前記太陽電池複
合型表示体に入射する光が、前記集光面を通過して前記太陽電池パネルに到達するように
構成されていてもよい。
【００１９】
　前記本体部の前記第１面は、平坦状に形成されていてもよい。前記照明装置は、前記発
光体からの光が前記第１面で全反射して前記表示面に到達するように光を照射してもよい
。
【００２０】
　前記本体部の前記第１面は、前記一軸方向に交互に配列された複数の向き調整面及び複
数の集光面を含み、前記向き調整面は、前記本体部のシート面に対して傾斜し、前記集光
面は、前記本体部のシート面に対し前記向き調整面とは異なる角度で傾斜し、前記向き調
整面に、前記表示面が設けられ、第１角度範囲から前記太陽電池複合型表示体に入射する
光が前記表示面に到達し、前記第１角度範囲とは異なる第２角度範囲から前記太陽電池複
合型表示体に入射する光が、前記集光面を通過して前記太陽電池パネルに到達するように
構成されていてもよい。
【００２１】
　前記第１角度範囲及び前記第２角度範囲とは異なる第３角度範囲から前記太陽電池複合
型表示体に入射する光が、前記集光面を通過して、前記表示面の前記第２面側の面に到達
するように構成されていてもよい。
【００２２】
　前記一軸方向及び前記本体部の法線方向の両方に平行な断面において、前記向き調整面
の各々は、前記本体部の法線方向に対して前記集光面の各々とは逆側に傾斜していてもよ
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い。前記向き調整面の各々は、前記一軸方向において一側に位置する端部が、前記一軸方
向において他側に位置する端部よりも、前記本体部の法線方向において前記太陽電池パネ
ルから離間するように、前記太陽電池パネルのパネル面に対して傾斜し、前記集光面の各
々は、前記一軸方向において他側に位置する端部が、前記一軸方向において一側に位置す
る端部よりも、前記本体部の法線方向において前記太陽電池パネルから離間するように、
前記太陽電池パネルのパネル面に対して傾斜していてもよい。
【００２３】
　前記太陽電池パネル及び前記表示面は、前記一軸方向に並んで交互に配置され、前記太
陽電池パネルの前記受光面は、前記本体部の法線方向に対して、前記表示面とは逆側に傾
斜していてもよい。
【００２４】
　この場合、前記照明装置は、前記太陽電池パネル及び前記表示面を挟んで前記第２面に
対向して配置される導光板を有し、前記発光体は、前記導光板の側端縁に対面して配置さ
れていてもよい。
【００２５】
　前記表示面は、前記一軸方向において一側に位置する端部が、前記一軸方向において他
側に位置する端部よりも、前記本体部の法線方向において前記導光板から離れるように傾
斜し、前記発光体は、前記一軸方向における前記一側に位置する前記導光板の側端縁に対
面して配置されていてもよい。
【００２６】
　前記導光板は、光を拡散させる拡散機能を有していてもよい。
【００２７】
　前記導光板は、光をライン状に前記光学シートに向けて照射させる反射ラインを有して
いてもよい。前記導光板は、光をドット状に前記光学シートに向けて照射させる反射ドッ
トを有していてもよい。前記反射ドットは、不規則に配置されていてもよい。
【００２８】
　前記表示面は、前記一軸方向と交差する方向へ線状に延び、前記発光体は、前記表示面
が前記一軸方向と交差する方向へ線状に延びる方向と平行な方向における一側または他側
に位置する前記光学シートの側端縁に配置されていてもよい。
【００２９】
　前記照明装置は、前記太陽電池パネル及び前記表示面を挟んで前記第２面に対向して配
置される支持体を有し、前記発光体は、前記支持体に設けられ、前記支持体には前記発光
体に接続した配線が設けられていてもよい。
【００３０】
　前記光学シートは、前記一軸方向に沿って前記本体部の前記第１面に配列された複数の
単位レンズをさらに有し、前記表示面は、前記本体部に設けられ、第１角度範囲から前記
太陽電池複合型表示体に入射する光が前記表示面に到達し、前記第１角度範囲とは異なる
第２角度範囲から前記太陽電池複合型表示体に入射する光が、前記単位レンズのレンズ面
を通過して、隣り合う２つの前記表示面の間に位置する前記太陽電池パネルに到達するよ
うに構成されていてもよい。
【００３１】
　前記本体部の前記第２面に、前記一軸方向に沿って配列される複数の切欠が形成され、
前記切欠の各々は、前記第１面側に向かう程、互いの距離が近づく第１切欠面及び第２切
欠面を有し、前記第１切欠面及び前記第２切欠面のうちの一方に、前記表示面が設けられ
、前記第１切欠面及び前記第２切欠面のうちの他方に、前記太陽電池パネルが設けられて
いてもよい。
【００３２】
　前記本体部の前記第２面は、前記一軸方向に交互に配列された複数の向き調整面及び複
数の集光面を含み、前記向き調整面は、前記本体部のシート面に対して傾斜し、前記集光
面は、前記本体部のシート面に対し前記向き調整面とは異なる角度で傾斜し、前記向き調
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整面に、前記表示面が設けられ、前記集光面に、前記太陽電池パネルが設けられていても
よい。
【００３３】
　前記一軸方向及び前記本体部の法線方向の両方に平行な断面において、前記向き調整面
の各々は、前記本体部の法線方向に対して前記集光面の各々とは逆側に傾斜していてもよ
い。前記向き調整面の各々は、前記一軸方向において一側に位置する端部が、前記一軸方
向において他側に位置する端部よりも、前記本体部の法線方向において前記第１面に接近
するように、前記本体部のシート面に対して傾斜し、前記集光面の各々は、前記一軸方向
において他側に位置する端部が、前記一軸方向において一側に位置する端部よりも、前記
本体部の法線方向において前記第１面に近接するように、前記本体部のシート面に対して
傾斜していてもよい。
【００３４】
　また、本発明は、第１面及び前記第１面に対向する第２面を有するシート状の本体部を
有する光学シートと、前記本体部の前記第１面よりも前記第２面側に発光体を配置する照
明装置と、を備え、前記光学シートには、各々が前記本体部のシート面に対して傾斜した
複数の表示面が一軸方向に沿って配列され、前記照明装置は、前記表示面を照明する、表
示体、である。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明によれば、照明装置によって表示対象を効果的に照明して、意匠性を損なうこと
なく表示対象の良好な視認性を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】図１は、本発明による第１の実施の形態を説明するための図であって、太陽電池
複合型表示体を示す斜視図である。
【図２】図２は、図１のＩＩ－ＩＩ線に沿った断面図である。
【図３】図３は、図１の太陽電池複合型表示体の平面図である。
【図４】図４は、図２に示す太陽電池複合型表示体の低屈折率部を拡大して示す断面図で
ある。
【図５】図５は、図２と同様の断面において、光学シートを通過する光の様子を説明する
ための図である。
【図６】図６は、図２と同様の断面において、光学シートを通過する光の様子を説明する
ための図である。
【図７】図７は、光学シートの製造方法を説明するための図である。
【図８】図８は、光学シートの製造方法を説明するための図である。
【図９】図９は、図２に対応する図であって、本発明による第２の実施の形態を説明する
ための図である。
【図１０】図１０は、図９の照明装置を示す平面図である。
【図１１】図１１は、図２に対応する図であって、本発明による第３の実施の形態を説明
するための図である。
【図１２】図１２は、図３に対応する図であって、第３の実施の形態に係る太陽電池複合
型表示体の平面図である。
【図１３】図１３は、図１１のＸＶ－ＸＶ線に沿った断面図である。
【図１４】図１４は、図２に対応する図であって、本発明による第４の実施の形態を説明
するための図である。
【図１５】図１５は、図６に対応する図であって、図１４の表示体において、太陽電池パ
ネルの受光面に進む光に対して及ぼされるレンズ面のレンズ機能を説明するための図であ
る。
【図１６】図１６は、図２に対応する図であって、本発明による第５の実施の形態を説明
するための図である。
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【図１７】図１７は、本発明による第６の実施の形態を説明するための図であって、太陽
電池複合型表示体を示す斜視図である。
【図１８】図１８は、図１７のＩＩ’－ＩＩ’線に沿った断面図である。
【図１９】図１９は、図１７の太陽電池複合型表示体の平面図である。
【図２０】図２０は、図１８と同様の断面において、光学シートを通過する光の様子を説
明するための図である。
【図２１】図２１は、図１８と同様の断面において、光学シートを通過する光の様子を説
明するための図である。
【図２２】図２２は、本発明による第７の実施の形態を説明するための図であって、太陽
電池複合型表示体の縦断面図である。
【図２３】図２３は、本発明による第８の実施の形態を説明するための図であって、太陽
電池複合型表示体の縦断面図である。
【図２４】図２４は、本発明による第９の実施の形態を説明するための図であって、太陽
電池複合型表示体の縦断面図である。
【図２５】図２５は、本発明による第１０の実施の形態を説明するための図であって、太
陽電池複合型表示体の縦断面図である。
【図２６】図２６は、本発明による第１１の実施の形態を説明するための図であって、太
陽電池複合型表示体の縦断面図である。
【図２７】図２７は、本発明による第１２の実施の形態を説明するための図であって、太
陽電池複合型表示体の縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。なお、本明細書に添付す
る図面においては、図示と理解のしやすさの便宜上、適宜縮尺および縦横の寸法比等を、
実物のそれらから変更し誇張してある。
【００３８】
　なお、本明細書において用いる、形状や幾何学的条件並びにそれらの程度を特定する、
例えば、「平行」、「直交」、「同一」等の用語や長さや角度の値等については、厳密な
意味に縛られることなく、同様の機能を期待し得る程度の範囲を含めて解釈することとす
る。
【００３９】
　また、本明細書において、「シート」、「フィルム」、「板」等の用語は、呼称の違い
のみに基づいて、互いから区別されるものではない。したがって、例えば、「シート」は
フィルムや板とも呼ばれ得るような部材も含む概念である。一具体例として、「光学シー
ト」には、「光学フィルム」や「光学板」等と呼ばれる部材も含まれる。
【００４０】
　さらに、本明細書において、「シート面（フィルム面、板面、パネル面）」とは、対象
となるシート状の部材を全体的かつ大局的に見た場合において対象となるシート状部材の
平面方向と一致する面のことを指す。以下に説明する実施の形態においては、後述する光
学シート２０のシート面、及び、光学シート２０の後述する本体部４０のシート面は、互
いに並行となっている。とりわけ第１～第３の実施の形態では、光学シート２０のシート
面、光学シート２０の後述する本体部４０のシート面、太陽電池パネル５０のパネル面、
及び、太陽電池パネル５０の受光面５０ａが、互いに並行となっている。さらに、本明細
書において、シート状（フィルム状、板状、パネル状）の部材に対して用いる「法線方向
」とは、当該部材のシート面への法線方向のことを指す。
【００４１】
　第１～１２の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０は、第１面４０ａ及び第１面
４０ａに対向する第２面４０ｂを有するシート状の本体部４０を有する光学シート２０と
、本体部４０の第２面４０ｂに対向して配置される太陽電池パネル５０と、本体部４０の
第１面４０ａよりも第２面４０ｂ側に発光体６５，７５，８５を配置する照明装置６０，
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７０，８０と、を備えている。そして、光学シート２０には、各々が本体部４０のシート
面に対して傾斜した複数の表示面１２が一軸方向に沿って配列され、照明装置６０，７０
，８０は、表示面１２を照明するようになっている。表示面１２には、観察者に視認させ
るための表示対象１３が表示される。表示対象１３として、図形、パターン、デザイン、
色彩、絵、写真、キャラクターなどの絵柄（イメージ）や、文字、マーク、数字などの情
報を例示することができる。表示対象１３は、静止していても動いていてもよい。
【００４２】
　光学シート２０は、入射する光または光学シート２０から出射する光に屈折や反射など
の光学的機能を発現し、当該光の進行方向を調整することが可能となっている。第１～１
２の実施の形態における光学シート２０は、或る角度範囲である第１角度範囲ＡＲ１から
太陽電池複合型表示体１０に入射する光が表示面１２に到達し、第１角度範囲ＡＲ１とは
異なる第２角度範囲ＡＲ２から太陽電池複合型表示体１０に入射する光が、太陽電池パネ
ル５０に到達するように構成されている。
【００４３】
　このような太陽電池複合型表示体１０によれば、光学シート２０を利用して、表対対象
１３が視認される方向から太陽電池パネル５０の受光面が視認され難くすることができる
。より具体的には、第１角度範囲ＡＲ１及び第２角度範囲ＡＲ２を調整することにより、
表対対象１３が視認される第１角度範囲ＡＲ１から、太陽電池パネル５０の受光面５０ａ
が視認され難くすることができる。すなわち、第１角度範囲ＡＲ１内の方向からの表示対
象１３の視認性を改善することができるとともに、受光面５０ａが観察されることによる
意匠性の劣化および周囲環境との不調和を解消することが可能となる。加えて、照明装置
６０，７０，８０によって表示面１２が照明されるため、表示面１２に描かれた表示対象
１３の視認性および受光面５０ａの隠蔽性が効果的に改善される。加えて、照明装置６０
，７０，８０による照明は、本実施の形態では、太陽電池パネル５０で発電された電力を
利用しているので、例えば屋外に固定される太陽電池複合型表示体１０に対し、配線の設
置を不要とすることができる点において非常に有用である。
【００４４】
　とりわけ、以下に説明する太陽電池複合型表示体１０では、進行方向を受光面５０ａに
向けられるようになる入射角度の連続的な角度範囲である第２角度範囲ＡＲ２及び表示対
象１３を連続して観察することができる角度範囲である第１角度範囲ＡＲ１を、独立して
高い自由度で調整し得るようにするための工夫がなされている。この結果、受光面５０ａ
を十分に不可視化しながら、表示対象１３を優れた視認性で表示することが可能となる。
【００４５】
　また、表示対象１３が連続して表示される角度範囲を高い自由度で調整可能であること
から、この太陽電池複合型表示体１０を様々な用途で利用することができる。例えば、屋
外看板、道路情報掲示板、建築物の外壁面などで用いられる数ｍ～数十ｍサイズの大型パ
ネル用途や、ポスター、標識、建築物の内壁面などで用いられる数十ｃｍ～数ｍサイズの
中型パネル用途や、卓上スタンド、携帯端末などで用いられる数ｃｍ～数十ｃｍの小型パ
ネル用途などを例示することができる。
【００４６】
　以下に説明する第１～第３の実施の形態では、照明装置６０，７０，８０の構成が互い
に異なるが、光学シート２０及び太陽電池パネル５０は互いに共通に構成され得る。また
、第４及び第５の実施の形態では、照明装置６０，７０の構成が互いに異なるが、光学シ
ート２０及び太陽電池パネル５０は互いに共通に構成され得る。ただし、光学シート２０
等の構成は、第１～第３の実施の形態とは相違する。また、第６～第１２の実施の形態で
は、照明装置６０の構成が互いに共通であるが、光学シート２０及び太陽電池パネル５０
の構成は、第１～第５の実施の形態とはさらに異なっている。ただし、第６～第１２の実
施の形態の照明装置６０は、第２及び第３の実施の形態で説明する照明装置７０，８０と
同一とすることができる。以下の複数の実施の形態の説明の間で、互いに対応する構成に
対して同一の符号を付し、重複する説明を極力省略する。
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【００４７】
　＜第１の実施の形態＞
　まず、主に図１～図８を参照して第１の実施の形態について説明する。
【００４８】
　図１及び図２によく示されているように、本実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１
０は、光学シート２０と、光学シート２０の背面に配置された太陽電池パネル５０と、光
学シート２０及び太陽電池パネル５０の間に少なくとも一部分が配置された照明装置６０
と、を有している。光学シート２０は、互いに対向する表面２０ａ及び裏面２０ｂを有し
ている。表面２０ａは、太陽電池複合型表示体１０へ入射する太陽光等の外光等の入射面
をなす。また、表面２０ａは、表示対象１３を可視化する表示面１２からの光が太陽電池
複合型表示体１０から出射する出射面をなす。一方、裏面２０ｂは、太陽電池パネル５０
の受光面５０ａへ向かう光が光学シート２０から出射する出射面をなす。表示対象１３を
表示するための表示面１２は、例えば、光学シート２０の内部、光学シート２０の後述す
るレンズ面３１に対向する裏面２０ｂ上、或いは、光学シート２０のレンズ面３１側とは
反対側に形成された切欠４１内などに設けられ得る。図示された例において、表示面１２
は、光学シート２０のレンズ面３１側とは反対側に形成された切欠４１内に形成され、本
実施の形態では当該切欠４１に低屈折率部４５が充填されている。結果として、表示面１
２は、光学シート２０の内部に配置されている。
【００４９】
　以下、太陽電池パネル５０、光学シート２０及び照明装置６０をこの順で説明する。
【００５０】
　太陽電池パネル５０は、受光面５０ａで受光した光を電気エネルギーに変換する発電装
置である。太陽電池パネル５０は、種々の形態のものを使用することができる。例えば、
単結晶シリコンまたは多結晶シリコン等からなる平板状のシリコン基板を含むシリコン系
太陽電池パネル、薄膜太陽電池パネル、カルコパイライト系太陽電池等を、太陽電池パネ
ル５０として用いることができる。
【００５１】
　なお、光学シート２０から太陽電池パネル５０へ向かう光は、光学シート２０と太陽電
池パネル５０との間に位置する照明装置６０を透過する。このため、照明装置６０は、光
学シート２０と太陽電池パネル５０との間に位置する少なくとも一部分において透光性を
有している。ここで「透光性」とは、４００ｎｍ以上１０００ｎｍ以下の帯域の光透過率
が５０％以上であることを言う。なお、４００ｎｍ以上１０００ｎｍ以下の帯域の光透過
率は、分光光度計（（株）島津製作所製「ＵＶ－３１００ＰＣ」、ＪＩＳＫ０１１５準拠
品）を用いて測定波長４００ｎｍ～１０００ｎｍの範囲内で測定したときの、各波長にお
ける透過率の平均値として特定される。
【００５２】
　次に、照明装置６０について説明する。照明装置６０は、太陽電池パネル５０で発電さ
れた電力を利用して発光する装置である。図２に示すように、照明装置６０の発光体６５
は、制御回路１９を介して、太陽電池パネル５０に接続されている。制御回路１９は、太
陽電池パネル５０で発電された電力を照明装置６０に供給して、照明装置６０を発光させ
る。また、制御回路１９は、蓄電池１８に接続されており、受光面５０ａに日が射してい
る間の余分の電力を蓄電池１８にためる。さらに、制御回路１９は、受光面５０ａに日が
射していない間でも、蓄電池１８に蓄電された電力によって、照明装置６０を発光させる
ようにしてもよい。
【００５３】
　図１～図３に示すように、第１の実施の形態において、照明装置６０は、太陽電池パネ
ル５０の受光面５０ａと光学シート２０の裏面２０ｂとの間に配置された透光性の導光板
６１と、導光板６１の側端面６１ａに対面して配置された発光体６５と、を有している。
図示された第１の実施の形態では、図３に示すように、導光板６１および太陽電池パネル
５０は、後述する光学シート２０とともに、矩形形状の平面視形状を有している。したが
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って、導光板６１は、平面視において矩形形状となっている一対の表面６１ｂ及び裏面６
１ｃと、一対の表面６１ｂ及び裏面６１ｃ間を結ぶ四つの側端面と、を含んでいる。図示
された第１の実施の形態において、導光板６１の一つの側端面６１ａに対面して、発光体
６５が配置されている。なお、図３に示すように、発光体６５に対面する側端面６１ａは
、導光板６１の四つの側端面のうちの、後述するレンズ面３１及び表示面１２の配列方向
と平行な第１軸方向ｄ１における一側に位置する側端面となる。
【００５４】
　発光体６５は、例えば、線状の冷陰極管等の蛍光灯や、点状のＬＥＤ（発光ダイオード
）や白熱電球等の種々の態様で構成され得る。図３に示すように、図示された第１の実施
の形態では、導光板６１の一つの側端面６１ａに対面して、当該側端面６１ａの長手方向
に並べられた複数の点状発光体、より具体的には、複数の発光ダイオードによって、発光
体６５が構成されている。なお、発光ダイオードは、消費電力が少ないという点において
、好適である。
【００５５】
　なお、照明装置６０は、発光体６５を取り囲むようにして配置された反射板６７を更に
有している。反射板６７は、発光体６５で発光された光を、導光板６１の側端面６１ａに
誘導する。
【００５６】
　導光板６１は、主部６３と、主部６３中に分散された拡散成分（光散乱成分）６４と、
を有している。ここでいう拡散成分６４とは、導光板６１内を進む光に対し、反射や屈折
等によって、当該光の進路方向を変化させる作用を及ぼし得る成分のことである。すなわ
ち、導光板６１は、主部６３及び拡散成分６４を含むことにより、光を拡散させる拡散機
能を有するようになる。このような拡散成分６４の光拡散機能（光散乱機能）は、例えば
、拡散成分６４をなす材料とは異なる屈折率を有した材料から拡散成分６４を構成するこ
とにより、あるいは、光に対して反射作用を及ぼし得る材料から拡散成分６４を構成する
ことにより、付与され得る。主部６３をなす材料とは異なる屈折率を有する拡散成分６４
として、金属化合物、有機化合物、気体を含有した多孔質物質、さらには、単なる気泡が
例示される。
【００５７】
　図示された照明装置６０では、太陽電池パネル５０で発電された電力を利用して、照明
装置６０の発光体６５から光が射出する。図２の矢印に示すように、発光体６５から射出
された光は、側端面６１ａを介して導光板６１に入射する。導光板６１へ入射した光は、
導光板６１の一対の主面（表面６１ｂ及び裏面６１ｃ）において、反射、とりわけ導光板
６１をなす材料と空気との屈折率差に起因して全反射を繰り返し、導光板６１内を進んで
いく。ただし、導光板６１の主部６３内には拡散成分６４が分散されている。このため、
図２に示すように、導光板６１内を進む光は、拡散成分６４によって進行方向を不規則に
変更され、導光板６１から出射するようになる。
【００５８】
　導光板６１内を進行する光と、導光板６１内に分散された拡散成分６４と、の衝突は、
導光板６１内での導光方向（図１における紙面の左右方向）に沿った各区域において、生
じる。このため、導光板６１内を進んでいる光は、少しずつ、導光板６１から出射するよ
うなる。なお、導光板６１から出射する光Ｌ２３の出射方向は、導光板６１内での導光方
向と導光板６１の法線方向に沿った面内において、法線方向に対して発光体６５から離間
する側へ傾斜する傾向が生じる。このようにして導光板６１の太陽電池パネル５０とは反
対側の表面６１ｂから出射した光によって、光学シート２０を裏面２０ｂ側から照明する
ようになる。なお、導光板６１の太陽電池パネル５０側となる裏面６１ｃから出射した光
は、太陽電池パネル５０の受光面５０ａへ入射し、太陽電池パネル５０での発電に利用さ
れる。
【００５９】
　次に、光学シート２０について説明する。
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【００６０】
　光学シート２０は、シート状の本体部４０と、本体部４０上に支持されたレンズ部２５
と、を有している。レンズ部２５は、第１軸方向ｄ１に配列された多数の単位レンズ３０
を含んでいる。各単位レンズ３０は、本体部４０とは反対側を向く面にレンズ面３１を形
成している。多数の単位レンズ３０は、そのレンズ面３１の光軸ｏｄが互いに平行となる
ようにして、並べられている。とりわけ図示された例において、単位レンズ３０は、その
レンズ面３１の光軸ｏｄが、本体部４０の法線方向ｎｄと平行となるよう配置されている
。また、第１軸方向ｄ１は、光学シート２０のシート面に沿っており、本体部４０の法線
方向ｎｄに直交している。図示された例において、太陽電池複合型表示体１０は、第１軸
方向ｄ１が鉛直方向と平行になるようにして、配置されている。
【００６１】
　レンズ部２５は、図１に示すように、いわゆるレンチキュラーレンズ乃至シリンドリカ
ルレンズを構成している。すなわち、各単位レンズ３０は、その配列方向である第１軸方
向ｄ１に対して交差する方向に線状に延びている。とりわけ図示された例において、単位
レンズ３０は、第１軸方向ｄ１及び法線方向ｎｄの両方と直交する第２軸方向ｄ２に、直
線状に延びている。また、レンズ部２５に含まれる複数の単位レンズ３０は、互いに同一
に構成されている。
【００６２】
　各単位レンズ３０は、太陽電池パネル５０とは反対側に向かって凸となるように、シー
ト状の本体部４０から突出している。言い換えると、各単位レンズ３０は、本体部４０の
法線方向ｎｄに向かって、シート状の本体部４０から突出している。第１軸方向ｄ１及び
法線方向ｎｄの両方に平行な図２の断面（以下においては、「主切断面」とも呼ぶ）にお
いて、レンズ面３１は、光軸ｏｄを中心として対称となっている。図２に示すように、各
単位レンズ３０のレンズ面３１は、当該レンズ面３１に入射する平行光束を集光領域に集
める。図２に示す単位レンズ３０のレンズ面３１は、当該レンズ面３１の光軸ｏｄに沿っ
て入射する平行光Ｌ２１を焦点ｆｐに集める例が示されており、この場合、焦点ｆｐは、
レンズ面３１の光軸ｏｄ上に位置する。
【００６３】
　ところで、図示された例において、単位レンズ３０は、互いに隙間をあけて第１軸方向
ｄ１に配列されている。すなわち、第１軸方向ｄ１に隣り合う二つの単位レンズ３０のレ
ンズ面３１の間には、当該二つのレンズ面３１の対面する基端部３２ｂ間を接続する接続
面３８が設けられている。図示された例において、接続面３８は、本体部４０のシート面
に沿って延びている。光学シート２０の表面２０ａは、単位レンズ３０のレンズ面３１と
接続面３８とによって形成されている。単位レンズ３０を含む光学シート２０は、一例と
して、金型を用いた樹脂成型によって作製され得る。接続面３８を設けて、隣り合う単位
レンズ３０の間に隙間を設けることによって、法線方向ｎｄに対して大きく傾斜した角度
範囲からの光が単位レンズ３０のレンズ面３１に入射する前にその隣の単位レンズ３０の
レンズ面３１で遮られてしまう問題、いわゆる「ケラレ」を効果的に緩和することができ
る。
【００６４】
　本実施の形態において、各単位レンズ３０は、本体部４０に一体に成形されている。す
なわち、各単位レンズ３０と本体部４０との間に仮想的に規定され得る境界面に継ぎ目が
形成されていない。
【００６５】
　本体部４０は、互いに対向する一対の主面として、第１面４０ａ及び第２面４０ｂを有
している。第１面４０ａは、レンズ部２５と隣接する面を形成し、第２面４０ｂは、光学
シート２０の太陽電池パネル５０側を向く面を形成している。ここで、図２から明らかな
ように、本実施の形態では、照明装置６０の発光体６５が、本体部４０の第１面４０ａよ
りも第２面４０ｂ側に配置されている。また、図２に示すように、本体部４０の第２面４
０ｂに、各々が対応する単位レンズ３０に対向するようにして形成された複数の切欠４１
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が設けられている。各切欠４１は、本体部４０の第２面４０ｂの他の部分よりも、本体部
４０の法線方向ｎｄに凹んでいる。複数の切欠４１は、単位レンズ３０に対応して、単位
レンズ３０の配列方向である第１軸方向ｄ１に配列されている。本実施の形態では、各切
欠４１は、対応する単位レンズ３０と法線方向ｎｄに沿って少なくとも部分的に対面する
ようにして、配置されている。言い換えると、各切欠４１は、本体部４０の法線方向ｎｄ
からみて、対応する単位レンズ３０と少なくとも部分的に重なっている。本実施の形態で
は、各切欠４１は、単位レンズ３０と同様に、配列方向である第１軸方向ｄ１と交差する
方向、より厳密には、第１軸方向ｄ１と直交する第２軸方向ｄ２に直線状に延びている。
【００６６】
　図２に示すように、光学シート２０の裏面２０ｂ或いは本体部４０の第２面４０ｂに設
けられた各切欠４１は、レンズ部２５に向けて延びる第１切欠面４２及び第２切欠面４３
を有している。図示する例では、第１切欠面４２が、第２切欠面４３よりも第１軸方向ｄ
１において一側に位置している。第１切欠面４２と第２切欠面４３との間の間隔は、本体
部４０の法線方向ｎｄに沿って光学シート２０の表面２０ａに接近していくにつれて、狭
くなっている。換言すると、第１切欠面４２と第２切欠面４３とは、第１面４０ａ側に向
かう程、互いの距離が近づくように延びている。そして、最も接近した第１切欠面４２の
表面２０ａ側の端部と、第２切欠面４３の表面２０ａ側の端部とが、互いに接続されてい
る。
【００６７】
　本実施の形態では、第１切欠面４２の表面２０ａ側の端部と、第２切欠面４３の表面２
０ａ側の端部との前記接続領域上に、切欠４１の表面２０ａ側の端部が位置する。切欠４
１の表面２０ａ側の端部は、本体部４０の第１面４０ａから離間している。言い換えると
、切欠４１の表面２０ａ側の端部は、本体部４０の法線方向ｎｄにおいて、当該切欠４１
に対応するレンズ面３１の基端部３２ｂよりも、太陽電池パネル５０側に位置している。
このような形態によれば、切欠４１と本体部４０の第１面４０ａとの間に、肉厚を確保す
ることができるため、屈曲や衝撃に対する機械強度を確保することができる。
【００６８】
　本実施の形態において、切欠４１内に低屈折率部４５が形成されており、本体部４０と
低屈折率部４５との間となる位置に、切欠４１の第２切欠面４３に沿って、表示面１２が
形成されている。
【００６９】
　図３から理解され得るように、図示された実施の形態において、光学シート２０は、平
面視において、太陽電池パネル５０の受光面５０ａと同一となる矩形形状となっている。
したがって、第１の実施の形態において、太陽電池パネル５０の受光面５０ａは、第１軸
方向ｄ１に配列された複数の単位レンズ３０の各々に対向して、平面状に延び広がってい
る。図示された例において、受光面５０ａは、本体部４０のシート面、言い換えると、光
学シート２０のシート面と平行に延びている。したがって図示された例では、受光面５０
ａは、単位レンズ３０の配列方向である第１軸方向ｄ１と平行に延び広がり、且つ、単位
レンズ３０の長手方向である第２軸方向ｄ２とも平行に延び広がっている。
【００７０】
　表示面１２は、本体部４０に形成された切欠４１内に配置されている。したがって、本
体部４０の法線方向ｎｄにおいて、表示面１２は、単位レンズ３０と受光面５０ａとの間
に位置している。表示面１２は、単位レンズ３０に対応して、単位レンズ３０の配列方向
である第１軸方向ｄ１に配列されている。各表示面１２は、当該表示面１２が対応する一
つの単位レンズ３０に対向して位置している。図２に示すように、各表示面１２は、対応
する単位レンズ３０と法線方向ｎｄに沿って少なくとも部分的に対面するようにして、配
置されている。言い換えると、各表示面１２は、本体部４０の法線方向ｎｄからみて、対
応する単位レンズ３０と少なくとも部分的に重なっている。本実施の形態では、表示面１
２は、単位レンズ３０と同様に、配列方向である第１軸方向ｄ１と交差する方向に線状に
延びている。より厳密には、表示面１２は、単位レンズ３０と同様に、第１軸方向ｄ１と
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直交する第２軸方向ｄ２に直線状に延びている。なお、図示された例において、単位レン
ズ３０に対応して多数設けられた表示面１２は、互いに同一に構成されている。
【００７１】
　各表示面１２は、本体部４０のシート面、光学シート２０のシート面および太陽電池パ
ネル５０の受光面５０ａに対して傾斜し、且つ、レンズ面３１の光軸ｏｄに平行な方向に
対して傾斜している。すなわち、各表示面１２は、太陽電池パネル５０の受光面５０ａ及
びレンズ面３１の光軸ｏｄのいずれとも非平行になっている。このような表示面１２によ
れば、後述するようにして、表示面１２からの光が出射するようになる角度範囲である第
１角度範囲ＡＲ１、言い換えると、表示面１２に形成された表示対象１３が観察されるよ
うになる角度範囲である第１角度範囲ＡＲ１を、高い自由度で調整することが可能となる
。同時に、太陽電池パネル５０の受光面５０ａに導かれるようになる入射光の角度範囲で
ある第１角度範囲ＡＲ１を高い自由度で調整することも可能となる。
【００７２】
　図２に示すように、各表示面１２は、第１軸方向ｄ１において一側（図示する例では、
図２における上側であって、鉛直方向における上側）に位置する第１端部１２ａが、第１
軸方向ｄ１において他側（図示する例では、図２における下側であって、鉛直方向におけ
る下側）に位置する第２端部１２ｂよりも、本体部４０の法線方向ｎｄにおいて単位レン
ズ３０のレンズ面３１或いは第１面４０ｂに近接するように、光学シート２０のシート面
に対して傾斜している。したがって、表示面１２の第１端部１２ａは、表示面１２の第２
端部１２ｂよりも、本体部４０の法線方向ｎｄにおいて単位レンズ３０に近接している。
図２から理解されるように、このような表示面１２には、法線方向ｎｄに対して他側（下
側）に傾斜した広い角度範囲からの光が、入射しやすくなる。言い換えると、このような
表示面１２からレンズ面３１で屈折して出射する光の出射方向は、法線方向ｎｄに対して
他側（下側）に傾斜した広い角度範囲に設定され得る。
【００７３】
　このような傾向を強化する観点から、光学シート２０の主切断面において、表示面１２
は、第１軸方向ｄ１における一側（上側）から他側（下側）に向けて、段階的又は連続的
に、本体部４０の法線方向ｎｄに沿って単位レンズ３０から離間していくことが好ましい
。図示された例において、表示面１２は平面として形成されている。そして、図２に示さ
れた光学シート２０の主切断面において、表示面１２は、第１軸方向ｄ１における一側か
ら他側に向けて、連続的に一定の傾斜の程度で、本体部４０の法線方向ｎｄに沿って単位
レンズ３０から離間していく。このような表示面１２によれば、表示面１２に形成された
表示対象１３を、法線方向ｎｄに対して他側に傾斜した広い角度範囲内において、観察す
ることが可能となる。
【００７４】
　また、図２に示すように、各表示面１２は、第１軸方向ｄ１において一側（上側）に位
置する第１端部１２ａが、当該表示面１２に対応するレンズ面３１の先端部３２ａよりも
第１軸方向ｄ１において一側に位置している。すなわち、各表示面１２は、第１軸方向ｄ
１において一側（上側）に位置する第１端部１２ａが、当該表示面１２に対応するレンズ
面３１の光軸ｏｄよりも第１軸方向ｄ１において一側に位置している。上述のように、レ
ンズ面３１は、光軸ｏｄを中心として対称となっており、レンズ面３１にて屈折して法線
方向ｎｄに対して他側に傾斜した方向へ出射するようになる光の多くは、レンズ面３１の
うちの光軸ｏｄよりも第１軸方向ｄ１において他側に位置する領域を通過するようになる
。したがって、各表示面１２の第１端部１２ａが、対応するレンズ面３１の光軸ｏｄより
も第１軸方向ｄ１において一側に位置することにより、表示面１２上の各位置から比較的
に広い角度範囲内の方向に進む光がレンズ面３１に到達することができ、レンズ面３１で
屈折して広い角度範囲の方向へ出射するようになる。すなわち、表示面１２からレンズ面
３１を経由し、法線方向ｎｄに対して他側に傾斜した方向へ出射する光Ｌ２３の角度範囲
を、広角化することが可能となる。
【００７５】
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　図示された実施の形態では、図２に示された光学シート２０の主切断面において、表示
面１２の第１軸方向ｄ１における他側（下側）の端部である第２端部１２ｂは、当該表示
面１２に対応するレンズ面３１の先端部３２ａと、第１軸方向ｄ１において同一位置に位
置している。また、図２に示された光学シート２０の主切断面において、表示面１２の第
１軸方向ｄ１における一側の端部である第１端部１２ａは、当該表示面１２に対応するレ
ンズ面３１の第１軸方向ｄ１における一側の基端部３２ｂと、第１軸方向ｄ１において同
一位置に位置している。もっとも、図２に示された光学シート２０の主切断面において、
表示面１２の第１端部１２ａは、当該表示面１２に対応するレンズ面３１の第１軸方向ｄ
１における一側の基端部３２ｂから、第１軸方向ｄ１においてずれて位置していてもよい
。とりわけ図示された例では、図２に示された光学シート２０の主切断面において、表示
面１２の第１端部１２ａは、レンズ面３１の第１軸方向ｄ１における一側の基端部３２ｂ
から、本体部４０の法線方向ｎｄに沿って太陽電池パネル５０側に離間している。
【００７６】
　なお、凸レンズとして構成された単位レンズ３０では、レンズ面３１の先端部３２ａは
、レンズ面３１のうちの、本体部４０の法線方向ｎｄに沿って本体部４０から最も突出し
た部分のことである。また、レンズ面３１の基端部３２ｂは、レンズ面３１のうちの、本
体部４０の法線方向ｎｄに沿って本体部４０に最も接近した部分、或いは、本体部４０に
接続する部分のことである。
【００７７】
　加えて、図２に示すように、表示面１２の第２端部１２ｂは、レンズ面３１の焦点ｆｐ
上に位置している。すなわち、図示された実施の形態では、光学シート２０の主切断面に
おいて、表示面１２の第２端部１２ｂは、本体部４０の法線方向ｎｄに進む平行光束Ｌ２
１（図２参照）がレンズ面３１に入射した際におけるレンズ面３１の焦点位置ｆｐ上に位
置している。さらに言い換えると、表示面１２の第２端部１２ｂは、レンズ面３１の光軸
ｏｄ上に位置している。このような光学シート２０によれば、表示面１２を観察すること
ができる角度範囲である第１角度範囲ＡＲ１と、表示面１２が観察されることなく光学シ
ート２０の裏面２０ｂが観察されるようになる角度範囲と、を切り分けることが可能とな
る。
【００７８】
　ここで、表示面１２が観察されることなく光学シート２０の裏面２０ｂが観察されるよ
うになる角度範囲からの入射光、例えば図２における光Ｌ２２は、光学シート２０を透過
し、さらに照明装置６０の導光板６１を透過した後に、太陽電池パネル５０へ入射するこ
とができる。したがって、表示面１２の第２端部１２ｂが対応するレンズ面３１の焦点ｆ
ｐ上に位置している光学シート２０によれば、本体部４０の法線方向ｎｄを境界として、
進行方向を受光面５０ａに向けられるようになる入射角度の連続的な角度範囲である第２
角度範囲ＡＲ２と、表示対象１３を連続して観察することができる角度範囲である第１角
度範囲ＡＲ１と、を切り分けることが可能となる。
【００７９】
　さて、上述のように、レンズ面３１は、本体部４０の法線方向ｎｄに対して第１軸方向
ｄ１における一側に傾斜した方向から入射した光Ｌ２２を、照明装置６０を経て、太陽電
池パネル５０に導く。一方、本体部４０の法線方向ｎｄに対して第１軸方向ｄ１における
他側に傾斜した方向から入射した光Ｌ２３を表示面１２に導く。すなわち、表示面１２か
らレンズ面３１を経て光学シート２０から出射する光の出射方向を、本体部４０の法線方
向ｎｄに対して第１軸方向ｄ１における他側に傾斜した方向とすることができる。ところ
が、図２に示すように、本体部４０の法線方向ｎｄに対して第１軸方向ｄ１における一側
に大きく傾斜した方向からレンズ面３１に入射した光Ｌ２５は、当該レンズ面３１と他側
で隣り合うレンズ面３１に対面する表示面１２に、光学シート２０の裏面２０ｂ側から向
かっていく。このような方向からの光Ｌ２５は、太陽電池パネル５０へ導くことで、発電
を効率化し得る。そこで、本実施の形態では、このような光Ｌ２５を、表示面１２に入射
させることなく太陽電池パネル５０に導くように、表示面１２が配置された切欠４１内に
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低屈折率部４５が設けられている。この低屈折率部４５は、本体部４０よりも屈折率が低
くなっている。このような低屈折率部４５によれば、本体部４０の法線方向ｎｄに対して
第１軸方向ｄ１における一側に大きく傾斜した方向からレンズ面３１に入射した光Ｌ２５
をも太陽電池パネル５０に導くことを可能にするため、第２角度範囲ＡＲ２をさらに広角
化させることができる。
【００８０】
　図４に、切欠４１内に配置された低屈折率部４５を拡大して示す。図４に示すように、
本実施の形態の低屈折率部４５は、表示面１２が配置された切欠４１内に隙間なく配置さ
れている。このため、低屈折率部４５は、本体部４０に形成された切欠４１の形状に対応
する。ゆえに、複数の低屈折率部４５は、切欠４１と同様に、単位レンズ３０の配列方向
である第１軸方向ｄ１に配列されている。本実施の形態において、各低屈折率部４５は、
対応する単位レンズ３０と法線方向ｎｄに沿って少なくとも部分的に対面するようにして
、配置されている。さらに、低屈折率部４５は、切欠４１の形状に対応して、単位レンズ
３０の配列方向である第１軸方向ｄ１と交差する方向、より厳密には、第１軸方向ｄ１と
直交する第２軸方向ｄ２に直線状に延びている。
【００８１】
　図４に示すように、低屈折率部４５は、切欠４１の第１切欠面４２に沿って配置された
入光面４６と、切欠４１の第２切欠面４３に沿って配置された接続面４７と、入光面４６
の裏面２０ｂ側の端部と接続面４７の裏面２０ｂ側の端部との間を延びる出光面４８と、
を含んでいる。このうち、入光面４６は、レンズ面３１にて屈折した光Ｌ４１が入光する
面をなし、出光面４８は、入光面４６からの光Ｌ４１が出光する面をなしている。図４に
示す例では、出光面４８は、光学シート２０の裏面２０ｂの一部分を形成している。入光
面４６は、出光面４８の第１軸方向ｄ１において一側に位置する端部から、単位レンズ３
０側つまり光学シート２０の表面２０ａ側に向かって延び出している。接続面４７は、出
光面４８の第１軸方向ｄ１において他側に位置する端部から、単位レンズ３０側に向かっ
て延び出している。また、接続面４７は、表示面１２に沿って設けられ、当該表示面１２
に隣接している。
【００８２】
　図４に示すように、切欠４１の第１切欠面４２及び第２切欠面４３の形状に対応して、
入光面４６と接続面４７との間の間隔は、本体部４０の法線方向ｎｄに沿って出光面４８
から離間していくにつれて、狭くなっていく。そして、最も幅の狭くなった入光面４６の
表面２０ａ側の端部と、接続面４７の表面２０ａ側の端部とが、互いに接続されている。
とりわけ、図４に示された例では、入光面４６、接続面４７および出光面４８が平坦面と
して形成されており、低屈折率部４５は、主切断面において三角形形状をなしている。
【００８３】
　ただし、主切断面における低屈折率部４５及び切欠４１の断面形状は、三角形形状であ
る必要はなく、種々の形状を有するようにしてもよい。例えば、主切断面における低屈折
率部４５及び切欠４１の断面形状は、三角形の一以上の角、例えば入光面４６と接続面４
７とが接続した角が面取りされてなる形状となっていてよい。また、入光面４６の表面２
０ａ側の端部と、接続面４７の表面２０ａ側の端部と、の間を延びる上面がさらに設けら
れていてもよい。つまり、主切断面における低屈折率部４５及び切欠４１の断面形状は、
台形形状であってもよい。
【００８４】
　このような低屈折率部４５は、本体部４０のその他の部分をなす材料よりも屈折率の低
いものであれば特に限定されず、流体であってもよいし、固体であってもよい。本体部４
０の低屈折率部４５以外の部分をなす材料として、例えば、屈折率が１．５０～１．６０
程度に調整されたウレタンアクリレート系、エポキシアクリレート系等のアクリレート系
樹脂が挙げられる。一方、低屈折率部４５をなす樹脂材料として、例えば、屈折率が１．
４５～１．５１程度に調整されたアクリル系、エポキシ系、ウレタン系等の紫外線硬化性
樹脂が挙げられる。低屈折率部４５が本体部４０をなす樹脂材料よりも屈折率の低い樹脂
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材料からなる場合、表示面１２を樹脂材料で覆うことで当該表示面１２を保護することが
できる。これにより、本体部４０に形成された切欠４１内に配置された表示面１２に、環
境の変化や振動等の外乱に対する耐性を付与することができる。あるいは、低屈折率部４
５は、気体からなってもよい。この場合、低屈折率部４５の入光面４６と本体部４０との
界面で、大きな屈折率差を生じさせることができるため、単位レンズ３０から低屈折率部
４５に向かってくる光Ｌ２５（図２参照）の進行方向を、本体部４０の法線方向ｎｄに対
してなす角度が小さくなるように、大きく変更させることができる。
【００８５】
　また、上述のように、各単位レンズ３０は、本体部４０に一体に成形されている。した
がって、単位レンズ３０は本体部４０と同一の材料にて構成され、単位レンズ３０の屈折
率も本体部４０の屈折率と等しい。ゆえに、低屈折率部４５の屈折率は、単位レンズ３０
の屈折率よりも低くなっている。
【００８６】
　このような低屈折率部４５によれば、入光面４６と本体部４０との界面で、本体部４０
の法線方向ｎｄに対して第１軸方向ｄ１における一側に大きく傾斜した方向から単位レン
ズ３０に入射した光Ｌ２５を、当該光Ｌ２５の進行方向が本体部４０の法線方向ｎｄに対
してなす角度が小さくなるように、偏向させることができる。これにより、表示面１２の
裏面ではなく光学シート２０の裏面２０ｂに向けて偏向させることができる。このような
光学機能を効果的に発現する観点から、低屈折率部４５の入光面４６は、以下に説明する
ような幾何学的関係を満たすことが好ましい。
【００８７】
　先ず、図４に示すように、低屈折率部４５で偏向させることが意図された光Ｌ４１は、
表示面１２に光学シート２０の裏面２０ｂ側から接近してくる。このため、低屈折率部４
５で偏向させることが意図された光Ｌ４１が本体部４０の法線方向ｎｄに対してなす角度
θ３は、表示面１２が法線方向ｎｄに対してなす角度θ１よりも大きくなる。図４に示す
幾何学的関係から理解されるように、低屈折率部４５で偏向させることが意図された光Ｌ
４１を、表示面１２ではなく光学シート２０の裏面２０ｂに入射させるためには、この光
Ｌ４１を入光面４６の法線方向ＮＤ１に対して裏面２０ｂとは反対側、すなわち表面２０
ａ側に傾斜した方向から入射させる必要がある。
【００８８】
　したがって、低屈折率部４５が、表示面１２が法線方向ｎｄに対してなす角度θ１より
も大きな角度で入射する光Ｌ４１を、表示面１２に入射させることなく裏面２０ｂに向け
て偏向させるためには、前記主切断面において、表示面１２と低屈折率部４５の入光面４
６とのなす角度θ２は、少なくとも表示面１２に直交する平面Ｐ２と表示面１２とのなす
角度よりも小さくなればよい。すなわち、表示面１２と低屈折率部４５の入光面４６との
なす角度θ２は、少なくとも鋭角、すなわち、０°以上９０°未満の角度であればよい。
ここで、平面Ｐ２とは、表示面１２に直交する方向に向かって、低屈折率部４５の表面２
０ａに近接した端部から、裏面２０ｂ側に延び出す平面である。表示面１２と入光面４６
とのなす角度θ２を鋭角にすることにより、表示面１２が本体部４０の法線方向ｎｄに対
してなす角度θ１よりも大きな角度で向かってくる光Ｌ４１の少なくとも一部を、その進
行方向が本体部４０の法線方向ｎｄに対してなす角度が小さくなるように、曲げることが
できる。すなわち、レンズ面３１での屈折によって進行方向を補正し切れてなかった光Ｌ
４１が、表示面１２の裏面側から入射することを回避して、当該光を裏面２０ｂに導くこ
とができる。このように裏面２０ｂに導かれた光は、照明装置６０を透過して、太陽電池
パネル５０の受光面５０ａに入射することができる。
【００８９】
　また、主切断面において、対象となる光が入射するレンズ面３１の第１軸方向ｄ１にお
いて一側に位置する基端部３２ｂと、対象となる光が偏向される低屈折率部４５の表面２
０ａに近接した端部と、を結ぶ直線をＳＬ２とする。言い換えると、主切断面において、
対象となる光が入射するレンズ面３１の基端部のうち、対象となる光が偏向される低屈折



(21) JP 6610085 B2 2019.11.27

10

20

30

40

50

率部４５から離間した側に位置する基端部３２ｂと、対象となる光が偏向される低屈折率
部４５の入光面４６と接続面４７との接続位置と、を結ぶ直線をＳＬ２とする。図４に示
す幾何学的関係から理解されるように、低屈折率部４５で偏向させることが意図された光
Ｌ４１、Ｌ４２のうち本体部４０の法線方向ｎｄに対してなす角度が最も大きい光は、前
記直線ＳＬ２と平行な方向から低屈折率部４５に向かう光Ｌ４２となる。したがって、前
記直線ＳＬ２と平行な方向から低屈折率部４５に向かう光Ｌ４２を、表示面１２に入射さ
せることなく、裏面２０ｂのうちの出光面４８に入射させるためには、上述のように、こ
の光Ｌ４２を入光面４６の法線方向ＮＤ１に対して裏面２０ｂとは反対側に傾斜した方向
から入射させる必要がある。
【００９０】
　このため、前記直線ＳＬ２と平行な方向から低屈折率部４５に向かう光Ｌ４２を、裏面
２０ｂに向けて偏向させるためには、前記主切断面において、表示面１２と入光面４６と
のなす角度θ２は、前記直線ＳＬ２に直交する平面Ｐ３と表示面１２とのなす角度θ４よ
りも小さくなっていることが好ましい。すなわち、前記主切断面において、入光面４６は
、前記直線ＳＬ２に直交する平面Ｐ３と、表示面１２と、の間に配置されるのがよい。こ
こで、平面Ｐ３とは、前記直線ＳＬ２に直交する方向に向かって、低屈折率部４５の表面
２０ａに近接した端部から、裏面２０ｂ側に延び出す平面である。表示面１２と低屈折率
部４５の入光面４６とのなす角度θ２を、前記直線ＳＬ２に直交する平面Ｐ３と表示面１
２とのなす角度θ４よりも小さくすることにより、低屈折率部４５に向かう任意の光Ｌ４
１、Ｌ４２を、その進行方向が本体部４０の法線方向ｎｄに対してなす角度が小さくなる
ように、曲げることができる。
【００９１】
　また、金型の作製精度を向上させる観点から、低屈折率部４５の入光面４６と表示面１
２とは、第一軸方向ｄ１に直交し本体部４０の法線方向ｎｄに平行な面に関して互いに逆
側に傾斜しているのがよい。この場合、光学シート２０を賦型するための金型に、切欠４
１を形成するための突起部を精度良く形成することができる。これにより、本体部４０に
切欠４１を高精度に形成することができ、この結果、切欠４１内に配置される低屈折率部
４５を高精度に形成することができる。
【００９２】
　ところで、本実施の形態では、上述のように、本体部４０の法線方向ｎｄに対して第１
軸方向ｄ１における一側に大きく傾斜した方向からレンズ面３１に入射した例えば光Ｌ２
５（図２参照）の進行方向を、低屈折率部４５で本体部４０の法線方向ｎｄに対してなす
角度が小さくなるように、大きく変更させる。しかしながら、このような法線方向ｎｄに
対して第１軸方向ｄ１における一側に大きく傾斜した方向からレンズ面３１に入射した光
Ｌ２５は、表示面１２側に導かれもよい。すなわち、進行方向を受光面５０ａに向けられ
るようになる入射角度の連続的な角度範囲である第２角度範囲ＡＲ２及び表示対象１３を
連続して観察することができる角度範囲である第１角度範囲ＡＲ１とは異なる、法線方向
ｎｄに対して第１軸方向ｄ１における一側に大きく傾斜した方向からレンズ面３１に入射
する光を含む第３角度範囲ＡＲ３からレンズ面３１に入射する光が、単位レンズ３０のレ
ンズ面３１Ａを通過して、表示面１２の第２面４０ｂ側の面に到達するように構成されて
いてもよい。このような構成を実現する場合には、切欠４１内を空気層とする等の態様が
挙げられる。後述するように、本実施の形態では、照明装置６０が表示面１２を裏面側か
ら照明して光を透過させることにより、表示面１２の視認性を向上させる。この場合にお
いては、レンズ面３１Ａを通過した光の一部を表示面１２の裏面側に導くことで表示面１
２の視認性を向上させることが可能となる。
【００９３】
　ここで図３には、表示面１２に形成される表示対象１３の一例が示されている。複数の
表示面１２が、第１軸方向ｄ１に配列されるとともに、各表示面１２は、第１軸方向ｄ１
に直交する第２軸方向ｄ２に直線状に延びている。したがって、第１軸方向ｄ１における
各位置に位置する表示面１２が、当該表示面１２の第１軸方向ｄ１における位置に応じた
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表示対象要素１３ａを付与されることによって、第２軸方向ｄ２に細長く延びる各表示面
１２に形成された表示対象要素１３ａの組み合わせとして二次元的な表示対象１３を表示
することが可能となる。図３に示された例では、アルファベットの大文字の「Ｎ」が表示
対象１３として表示されている。このように、複数の表示対象要素１３ａの組み合わせと
して表示対象１３を表示することで、各表示面１２および各単位レンズ３０のサイズを小
さくできるため、第１角度範囲ＡＲ１を広げた場合や表示体１０のサイズを大きくした場
合においても、より良好な表示対象１３を観察できるようになる。
【００９４】
　この表示面１２は、後述するように、照明装置６０によって表示面１２が積極的に照明
される。この結果、表示面１２に形成された表示対象１３の視認性を向上させることがで
きるようになっている。とりわけ、照明装置６０は、光学シート２０の裏面２０ｂに対面
して配置され、表示面１２を裏面２０ｂ側から照明する。したがって、この例では、表示
面１２を透過する光によって表示対象１３が表示されるように、表示面１２が作製され、
表示面１２は光透過性を有している。
【００９５】
　上述してきた表示面１２を内部に含む光学シート２０は、一例として、次のようにして
作製され得る。まず、図７に示すように、透明樹脂を成型することにより、成型物４９を
作製する。成型は、熱溶融押出加工や射出成型等を採用することができる。図７に示すよ
うに、得られた成型物４９には、上述した光学シート２０の本体部４０の第２面４０ｂと
なる部分に、切欠４１が形成されている。また、成型物４９には、単位レンズ３０を含む
レンズ部２５が賦型されている。その後、図８に示すように、成型物４９の切欠４１内に
、表示面１２を形成する。一例として、インクジェット印刷によって、成型物４９の切欠
４１内に、表示対象１３を形成する。次に、成型物４９よりも低屈折の材料を切欠４１内
に充填して、低屈折率部４５を形成する。以上の工程により、光学シート２０が得られる
。
【００９６】
　次に、主として、図２、図５及び図６を参照しながら、表示体１０の作用について説明
する。第１軸方向ｄ１は、例えば、単位レンズ３０の配列方向である第１軸方向ｄ１が鉛
直方向に沿うようにして、配置される。また、表示面１２の第１軸方向ｄ１における一側
に位置する第１端部１２ａが、鉛直方向における上側に位置し、表示面１２の第１軸方向
ｄ１における他側に位置する第２端部１２ｂが、鉛直方向における下側に位置するように
、表示体１０が配置される。
【００９７】
　太陽電池複合型表示体１０の最も観察者側には、光学シート２０の表面２０ａをなすレ
ンズ部２５が設けられている。レンズ部２５の単位レンズ３０にて形成されるレンズ面３
１は、太陽電池複合型表示体１０に入射する光または太陽電池複合型表示体１０から出射
する光に対してレンズ機能を発揮して、当該光の進行方向を調整する。
【００９８】
　図６に示すように、レンズ面３１は、或る角度範囲ＡＲ２内の方向から入射した光を、
直接的にあるいは低屈折率部４５を利用して、光学シート２０の内部に形成された表示面
１２に入射させることなく、隣り合う表示面１２の間を通過させて光学シート２０の裏面
２０ｂに向ける。光学シート２０の裏面２０ｂには、照明装置６０の導光板６１が対向し
て配置されている。ただし、導光板６１は透光性を有しているため、裏面２０ｂを介して
光学シート２０から出射した光Ｌ６１～Ｌ６４は、導光板６１を透過して、太陽電池パネ
ル５０の受光面５０ａに入射する。したがって、広い角度範囲から入射する光を裏面２０
ｂに導き、太陽電池パネル５０での発電に利用することが好ましい。とりわけ、太陽光は
、時間帯や季節に応じて位置を変化させる。表示体１０では、このように時間帯や季節に
応じて入射方向を変化させる太陽光を、光学シート２０の裏面２０ｂを経由して、太陽電
池パネル５０の受光面５０ａに導くことができれば好ましい。すなわち、入射方向を変化
させる太陽光を高効率で取り込むにあたり、上述した第２角度範囲ＡＲ２が広角化されて
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いることが好ましい。
【００９９】
　下記の表１は、世界の幾つかの国の主要な都市における季節ごとの南中高度（°）を示
している。使用が想定される国の主要な都市における春分秋分の南中高度が、第２角度範
囲ＡＲ２に含まれることが好ましい。その国で有効に使用できる可能性が高いからである
。例えば、使用されることが想定される国が日本の場合は５４°から５６°までの高度が
第２角度範囲ＡＲ２に含まれるようにすればよい。さらに、４９°から６１°までの高度
が第２角度範囲ＡＲ２に含まれるようにすれば、世界の多くの国で有効に使用できる可能
性が高いため、好ましい。また、使用が想定される国の主要な都市における夏至の南中高
度から冬至の南中高度までが第２角度範囲ＡＲ２に含まれることがさらに好ましい。その
国で一年を通して有効に使用できる可能性が高いからである。例えば、使用されることが
想定される国が日本の場合は３１°から７９°までの高度が第２角度範囲ＡＲ２に含まれ
るようにすればよい。さらに、２５°から８４°までの高度が第２角度範囲ＡＲ２に含ま
れるようにすれば、世界の多くの国で有効に使用できる可能性が高いため、好ましい。な
お、所望の高度が第２角度範囲ＡＲ２に含まれることを容易にするために、第２角度範囲
ＡＲ２の角度範囲が４５°程度以上連続していることが好ましい。もっとも、太陽電池複
合型表示体１０を傾けて配置することによって、所望の高度を第２角度範囲ＡＲ２に含ま
れるようにすることも可能である。一方、第２角度範囲ＡＲ２の角度範囲の上限について
は、第１角度範囲ＡＲ１とのバランスで適宜設定すればよいが、１３５°程度未満とする
ことによって、後述のように、本実施の形態の太陽電池複合型表示体１０の特長をより発
揮させることができる。

【表１】

【０１００】
　一方、図５に示すように、表示対象１３を表示するための表示面１２からレンズ面３１
に進んだ光は、レンズ面３１での屈折により、第１角度範囲ＡＲ１内の方向へ出射するよ
うになる。したがって、第１角度範囲ＡＲ１から表示面１２に形成された表示対象１３を
観察することができる。この用途において、第１角度範囲ＡＲ１は、表示対象１３を観察
し得る視野角となる。一般的に、視野角である第１角度範囲ＡＲ１は、広角化されている
ことが好ましい。本実施の形態の太陽電池複合型表示体１０の特長をより発揮させるため
に、第１角度範囲ＡＲ１の視野角が４５°程度以上連続していることが好ましい。なお、
第１角度範囲ＡＲ１の視野角の上限については、第２角度範囲ＡＲ２とのバランスで適宜
設定すればよいが、１３５°程度未満になるケースが多いと考えられる。
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【０１０１】
　また、表示対象１３を観察している際に、表示対象１３とともに太陽電池パネル５０が
観察されると、表示対象１３の視認性や意匠性を著しく害することになる。したがって、
表示対象１３が付与された表示面１２が観察され得る第１角度範囲ＡＲ１は、太陽電池パ
ネル５０が観察される可能性のある第２角度範囲ＡＲ２と区分けされていること、すなわ
ち重なり合っていないことが好ましい。
【０１０２】
　この点、上述してきた本実施の形態による太陽電池複合型表示体１０では、表示面１２
は、レンズ面３１の光軸ｏｄに直交する方向に対して傾斜して広がっている。その一方で
、光学シート２０の裏面２０ｂは、レンズ面３１の光軸ｏｄに直交する方向に広がってい
る。このような太陽電池複合型表示体１０では、図５によく示されているように、傾斜し
た表示面１２からレンズ面３１を経由して出射する光Ｌ５２、Ｌ５３、Ｌ５４の出射方向
の角度範囲である第１角度範囲ＡＲ１を、広角化することができる。すなわち、広角化さ
れた第１角度範囲ＡＲ１から表示面１２に形成された表示対象１３を観察することができ
る。
【０１０３】
　加えて、図示された例では、裏面２０ｂは、本体部４０の法線方向ｎｄに沿って各単位
レンズ３０に対面する全領域に、延び広がっている。光学シート２０のシート面に対して
表示面１２と同じ側に傾斜した方向に沿って進む光は、表示面１２に入射することなく、
隣り合う二つの表示面１２の間を通過して広く延び広がる裏面２０ｂに到達しやすくなる
。したがって、広い角度範囲から光学シート２０へ入射する光が、裏面２０ｂを経て、太
陽電池パネル５０の受光面５０ａへ入射することが可能となる。すなわち、太陽電池パネ
ル５０の受光面５０ａに到達し得る光の光学シート２０への角度範囲である第２角度範囲
ＡＲ２を広角化することができる。
【０１０４】
　また、表示面１２からレンズ面３１を経て出射する光の出射方向の角度範囲である第１
角度範囲ＡＲ１と、太陽電池パネル５０の受光面５０ａに到達し得る光の光学シート２０
への角度範囲である第２角度範囲ＡＲ２とをずらすことが可能となる。とりわけ本実施の
形態では、光学シート２０の法線方向を間に挟んで、第１角度範囲ＡＲ１と第２角度範囲
ＡＲ２とを区分けすることができる。このため、表示面１２を観察する際に、太陽電池パ
ネル５０の受光面５０ａが視認されてしまうことを防止することができる。
【０１０５】
　なお、第１軸方向ｄ１において他側に進みながらレンズ面３１へ入射する光Ｌ６４（図
６参照）であっても、本体部４０の法線方向ｎｄに対してなす角度が大きい場合には、当
該レンズ面３１と隣り合うレンズ面３１に対面する表示面１２に、光学シート２０の裏面
２０ｂ側から向かっていくこともある。本実施の形態では、このような光Ｌ６４をも表示
面１２に入射させることなく裏面２０ｂへ導くために、表示面１２の背面側に低屈折率部
４５が設けられている。この低屈折率部４５によれば、図６に示すように、当該低屈折率
部４５と本体部４０のその他の部分との界面をなす入光面４６へ入射する光Ｌ６４の進行
方向を、本体部４０の法線方向ｎｄに対してなす角度が小さくなるように、曲げることが
できる。これにより、本体部４０の法線方向ｎｄに対して第１軸方向ｄ１における一側に
大きく傾斜した方向から単位レンズ３０に入射した光Ｌ６４であっても、表示面１２に入
射することなく光学シート２０を透過することができる。光学シート２０を透過した光は
、太陽電池パネル５０の受光面５０ａに入射し、太陽電池パネル５０での発電に利用され
得る。
【０１０６】
　以上のように、単位レンズ３０と太陽電池パネル５０の受光面５０ａとの間の領域で表
示面１２を傾斜させることにより、太陽電池パネル５０の受光面５０ａに到達し得る光の
光学シート２０への角度範囲である第２角度範囲ＡＲ２および表示面１２からレンズ面３
１を経て出射する光の出射方向の角度範囲である第１角度範囲ＡＲ１を調整すること、と
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りわけ広角化することが可能となる。
【０１０７】
　ところで、表示対象１３が視認可能となるのは、表示面１２からレンズ面３１に進んで
光学シート２０から出射する光が確保される場合である。したがって、とりわけ太陽電池
複合型表示体１０を屋外に設置した場合には、太陽の位置が変化することに起因して、時
間帯に応じて、さらには季節に応じて、表示対象１３の視認性が変化することになる。こ
の点、第１の実施の形態では、表示面１２は、照明装置６０からの光によって照明される
ようになる。したがって、たとえ屋外に配置されていたとしても、さらに夜間であったと
しても、表示面１２が照明装置６０によって照明されることにより、表示面１２の表示対
象１３を良好に視認することが可能となる。加えて、この照明装置６０は、太陽電池パネ
ルで発電された電力を利用して発光するようになっている。したがって、電源や配線等の
設置を不要とすることができる点において、例えば屋外に固定される表示体１０に対し、
非常に有用である。
【０１０８】
　また、第１の実施の形態によれば、照明装置６０の少なくとも一部分は、光学シート２
０の裏面２０ｂと太陽電池パネル５０の受光面５０ａとの間に配置されている。そして、
光学シート２０と太陽電池パネル５０との間に配置された照明装置６０の一部分は、透光
性を有している。すなわち、照明装置６０は、太陽電池パネル５０の受光面５０ａでの受
光を可能にしながら当該受光面５０ａを覆い、さらに面状に発光している。したがって、
照明装置６０は、太陽電池パネル５０の発電機能を害することなく、発光して受光面５０
ａを不可視化している。このように、太陽電池パネル５０の受光面５０ａを隠すことによ
って、黒色や暗色からなる受光面５０ａを含んだ太陽電池パネル５０が、太陽電池複合型
表示体１０の意匠性を崩してしまうことや、太陽電池複合型表示体１０が配置される周囲
の環境との調和を損なってしまうことを回避することができる。すなわち、太陽電池複合
型表示体１０の意匠性を改善し、周囲環境との調和を図ることが可能となる。
【０１０９】
　さらに、第１の実施の形態においては、透光性を有した導光板６１が、太陽電池パネル
５０の受光面５０ａと光学シート２０の裏面２０ｂとの間に配置されている。したがって
、受光面５０ａの全域をむらなく不可視化することが可能となる。これにより、表示体１
０の意匠性をより効果的に改善し、周囲環境とのより良好な調和を図ることが可能となる
。
【０１１０】
　さらに、第１の実施の形態においては、図２に示すように、表示面１２は、レンズ面３
１の配列方向となる第１軸方向ｄ１において一側に位置する端部が、第１軸方向ｄ１にお
いて他側に位置する端部よりも、光学シート２０の法線方向においてレンズ面３１に近接
するように、光学シート２０のシート面に対して傾斜している。そして、照明装置６０の
発光体６５は、レンズ面３１の配列方向と平行な第１軸方向ｄ１における一側に位置する
導光板６１の側端面６１ａに対面して配置されている。なお、図２において、第１軸方向
ｄ１における一側とは紙面の上側であり、第１軸方向ｄ１における他側とは紙面の下側で
ある。このような照明装置６０では、光学シートの主切断面において、導光板６１の表面
６１ｂから出射する殆どの光の進行方向は、導光板６１内での導光方向に起因して、導光
板６１の法線方向に対して他側へ傾斜した方向となる。
【０１１１】
　図２や図５から理解され得るように、光学シートの主切断面において、導光板６１の法
線方向に対して他側へ傾斜した方向に沿って導光板６１の表面６１ｂから出射する光は、
第１軸方向ｄ１において一側に位置する第１端部１２ａが第１軸方向ｄ１において他側に
位置する端部よりも光学シート２０の法線方向においてレンズ面３１に近接するように、
光学シート２０のシート面に対して傾斜している表示面１２へ高い確率で入射する。さら
に、表示面１２を透過した照明装置６０からの多くの光が、レンズ面３１へ入射するよう
になる。すなわち、第１の実施の形態における表示面１２と照明装置６０との組み合わせ
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によれば、照明装置６０からの光によって、表示面１２を効率的に照明することができ、
これにより、表示対象１３を明瞭に表示することが可能となる。
【０１１２】
　さらに、第１の実施の形態においては、光学シート２０の裏面２０ｂと太陽電池パネル
５０の受光面５０ａとの間に配置された導光板６１が、拡散機能を有している。したがっ
て、太陽電池パネル５０の受光面５０ａをより確実に不可視化することが可能となる。こ
れにより、太陽電池複合型表示体１０の意匠性をより効果的に改善し、周囲環境との調和
をより図ることが可能となる。
【０１１３】
　また、太陽電池パネル５０の受光面５０ａへの入射光は、拡散機能を有した導光板６１
で拡散される。したがって、受光面５０ａ内の各領域に概ね均一な光量で光が入射するよ
うになる。この場合、太陽電池パネル５０は、一般的に普及しているいずれの形式の太陽
電池パネルであったとしても、優れた発電効率で発電を行うことができる。
【０１１４】
　以上のような第１の実施の形態の太陽電池複合型表示体１０によれば、レンズ面３１は
、或る方向から入射する光の進行方向を屈折によって太陽電池パネル５０の受光面５０ａ
へ向け、且つ、表示面１２から当該レンズ面３１を経由して出射する光の進行方向を屈折
によって或る方向とは異なる別の方向へ向けることができる。言い換えると、当該別の方
向から入射する光の進行方向を表示面１２に到達するように導くことができる。したがっ
て、表示面１２に形成された表示対象１３を観察する場合に、太陽電池パネル５０の受光
面５０ａが視認されないようにすることができる。多くの形式の太陽電池パネルにおいて
、受光面は、黒色または暗色となっている。このような太陽電池パネルの受光面が露出し
ていると、意匠性に劣り、また当該太陽電池パネルが設置される領域の周囲環境との調和
を損なうことになる。しかしながら、第１の実施の形態による太陽電池複合型表示体１０
によれば、このような不具合を回避することができる。
【０１１５】
　また、第１の実施の形態によれば、照明装置６０からの光によって表示面１２が照明さ
れる。したがって、太陽電池複合型表示体１０がたとえ屋外に配置されていたとしても、
さらに夜間であっても、表示面１２が照明装置６０によって照明されることにより、表示
面１２の表示対象１３を良好に視認することが可能となる。
【０１１６】
　そして、この照明装置６０は、本体部４０の第１面４０ａよりも第２面４０ｂ側に発光
体６５を配置する。具体的に、発光体６５は、光学シート２０よりも太陽電池パネル５０
側に位置している。この場合、照明装置６０（発光体６５）が、光学シート２０に入射す
る光を阻害することがなく、表示面１２の表示対象１３の視認性を向上できる。しかも、
光の入射が阻害されないため、太陽電池パネル５０の発電効率も向上でき、且つ入射され
た光の一部を表示面１２の視認性向上のために利用して表示面１２を効果的に照明できる
。したがって、照明装置６０によって表示対象１３を効果的に照明して、意匠性を損なう
ことなく表示対象１３の良好な視認性を確保することができる
【０１１７】
　加えて、この照明装置６０は、太陽電池パネルで発電された電力を利用して発光するよ
うになっている。したがって、例えば屋外に固定される太陽電池複合型表示体１０に対し
、電源や配線の設置を不要とすることができる点において非常に有用である。このような
太陽電池複合型表示体１０は、設置場所の選択の自由度が極めて高く、様々な用途で利用
可能であり、例えば、屋外看板、道路情報掲示板、建築物の外壁として利用することも可
能である。また、太陽電池パネル５０の受光面５０ａに日が射し込んでいない状況におい
ては、蓄電池１８に蓄電された電力を利用して、照明装置６０を発光させ、表示対象１３
を表示することが可能となる。
【０１１８】
　なお、上述した第１の実施の形態に対して様々な変更を加えることが可能である。以下
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、図面を適宜参照しながら、変形の一例について説明する。以下の説明および以下の説明
で用いる図面では、上述した第１の実施の形態と同様に構成され得る部分について、上述
の第１の実施の形態における対応する部分に対して用いた符号と同一の符号を用いるとと
もに、重複する説明を省略する。
【０１１９】
　まず、照明装置６０についての変形例を説明する。
【０１２０】
　導光板６１の複数の側端面に対面する位置に発光体６５がそれぞれ配置されるようにし
てもよい。また、導光板６１から光を取り出すための手段として、拡散成分６４を設ける
ことに代えて又は拡散成分６４を設けることに加えて、種々の公知の光取り出し手段を使
用することができる。一例として、導光板６１の一対の表面６１ｂ及び裏面６１ｃが、発
光体６５から離間するに連れて接近していくように、互いに対して傾斜していてもよい。
例えば、導光板６１の太陽電池パネル５０に対面する裏面６１ｃが、平坦な傾斜面として
形成されていてもよいし、曲面として形成されていてもよい。また、導光板６１の太陽電
池パネル５０に対面する裏面６１ｃが、導光板６１の概ね法線方向に延びる接続面を介し
て複数の傾斜面を接続する構成を取ることも可能である。さらに、他の例として、導光板
６１の表面６１ｂ及び裏面６１ｃの少なくとも一方に、光を拡散させる拡散機能を付与す
ることも可能である。表面６１ｂ及び裏面６１ｃに拡散機能を付与する構成としては、裏
面６１ｃを凹凸面とする構成や、裏面６１ｃ上に白色散乱層のパターンを設ける構成を例
示することができる。
【０１２１】
　さらに、導光板６１の太陽電池パネル５０とは反対側に、種々の光学機能を発揮し得る
光学シートを配置してもよい。このような光学シートとして、光を拡散させる拡散シート
、導光板６１からの出射光の光路を偏向させるプリズムシートやレンズシート等を例示す
ることができる。さらに、表示対象１３を表示するための表示面１２を有した表示シート
を、導光板６１の太陽電池パネル５０とは反対側に設けるようにしてもよい。
【０１２２】
　また、導光板６１は、光をライン状に光学シート２０に向けて照射させる反射ラインを
有していてもよい。また、導光板６１は、光をドット状に光学シート２０に向けて照射さ
せる反射ドットを有していてもよい。このように導光板６１が規則的に光を照射可能であ
る構成では、表示面１２と対向する位置に光を照射することで、表示面１２の表示対象１
３の視認性の向上を図ることができる。
【０１２３】
　また、導光板６１が光をドット状に光学シート２０に向けて照射させる反射ドットを有
する場合においては、反射ドットが不規則に配置されてもよい。光学シート２０における
単位レンズ３０が規則的に配置され、導光板６１の反射ドットも規則的に配置される場合
には、単位レンズ３０と反射ドットとのピッチ差によってモアレが生じ、表示対象１３に
おいて表示の乱れが生じる可能性がある。これに対して、反射ドットが不規則に配置され
る場合には、単位レンズ３０のピッチによらずモアレの発生を抑制できる。
【０１２４】
　＜第２の実施の形態＞
　次に、主として図９及び図１０を参照しながら、第２の実施の形態について説明する。
【０１２５】
　第２の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０は、第１の実施の形態と同様に、光
学シート２０と、光学シート２０の背面に配置された太陽電池パネル５０と、光学シート
２０及び太陽電池パネル５０の間に少なくとも一部分が配置された照明装置７０と、を有
している。第２の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０では、照明装置７０が、第
１の実施の形態に係る表示体１０の照明装置６０と異なっており、その他の構成は、第１
の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体と同一とすることができる。すなわち、第２の
実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０において、光学シート２０、太陽電池パネル
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５０、蓄電池１８及び制御回路１９は、上述した第１の実施の形態と同一とすることがで
きる。
【０１２６】
　なお、第１の実施の形態では、照明装置６０の発光体６５が、図２及び図３に示すよう
に、平面視において太陽電池パネル５０の受光面５０ａと重ならない位置に配置されてい
た。一方、第２の実施の形態では、照明装置７０の発光体７５が、平面視において太陽電
池パネル５０の受光面５０ａと重なる位置に配置されている。したがって、第２の実施の
形態に係る表示体１０の平面形状において、側方へ突出し且つ発光しない部分が存在しな
い。このため、表示体１０の平面形状を小型化させることができ、また、意匠性において
も優れる。以下、第２の実施の形態に係る表示体１０の照明装置７０ついて詳述する。
【０１２７】
　図１１に示すように、照明装置７０は、光学シート２０の裏面２０ｂと太陽電池パネル
５０の受光面５０ａとの間に配置された発光シート７１を有している。発光シート７１は
、光学シート２０と太陽電池パネル５０の受光面５０ａとの間に配置され、受光面５０ａ
に対面して配置された透光性の支持体７２と、支持体７２上に互いから離間して設けられ
た複数の発光体７５と、支持体７２上に設けられ且つ発光体７５に接続した配線７３と、
を含んでいる。すなわち、発光体７５は、本体部４０の第１面４０ａよりも第２面４０ｂ
側に配置されている。図９に示すように、第２の実施の形態による照明装置７０では、太
陽電池パネル５０で発電された電力を利用して、照明装置７０の発光体７５から光が射出
する。
【０１２８】
　支持体７２は、透光性を有した樹脂やガラス等からなるシート状の部材であり、発光体
７５を支持する支持部材として機能する。
【０１２９】
　発光体７５は、第１の実施の形態と同様に、種々の公知の発光体を利用することができ
る。図９及び図１０に示された例では、支持体７２上に規則的に配列された複数の点状発
光体、より具体的には、複数の発光ダイオードによって、発光体７５が構成されている。
一例として、発光体７５は、互いに交差する二方向に、それぞれ、一定の配列ピッチにて
支持体７２上に配列される。このような発光体７５の配列によれば、照明装置７０が発光
した際における明るさの分布の均一化を図ることができる。
【０１３０】
　図９に示すように、図示された例において、発光体７５は、表示面１２に背面側から対
面する位置に配置されている。また、図１０に点線で示すように、光学シート２０のレン
ズ面３１は第２軸方向ｄ２に延びており、各レンズ面３１に対応する表示面１２の長手方
向に沿って、複数の発光体７５が、例えば同一ピッチにて、配列されている。ただし、こ
の例に限られず、各レンズ面３１に対面する位置に、当該レンズ面３１の長手方向に延び
る線状の発光体が設けられるようにしてもよい。本実施の形態では、複数の発光体７５が
、ドット状に光を照射するが、発光体７５の配置や構成を変更することで、面発光で光を
照射してもよいし、ライン状に光を照射してもよい。
【０１３１】
　発光体７５は、発光した光が主として表示面１２に入射するよう、表示面１２に対する
相対位置に応じて、配向特性を調整されていることが好ましい。この場合、発光体７５で
発光された光を効率的に表示面１２の照明に用いることができる。
【０１３２】
　配線７３は、例えば、銅、アルミニウム、銀等から形成されており、各発光体７５と制
御回路１９との間を延びている。このような発光シート７１は、所謂プリント基板として
形成され得る。
【０１３３】
　発光シート７１は、当該発光シート７１をその法線方向から観察した際に、支持体７２
の全領域のうちの５０％以上の部分が露出するようになっている。すなわち、支持体７２
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の全領域のうちの、配線７３や発光体７５で覆われている面積が５０％未満となっている
。このような発光シート７１によれば、当該発光シート７１を全体として捉えた場合の、
光透過率を５０％以上に確保することができる。つまり、発光シート７１が全体として透
光性を確保することが可能となる。
【０１３４】
　以上の構成からなる第２の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０によれば、上述
した第１の実施の形態と同様の作用効果を奏することができる。
【０１３５】
　すなわち、第２の実施の形態の太陽電池複合型表示体１０によれば、レンズ面３１は、
或る方向から入射する光の進行方向を屈折によって太陽電池パネル５０の受光面５０ａへ
向け、且つ、表示面１２から当該レンズ面３１を経由して出射する光の進行方向を屈折に
よって或る方向とは異なる別の方向へ向けることができる。言い換えると、当該別の方向
から入射する光の進行方向を表示面１２に到達するように導くことができる。したがって
、表示面１２に形成された表示対象１３を観察する場合に、太陽電池パネル５０の受光面
５０ａが視認されないようにすることができる。多くの形式の太陽電池パネルにおいて、
受光面は、黒色または暗色となっている。表示面１２が観察される方向にこのような太陽
電池パネルの受光面が露出していると、意匠性に劣り、また当該太陽電池パネルが設置さ
れる領域の周囲環境との調和を損なうことになる。しかしながら、第２の実施の形態によ
る太陽電池複合型表示体１０によれば、このような不具合を回避することができる。
【０１３６】
　また、第２の実施の形態によれば、照明装置７０からの光によって表示面１２が照明さ
れる。したがって、太陽電池複合型表示体１０がたとえ屋外に配置されていたとしても、
さらに夜間であっても、表示面１２が照明装置７０によって照明されることにより、表示
面１２の表示対象１３を良好に視認することが可能となる。
【０１３７】
　そして、この照明装置７０は、本体部４０の第１面４０ａよりも第２面４０ｂ側に発光
体７５を配置する。具体的に、発光体７５は、光学シート２０よりも太陽電池パネル５０
側に位置している。この場合、照明装置７０（発光体７５）が、光学シート２０に入射す
る光を阻害することがなく、表示面１２の表示対象１３の視認性を向上できる。しかも、
光の入射が阻害されないため、太陽電池パネル５０の発電効率も向上でき、且つ入射され
た光の一部を表示面１２の視認性向上のために利用して表示面１２を効果的に照明できる
。
【０１３８】
　さらに、太陽電池パネル５０で発電された電力を照明装置７０の発光に利用することが
できる。したがって、別途の電源を確保することや、当該別途の電源から照明装置７０へ
電力供給するための設備や配線を設置することを省略することができる。このような太陽
電池複合型表示体１０は、設置場所の選択の自由度が極めて高く、様々な用途で利用可能
であり、例えば、屋外看板、道路情報掲示板、建築物の外壁として利用することも可能で
ある。また、太陽電池パネル５０の受光面５０ａに日が射し込んでいない状況においては
、蓄電池１８に蓄電された電力を利用して、照明装置７０を発光させ、表示対象１３を表
示することが可能となる。
【０１３９】
　また、各表示面１２は、光学シート２０のシート面および太陽電池パネル５０の受光面
５０ａに対して傾斜し、且つ、レンズ面３１の光軸ｏｄに平行な方向に対して傾斜してい
る。このような太陽電池複合型表示体１０によれば、表示面１２からの光がレンズ面３１
を経由して出射するようになる角度範囲である第１角度範囲ＡＲ１、言い換えると、表示
面１２に形成された表示対象１３が観察されるようになる角度範囲である第１角度範囲Ａ
Ｒ１を、高い自由度で調整することが可能となり、とりわけ第１角度範囲ＡＲ１を広角化
することも可能となる。
【０１４０】
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　さらに、表示面１２は、太陽電池パネル５０の受光面５０ａと複数のレンズ面３１との
間に配置され、太陽電池パネル５０の受光面５０ａに対して傾斜している。このような太
陽電池複合型表示体１０によれば、太陽電池パネル５０の受光面５０ａに導かれるように
なる入射光の角度範囲である第２角度範囲ＡＲ２を高い自由度で調整すること、とりわけ
第２角度範囲ＡＲ２を広角化することも可能となる。加えて、第１角度範囲ＡＲ１と第２
角度範囲ＡＲ２とをずらすことも可能となる。
【０１４１】
　また、第２の実施の形態によれば、照明装置７０をなす発光シート７１が、光学シート
２０の裏面２０ｂと太陽電池パネル５０の受光面５０ａとの間に配置されている。ただし
、光学シート２０と太陽電池パネル５０との間に配置された発光シート７１は、透光性を
有している。したがって、照明装置７０は、太陽電池パネル５０の受光面５０ａでの受光
を可能にしながら当該受光面５０ａを覆い、表示面１２を照明することができる。したが
って、照明装置７０は、太陽電池パネル５０の発電機能を害することなく、発光して受光
面５０ａを少なくとも部分的に隠すこともできる。
【０１４２】
　とりわけ第２の実施の形態においては、複数の発光体７５が、発光シート７１の支持体
７２上に分散して配置されている。したがって、発光体７５によって、所望の領域をむら
なく照明することが可能となる。とりわけ図示された例では、発光体７５は、表示面１２
に対面する位置に配置されており、表示面１２を効率的に照明することができる。
【０１４３】
　また図示された例において、発光体７５は、単位レンズ３０とは反対の側から表示面１
２に対面する位置に配置されている。したがって、図９に示すように、表示面１２を透過
した発光体７５からの多くの光Ｌ１１１が、レンズ面３１へ入射するようになる。すなわ
ち、照明装置７０からの光によって、表示対象１３を表示するための照明を効率的に行う
ことができる。
【０１４４】
　以上において、第２の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０を説明したが、第２
の実施の形態に対して種々の変形を加えることが可能である。例えば、光学シート２０に
ついては、第１の実施の形態と同様の変形が可能である。また、以下に説明するように、
照明装置７０についても種々の変形が可能である。以下の説明では、上述の実施の形態と
同様に構成され得る部分について、上述の実施の形態における対応する部分に対して用い
た符号と同一の符号を用いるとともに、重複する説明を省略する。
【０１４５】
　まず、発光シート７１の支持体７２が拡散機能を有するようにしてもよい。支持体７２
に拡散機能を付与する構成としては、支持体７２が拡散成分を含有する構成や、支持体７
２が凹凸面を有する構成を採用することができる。また、発光シート７１と光学シート２
０との間、又は、光学シート２０と太陽電池パネル５０との間に、光を拡散可能な拡散シ
ートを設けるようにしてもよい。照明装置７０が拡散機能を有する場合、太陽電池パネル
５０の受光面５０ａを効果的に不可視化することが可能となる。これにより、太陽電池複
合型表示体１０の意匠性をより効果的に改善し、周囲環境との調和をより図ることが可能
となる。また、太陽電池パネル５０の受光面５０ａへの入射光が照明装置７０で拡散され
ると、受光面５０ａ内の各領域に概ね均一な光量で光が入射するようになる。この場合、
太陽電池パネル５０は、一般的に普及しているいずれの形式の太陽電池パネルであったと
しても、優れた発電効率で発電を行うことができる。
【０１４６】
　さらに、発光シート７１に代えて、公知となっている透光性の照明装置や透光性の表示
装置を用いることができる。透光性の照明装置や透光性の表示装置としては、例えば、一
対の電極が共に透明導電体で形成された有機ＥＬ照明装置や有機ＥＬ表示装置を例示する
ことができる。
【０１４７】



(31) JP 6610085 B2 2019.11.27

10

20

30

40

50

　また、本実施の形態では、発光体７５を支持する支持体７２が透光性を有するが、発光
体７５の支持のために非透光性の支持体が採用されてもよい。この場合には、当該非透光
性支持体に、太陽電池パネル５０及び発光体７５が、第１軸方向ｄ１に交互に配列された
状態で配置されてもよい。すなわち、図９において符号Ｓで示す隣り合う発光体７５の間
の領域Ｓに太陽電池パネルが配置されてもよい。
【０１４８】
　＜第３の実施の形態＞
　次に、主として図１１～図１３を参照しながら、第３の実施の形態について説明する。
【０１４９】
　第３の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０は、第１及び第２の実施の形態と同
様に、光学シート２０と、光学シート２０の背面に配置された太陽電池パネル５０と、表
示面１２を照明する照明装置８０と、を有している。第３の実施の形態に係る太陽電池複
合型表示体１０では、照明装置８０が、第１及び第２の実施の形態に係る太陽電池複合型
表示体１０の照明装置６０，７０と異なっており、その他の構成は、第１及び第２の実施
の形態に係る太陽電池複合型表示体と同一とすることができる。すなわち、第３の実施の
形態に係る太陽電池複合型表示体１０において、光学シート２０、太陽電池パネル５０、
蓄電池１８及び制御回路１９は、上述した第１及び第２の実施の形態と同一とすることが
できる。なお、太陽電池パネル５０は、本体部４０の法線方向において表示面１２に対し
てずれて配置されている。
【０１５０】
　図１１～図１３に示すように、第３の実施の形態に係る表示体１０では、照明装置８０
が、光学シート２０の側端面２０ｃに対面して配置された複数の発光体８５を有している
。発光体８５が対面して配置されるようになる側端面２０ｃは、光学シート２０の第２軸
方向ｄ２に対向する一対の側端面２０ｃである。図１２に示す例では、第２軸方向ｄ２に
対向する一対の側端面２０ｃのそれぞれに対面して発光体８５が配置されている。すなわ
ち、発光体８５は、本体部４０の第１面４０ａよりも第２面４０ｂ側に配置されている。
ただし、この例に限られず、一対の側端面２０ｃのうちの一方のみに対面して発光体８５
が配置されるようにしてもよい。
【０１５１】
　発光体８５は、第１及び第２の実施の形態と同様に、種々の公知の発光体を利用するこ
とができる。図１１～図１３に示された例では、第１軸方向ｄ１に配列された複数の点状
発光体、より具体的には、複数の発光ダイオードによって、発光体８５が構成されている
。また、図示された例において、各発光体８５は、各単位レンズ３０に対応してそれぞれ
設けられている。発光体８５は、対応する単位レンズ３０から光学シート２０の法線方向
ｎｄにずれて、光学シート２０の本体部４０に対面している。ただし、図示された例に限
られず、光学シート２０の側端面２０ｃに沿うようにして、単位レンズ３０よりも狭ピッ
チで点状の発光体が第１軸方向ｄ１に配列されていてもよい。また、光学シート２０の側
端面２０ｃに沿うようにして、第１軸方向ｄ１に延びる線状の発光体が設けられていても
よい。
【０１５２】
　図１１に示すように、第３の実施の形態による照明装置８０では、太陽電池パネル５０
で発電された電力を利用して、照明装置８０の発光体８５から光が射出する。図１１及び
図１３に示すように、発光体８５から射出された光Ｌ１３１，Ｌ１５１は、光学シート２
０の側端面２０ｃを介して光学シート２０に入射する。光学シート２０へ入射した光Ｌ１
３１，Ｌ１５１は、光学シート２０の表面２０ａ及び裏面２０ｂにおいて、反射、とりわ
け光学シート２０をなす材料と空気との屈折率差に起因して全反射を繰り返し、光学シー
ト２０内を進んでいく。なお、単位レンズ３０は、裏面２０ｂから離間する側に突出した
凸レンズとして形成されている。したがって、光学シート２０内を進む光Ｌ１５１は、第
１軸方向ｄ１へ進むことを抑制され、概ね、図１３に示すように、第２軸方向ｄ２に進む
ようになる。
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【０１５３】
　ただし、単位レンズ３０のレンズ面３１に対面する位置には、表示対象１３を形成され
た表示面１２が設けられている。そして、レンズ面３１が裏面２０ｂと非平行であること
から、表面２０ａ及び裏面２０ｂでの反射を繰り返して光学シート２０内を進む光Ｌ１３
１，Ｌ１５１は、表示面１２にも入射するようになる。そして、当該光Ｌ１３１，Ｌ１５
１は、表示面１２で拡散されて不規則に進行方向を変更され、光学シート２０から出射す
るようになる。
【０１５４】
　以上のように、第３の実施の形態では、表示面１２で拡散された光、とりわけ拡散反射
された光によって、表示対象１３が表示されるようになる。したがって、第３の実施の形
態では、表示面１２で反射する光によって表示対象１３が表示されるように、表示面１２
が作製されていることが好ましい。また、第３の実施の形態では、表示面１２が拡散機能
を有するようにしてもよい。表示面１２に拡散機能を付与する方法として、表示面１２の
表面を粗面とすることや、拡散性を有したインキで表示対象１３を形成することが、例示
される。
【０１５５】
　以上の構成からなる第３の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０によれば、上述
した第１や第２の実施の形態と同様の作用効果を奏することができる。
【０１５６】
　すなわち、第３の実施の形態の太陽電池複合型表示体１０によれば、レンズ面３１は、
或る方向から入射する光の進行方向を屈折によって太陽電池パネル５０の受光面５０ａへ
向け、且つ、表示面１２から当該レンズ面３１を経由して出射する光の進行方向を屈折に
よって或る方向とは異なる別の方向へ向けることができる。言い換えると、当該別の方向
から入射する光の進行方向を表示面１２に到達するように導くことができる。したがって
、表示面１２に形成された表示対象１３を観察する場合に、太陽電池パネル５０の受光面
５０ａが視認されないようにすることができる。多くの形式の太陽電池パネルにおいて、
受光面は、黒色または暗色となっている。表示面１２が観察される方向にこのような太陽
電池パネルの受光面が露出していると、意匠性に劣り、また当該太陽電池パネルが設置さ
れる領域の周囲環境との調和を損なうことになる。しかしながら、第３の実施の形態によ
る太陽電池複合型表示体１０によれば、このような不具合を回避することができる。
【０１５７】
　また、第３の実施の形態によれば、照明装置８０からの光によって表示面１２が照明さ
れる。したがって、太陽電池複合型表示体１０がたとえ屋外に配置されていたとしても、
さらに夜間であっても、表示面１２が照明装置８０によって照明されることにより、表示
面１２の表示対象１３を良好に視認することが可能となる。
【０１５８】
　そして、この照明装置８０は、本体部４０の第１面４０ａよりも第２面４０ｂ側に発光
体８５を配置する。具体的に、発光体８５は、光学シート２０の表面２０ａよりも太陽電
池パネル５０側に位置している。この場合、照明装置８０（発光体８５）が、光学シート
２０に入射する光を阻害することがなく、表示面１２の表示対象１３の視認性を向上でき
る。しかも、光の入射が阻害されないため、太陽電池パネル５０の発電効率も向上でき、
且つ入射された光の一部を表示面１２の視認性向上のために利用して表示面１２を効果的
に照明できる。
【０１５９】
　さらに、太陽電池パネル５０で発電された電力を照明装置８０の発光に利用することが
できる。したがって、別途の電源を確保することや、当該別途の電源から照明装置８０へ
電力供給するための設備や配線を設置することを省略することができる。このような太陽
電池複合型表示体１０は、設置場所の選択の自由度が極めて高く、様々な用途で利用可能
であり、例えば、屋外看板、道路情報掲示板、建築物の外壁として利用することも可能で
ある。また、太陽電池パネル５０の受光面５０ａに日が射し込んでいない状況においては
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、蓄電池１８に蓄電された電力を利用して、照明装置８０を発光させ、表示対象１３を表
示することが可能となる。
【０１６０】
　また、各表示面１２は、光学シート２０のシート面および太陽電池パネル５０の受光面
５０ａに対して傾斜し、且つ、レンズ面３１の光軸ｏｄに平行な方向に対して傾斜してい
る。このような太陽電池複合型表示体１０によれば、表示面１２からの光がレンズ面３１
を経由して出射するようになる角度範囲である第１角度範囲ＡＲ１、言い換えると、表示
面１２に形成された表示対象１３が観察されるようになる角度範囲である第１角度範囲Ａ
Ｒ１を、高い自由度で調整することが可能となり、とりわけ第１角度範囲ＡＲ１を広角化
することも可能となる。
【０１６１】
　さらに、表示面１２は、太陽電池パネル５０の受光面５０ａと複数のレンズ面３１との
間に配置され、太陽電池パネル５０の受光面５０ａに対して傾斜している。このような太
陽電池複合型表示体１０によれば、太陽電池パネル５０の受光面５０ａに導かれるように
なる入射光の角度範囲である第２角度範囲ＡＲ２を高い自由度で調整すること、とりわけ
第２角度範囲ＡＲ２を広角化することも可能となる。加えて、第１角度範囲ＡＲ１と第２
角度範囲ＡＲ２とをずらすことも可能となる。
【０１６２】
　また、第３の実施の形態によれば、照明装置８０は、レンズ面３１が線状に延びる方向
と平行な第２軸方向ｄ２における一側または他側に位置する光学シート２０の側端面２０
ｃに対面して配置された発光体８５を有している。このような照明装置８０の構成は、非
常に簡易であるだけでなく、太陽電池パネル５０と光学シート２０との間に何らかの部材
を配置する必要性を省くことができる。このため、太陽電池パネル５０を光学シート２０
に近接して配置することができ、表示体１０を小型化することが可能となる。これにより
、表示体１０の設置場所の自由度がさらに向上する。
【０１６３】
　以上において、第３の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０を説明したが、第３
の実施の形態に対して種々の変形を加えることが可能である。例えば、光学シート２０に
ついては、第１や第２の実施の形態と同様の変形が可能である。また、既に説明したよう
に、照明装置８０についても種々の変形が可能である。
【０１６４】
　＜第４の実施の形態＞
　次に、主として図１４及び図１５を参照しながら、第４の実施の形態について説明する
。
【０１６５】
　第４の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０は、第１～第３の実施の形態と同様
に、光学シート２０と、太陽電池パネル５０と、表示面１２と、表示面１２を照明する照
明装置６０と、を有している。第４の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０は、主
として太陽電池パネル５０の配置に関して、第１～第３の実施の形態と異なっている。ま
た、第４の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０は、太陽電池パネル５０の相違に
関連して、光学シート２０も第１～第３の実施の形態と若干異なっている。
【０１６６】
　一方、第４の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０は、第１の実施の形態と概ね
同様の照明装置６０を有している。ただし、第４の実施の形態に係る太陽電池複合型表示
体１０の照明装置６０は、太陽電池パネル５０の配置に関連して、太陽電池パネル５０及
び表示面１２を挟んで本体部４０の第２面４０ｂに対向して配置される点、及び、光学シ
ート２０に対面する側とは反対側に反射シート６８を有している点において、第１の実施
の形態の照明装置と異なっているが、その他において第１の実施の形態の照明装置と同一
に構成され得る。また、第４の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０は、第１～第
３の実施の形態と同一の蓄電池１８及び制御回路１９を有している。ただし、図１４及び
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図１５において、蓄電池１８及び制御回路１９の図示は省略している。
【０１６７】
　図１４及び図１５に示すように、第４の実施の形態では、複数の太陽電池パネル５０が
、複数のレンズ面３１に対向する位置に設けられている。各太陽電池パネル５０の受光面
５０ａは、レンズ面３１の配列方向である第１軸方向ｄ１に表示面１２と交互に配列され
ている。第４の実施の形態では、複数の太陽電池パネル５０及び複数の表示体１２が、光
学シート２０の複数のレンズ面３１と照明装置６０との間に配置されている。したがって
、太陽電池パネル５０の受光面５０ａは、表示面１２と同様に、例えば、光学シート２０
の内部、光学シート２０のレンズ面３１に対向する裏面２０ｂ上、光学シート２０のレン
ズ面３１側とは反対側に形成された切欠４１内に設けられ得る。図示された例において、
受光面５０ａは、表示面１２と同様に、光学シート２０の内部に配置されている。
【０１６８】
　太陽電池パネル５０は、受光面５０ａで受光した光を電気エネルギーに変換する発電装
置であり、第１～第３の実施の形態の太陽電池パネル５０と同様に、種々の形態の装置を
利用することができる。各太陽電池パネル５０は、制御回路１９を介して照明装置６０の
発光体６５に接続されている。したがって、第４の実施の形態による照明装置６０でも、
太陽電池パネル５０で発電された電力を利用して、照明装置６０の発光体６５から光が射
出し得る。
【０１６９】
　第４の実施の形態における太陽電池複合型表示体１０において、表示面１２および照明
装置６０の導光板６１及び発光体６５は、第１の実施の形態と同様に構成され得る。した
がって、表示対象１３を連続して観察することができる角度範囲である第１角度範囲ＡＲ
１を高い自由度で調整すること、とりわけ第１角度範囲ＡＲ１を広角化することができる
。また、照明装置６０によって効率的に表示面１２を照明することができ、これにより、
表示面１２の視認性を効果的に向上させることができる。さらに、第４の実施の形態にお
ける太陽電池複合型表示体１０では、進行方向を受光面５０ａに向けられるようになる入
射角度の連続的な角度範囲である第２角度範囲ＡＲ２を高い自由度で調整し得るようにす
るための工夫もなされている。この結果、第４の実施の形態における太陽電池複合型表示
体１０でも、受光面５０ａを十分に不可視化しながら、表示対象１３を優れた視認性で表
示することが可能となる。以下、太陽電池パネル５０の受光面５０ａに関する構成につい
て、さらに詳述する。
【０１７０】
　上述したように第４の実施の形態では、太陽電池パネル５０の受光面５０ａ及び表示面
１２は、本体部４０内に配置されている。すなわち、表示面１２は、切欠４１における第
２切欠面４３に設けられている。図１４に示すように、各受光面５０ａは、当該受光面５
０ａに対応する一つの単位レンズ３０に対向して配置され、各表示面１２も、当該表示面
１２に対応する一つの単位レンズ３０に対向して配置されている。各単位レンズ３０に対
応して配置された表示面１２は、当該単位レンズ３０に対応して配置された受光面５０ａ
よりも、第１軸方向ｄ１における一側に配置されている。ここで、第１軸方向ｄ１におけ
る一側とは、図１４及び図１５における紙面の上側のことである。
【０１７１】
　上述した第１～第３の実施の形態と同様に、表示面１２は、第１軸方向ｄ１に配列され
、光学シート２０のシート面に対して傾斜している。太陽電池パネル５０の受光面５０ａ
は、第１軸方向ｄ１に配列され、本体部４０のシート面に対して表示面１２とは異なる角
度で傾斜している。
【０１７２】
　一方、表示面１２とは異なる角度で傾斜した受光面５０ａは、対応する単位レンズ３０
と法線方向ｎｄに沿って少なくとも部分的に対面するようにして、配置されている。第４
の本実施の形態では、受光面５０ａは、単位レンズ３０と同様に、配列方向である第１軸
方向ｄ１と交差する方向、より厳密には、第１軸方向ｄ１と直交する第２軸方向ｄ２に直
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線状に延びている。なお、図示された例において、単位レンズ３０に対応して多数設けら
れた太陽電池パネル５０及びその受光面５０ａは、互いに同一に構成されている。
【０１７３】
　各受光面５０ａは、本体部４０のシート面、すなわち、光学シート２０のシート面に対
して傾斜し、レンズ面３１の光軸ｏｄに平行な方向に対しても傾斜している。すなわち、
各受光面５０ａは、本体部４０のシート面、及び、レンズ面３１の光軸ｏｄに平行な方向
のいずれとも非平行になっている。このように傾斜した受光面５０ａによれば、上述した
表示面１２からレンズ面３１を経由して出射する光と逆向きに進む光の光路を考慮すれば
理解することができるように、進行方向を受光面５０ａに向けられるようになる入射角度
の連続的な角度範囲である第２角度範囲ＡＲ２を高い自由度で調整すること、とりわけ第
２角度範囲ＡＲ２を広角化することが可能となる。
【０１７４】
　図１４に示すように、各受光面５０ａは、第１軸方向ｄ１において他側（下側）に位置
する第２端部５６ｂが、第１軸方向ｄ１において一側（上側）に位置する第１端部５６ａ
よりも、光学シート２０の法線方向ｎｄにおいて表面２０ａに近接するように、光学シー
ト２０のシート面に対して傾斜している。したがって、受光面５０ａの第２端部５６ｂは
、受光面５０ａの第１端部５６ａよりも、光学シート２０の法線方向ｎｄにおいて単位レ
ンズ３０のレンズ面３１に近接している。図１４及び図１５から理解され得るように、こ
のような受光面５０ａには、法線方向ｎｄに対して一側（上側）に傾斜した角度範囲から
の光が、入射しやすくなる。
【０１７５】
　このような傾向を強化する観点から、光学シートの主切断面において、受光面５０ａは
、第１軸方向ｄ１における他側（下側）から一側（上側）に向けて、段階的又は連続的に
、光学シートの法線方向ｎｄにおいて単位レンズ３０から離間していくことが好ましい。
図示された例において、受光面５６は平面として形成されている。そして、図１４及び図
１５に示された光学シートの主切断面において、受光面５０ａは、第１軸方向ｄ１におけ
る他側から一側に向けて、連続的に一定の傾斜の程度で、光学シートの法線方向ｎｄに沿
って単位レンズ３０から離間していく。このような受光面５０ａには、法線方向ｎｄに対
して一側（上側）に傾斜した広い角度範囲からの光が、入射しやすくなる。
【０１７６】
　図示された実施の形態では、図１４に示された光学シートの主切断面において、受光面
５０ａの第１軸方向ｄ１における一側（上側）の端部である第１端部５６ａは、当該受光
面５０ａに対応するレンズ面３１の先端部３２ａと、第１軸方向ｄ１において同一位置に
位置している。また、図１４に示された光学シートの主切断面において、受光面５０ａの
第１軸方向ｄ１における他側（下側）の端部である第２端部５６ｂは、当該受光面５０ａ
に対応するレンズ面３１の第１軸方向ｄ１における他側の基端部３２ｂよりも、第１軸方
向ｄ１において他側に位置している。
【０１７７】
　次に、受光面５０ａと表示面１２との配置関係について述べる。図１４に示すように、
受光面５０ａの第２端部５６ｂと、表示面１２の第１端部１２ａと、の間の間隔は、受光
面５０ａの第１端部５６ａと、表示面１２の第２端部１２ｂと、の間の間隔よりも、広く
なっている。さらに、受光面５０ａ上の各位置と、対応する表示面１２との間の間隔は、
段階的又は連続的に変化していく。本実施の形態では、受光面５０ａ上の各位置と、対応
する表示面１２との第１軸方向ｄ１に沿った間隔が、当該受光面５０ａ上の位置が光学シ
ートの法線方向ｎｄに沿って単位レンズ３０から離間するにつれて、段階的又は連続的に
狭くなっていく。したがって、受光面５０ａの第１端部５６ａと表示面１２の第２端部１
２ｂとが最も接近する。図示された実施の形態では、受光面５０ａの第１端部５６ａと表
示面１２の第２端部１２ｂとが繋がっている。もっとも、受光面５０ａの第１端部５６ａ
と表示面１２の第２端部１２ｂとは、互いに離間していてもよい。
【０１７８】
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　また、図１４に示すように、繋がった受光面５０ａの第１端部５６ａと表示面１２の第
２端部１２ｂとの接続領域が、光学シートの主切断面において、光学シートの法線方向ｎ
ｄに進む平行光束Ｌ１６３がレンズ面３１に入射した際におけるレンズ面３１の焦点位置
ｆｐ上に位置している。すなわち、繋がった受光面５０ａの第１端部５６ａと表示面１２
の第２端部１２ｂとの接続領域は、レンズ面３１の光軸ｏｄ上に位置している。このよう
な太陽電池複合型表示体１０によれば、光学シート２０の法線方向ｎｄを境界として、第
１角度範囲ＡＲ１と第２角度範囲ＡＲ２とを切り分けることが可能となる。
【０１７９】
　また、図１４に示すように、受光面５０ａの第２端部５６ｂは、第１軸方向ｄ１におけ
る他側で当該受光面５０ａと隣り合う表示面１２の第１端部１２ａと繋がっている。繋が
った受光面５０ａの第２端部５６ｂと表示面１２の第１端部１２ａとの接続領域は、隣り
合う二つのレンズ面３１の基端部３２ｂ間を接続する接続面３８から、光学シートの法線
方向ｎｄに沿って離間した位置に位置している。もっとも、受光面５０ａの第２端部５６
ｂは、第１軸方向ｄ１における他側で当該受光面５０ａと隣り合う表示面１２の第１端部
１２ａから、離間していてもよい。
【０１８０】
　以上の第４の実施の形態による太陽電池複合型表示体１０によれば、次の作用効果を奏
することができる。
【０１８１】
　まず、第１～第３の実施の形態と同様に、各表示面１２は、光学シート２０のシート面
に対して傾斜し、且つ、レンズ面３１の光軸ｏｄに平行な方向に対して傾斜している。こ
のような太陽電池複合型表示体１０によれば、表示面１２からの光がレンズ面３１を経由
して出射するようになる角度範囲である第１角度範囲ＡＲ１、言い換えると、表示面１２
に形成された表示対象１３が観察されるようになる角度範囲である第１角度範囲ＡＲ１を
、高い自由度で調整することが可能となり、とりわけ第１角度範囲ＡＲ１を広角化するこ
とも可能となる。
【０１８２】
　一方、表示面１２とは異なる角度で傾斜した受光面５０ａは、図１５に示すように、表
示面１２に入射する光とは異なる方向から入射する光Ｌ１７２，Ｌ１７３，Ｌ１７４を効
率的に受光することが可能となる。図１５によく示されているように、受光面５０ａは、
当該受光面５０ａに正面から向かってくる光Ｌ１７２，Ｌ１７３，Ｌ１７４を効率的に受
光することができる。図１５に示す例では、受光面５０ａがレンズ面３１の光軸ｏｄに対
して第１軸方向ｄ１における他側に傾斜しているため、当該光軸ｏｄに対して第１軸方向
ｄ１における一側に傾斜した方向からレンズ面３１に入射する光Ｌ１７２，Ｌ１７３，Ｌ
１７４、を効率的に受光することが可能となる。したがって、本実施の形態によれば、図
１５に示すように、光軸ｏｄに対して第１軸方向ｄ１における一側に大きく傾斜した方向
からレンズ面３１に入射する光Ｌ１７４も、入射したレンズ面３１に対向する受光面５０
ａにて受光されるようになる。
【０１８３】
　すなわち、受光面５０ａを本体部４０のシート面に対して傾斜させることにより、受光
面５０ａに導かれるようになる光学シートへの入射方向の角度範囲である第２角度範囲Ａ
Ｒ２を、高い自由度で調整することができ、とりわけ広角化させることができる。とりわ
け、受光面５０ａは、光学シート２０の裏面２０ｂよりも単位レンズ３０に接近した本体
部４０内で本体部４０のシート面に対して傾斜している。これにより、光学シートの法線
方向に対して傾斜した光Ｌ１７２，Ｌ１７３，Ｌ１７４を、受光面５０ａは、正面から受
光することになる。この結果、受光面５０ａは、光軸ｏｄに対して傾斜した広範な方向か
ら向かってくる光Ｌ１７２，Ｌ１７３，Ｌ１７４を有効に受光することが可能となり、第
２角度範囲ＡＲ２を広角化させることができる。
【０１８４】
　以上のように、第４の実施の形態による太陽電池複合型表示体１０によれば、進行方向
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を受光面５０ａに向けられるようになる入射角度の連続的な角度範囲である第２角度範囲
ＡＲ２を高い自由度で調整すること、とりわけ第２角度範囲ＡＲ２を広角化させることが
できる。したがって、第４の実施の形態による太陽電池複合型表示体１０では、時間帯や
季節に応じて入射方向を変化させる太陽光を、効率的に受光して、太陽電池パネル５０で
の発電に利用することが可能となる。
【０１８５】
　ところで、表示面１２に形成された表示対象１３を観察している際に、表示対象１３と
ともに太陽電池パネル５０の受光面５０ａに重ねられた太陽電池パネル５０が観察される
と、表示対象１３の視認性や意匠性を著しく害することになる。したがって、表示対象１
３が形成された表示面１２が観察され得る第１角度範囲ＡＲ１は、太陽電池パネル５０が
観察されるようになる第２角度範囲ＡＲ２と区分けされていること、すなわち重なり合っ
ていないことが好ましい。
【０１８６】
　そこで、第４の実施の形態の太陽電池複合型表示体１０では、図１４に示すように、各
表示面１２が、対応する受光面５０ａよりも、第１軸方向ｄ１における一側に配置されて
いる。そして、各受光面５０ａは、第１軸方向ｄ１において他側に位置する第２端部５６
ｂが、第１軸方向ｄ１において一側に位置する第１端部５６ａよりも、光学シートの法線
方向ｎｄにおいて単位レンズ３０に近接するように、本体部４０のシート面に対して傾斜
し、各表示面１２は、第１軸方向ｄ１において一側に位置する第１端部１２ａが、第１軸
方向ｄ１において他側に位置する第２端部１２ｂよりも、光学シートの法線方向ｎｄにお
いて単位レンズ３０に近接するように、本体部４０のシート面に対して傾斜している。
【０１８７】
　このような第４の実施の形態によれば、光学シートの法線方向ｎｄに対して第１軸方向
ｄ１における他側に傾斜した方向から光学シート２０へ入射する光、言い換えると第１軸
方向ｄ１において一側に進みながら光学シート２０へ入射する光を、受光面５０ａよりも
表示面１２に選択的に導くことができる。言い換えると、表示面１２からの光Ｌ１６１（
図１４参照）は、光学シートの法線方向ｎｄに対して第１軸方向ｄ１における他側に傾斜
した方向へ出射しやすくなる。また、光学シートの法線方向ｎｄに対して第１軸方向ｄ１
における一側に傾斜した方向から光学シート２０へ入射する光Ｌ１６２（図１４参照）、
言い換えると第１軸方向ｄ１において他側に進みながら光学シート２０へ入射する光Ｌ１
６２を、表示面１２よりも受光面５０ａに選択的に導くことができる。
【０１８８】
　つまり、このような形態によれば、受光面５０ａに導かれるようになる光学シート２０
への入射方向の角度範囲である第２角度範囲ＡＲ２が、光学シートの法線方向ｎｄに対し
て第１軸方向ｄ１における一側に傾斜した方向に対応し、表示面１２からレンズ面３１を
経由して光学シート２０から出射する方向の角度範囲である第１角度範囲ＡＲ１が、光学
シートの法線方向ｎｄに対して第１軸方向ｄ１における他側に傾斜した方向に対応する。
このため、第１角度範囲ＡＲ１と第２角度範囲ＡＲ２とが、区分けされやすくなる。言い
換えると、第１角度範囲ＡＲ１と第２角度範囲ＡＲ２とが、重なり合いにくくなる。これ
により、第１角度範囲ＡＲ１及び第２角度範囲ＡＲ２をそれぞれ有効に広角化させること
ができる。
【０１８９】
　このように第１角度範囲ＡＲ１と第２角度範囲ＡＲ２との重なり合いが少なくなれば、
さらには第１角度範囲ＡＲ１と第２角度範囲ＡＲ２とを切り分けることが可能となれば、
表示面１２に付与された表示対象１３を観察している際に、表示対象１３とともに太陽電
池パネル５０の受光面５０ａが観察されることを効果的に防止することが可能となる。こ
の場合、表示対象１３の視認性や表示対象１３の意匠性を改善することができる。
【０１９０】
　また、受光面５０ａの第２端部５６ｂと、表示面１２の第１端部１２ａと、の間の間隔
は、受光面５０ａの第１端部５６ａと、表示面１２の第２端部１２ｂと、の間の間隔より
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も、広くなっている。このような形態によれば、受光面５０ａと表示面１２とをバランス
よく配置することができ、第１角度範囲ＡＲ１と第２角度範囲ＡＲ２とを、区分けするこ
とが可能となる。
【０１９１】
　さらに、受光面５０ａ上の各位置と、対応する表示面１２との第１軸方向ｄ１に沿った
間隔が、当該受光面５０ａ上の位置が光学シートの法線方向ｎｄに沿って単位レンズ３０
から離間するにつれて、狭くなっていく。このような形態によれば、受光面５０ａが、表
示面１２からレンズ面３１を経由して光学シート２０から出射すべき光を遮ってしまうこ
と、あるいは、表示面１２が、受光面５０ａへ入射すべき光を遮ってしまうこと、を効果
的に抑制することができる。
【０１９２】
　さらに、受光面５０ａの第１軸方向ｄ１において一側に位置する第１端部５６ａは、表
示面１２の第１軸方向ｄ１において他側に位置する第２端部１２ｂと繋がっている。この
ような形態によれば、受光面５０ａの第１端部５６ａと表示面１２の第２端部１２ｂとの
間を、レンズ面３１で曲げられた光が透過することを防止することができる。この結果、
光学シート２０に入射する光を、太陽電池パネル５０での発電または表示対象１３の表示
に効率よく利用することができる。
【０１９３】
　とりわけ、受光面５０ａの第１端部５６ａと表示面１２の第２端部１２ｂとの接続領域
は、光学シートの法線方向ｎｄに進む平行光束Ｌ１６３，Ｌ１７１がレンズ面３１に入射
した際におけるレンズ面３１の焦点位置ｆｐ上に位置している。このような光学シート２
０によれば、光学シートの法線方向ｎｄを境界として、第１角度範囲ＡＲ１と第２角度範
囲ＡＲ２とを切り分けることが可能となる。
【０１９４】
　さらに、受光面５０ａの第１軸方向ｄ１において他側に位置する第２端部５６ｂは、第
１軸方向ｄ１における他側で当該受光面５６と隣り合う表示面１２の、第１軸方向ｄ１に
おいて一側に位置する第１端部１２ａと繋がっている。このような形態によれば、受光面
５０ａの第２端部５６ｂと、隣り合う表示面１２の第１端部１２ａと、の間を、光学シー
ト２０１に入射した光が透過することを防止することができる。この結果、光学シート２
０に入射する光を、太陽電池パネル５０での発電または表示対象１３の表示に効率よく利
用することができる。
【０１９５】
　また、第４の実施の形態は、第１～３の実施の形態と同様に、表示面１２を照明する照
明装置６０を有している。したがって、たとえ屋外に配置されていたとしても、さらに夜
間であったとしても、表示面１２が照明装置６０によって照明されることにより、表示面
１２の表示対象１３を良好に視認することができる。加えて、この照明装置６０は、太陽
電池パネルで発電された電力を利用して発光するようになっている。したがって、例えば
屋外に固定される太陽電池複合型表示体１０に対し、電源や配線の設置を不要とすること
ができる点において非常に有用である。
【０１９６】
　また、第４の実施の形態における照明装置６０は、光学シート２０の側とは反対となる
側から導光板６１に対面して配置された反射シート６８を、有している。この反射シート
６８によれば、光学シート２０の側とは反対側へ向けて導光板６１から出射する光を、光
学シート２０側へ戻すことができる。したがって、照明装置６０からの光を有効に利用し
て表示面１２を照明することができる。
【０１９７】
　なお、第４の実施の形態における照明装置６０は、反射シート６８を有することを除き
、第１の実施の形態と同様に構成さ得る。したがって、重複する記載は省略するが、第４
の実施の形態においても、第１の実施の形態において説明した照明装置６０に起因する作
用効果を奏することができる。
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【０１９８】
　以上のような第４の実施の形態の太陽電池複合型表示体１０によれば、レンズ面３１は
、或る方向から入射する光の進行方向を屈折によって太陽電池パネル５０の受光面５０ａ
へ向け、且つ、表示面１２から当該レンズ面３１を経由して出射する光の進行方向を屈折
によって或る方向とは異なる別の方向へ向けることができる。言い換えると、当該別の方
向から入射する光の進行方向を表示面１２に到達するように導くことができる。したがっ
て、表示面１２に形成された表示対象１３を観察する場合に、太陽電池パネル５０の受光
面５０ａが視認されないようにすることができる。多くの形式の太陽電池パネルにおいて
、受光面は、黒色または暗色となっている。このような太陽電池パネルの受光面が露出し
ていると、意匠性に劣り、また当該太陽電池パネルが設置される領域の周囲環境との調和
を損なうことになる。しかしながら、第４の実施の形態による太陽電池複合型表示体１０
によれば、このような不具合を回避することができる。
【０１９９】
　また、第４の実施の形態によれば、照明装置６０からの光によって表示面１２が照明さ
れる。したがって、太陽電池複合型表示体１０がたとえ屋外に配置されていたとしても、
さらに夜間であっても、表示面１２が照明装置６０によって照明されることにより、表示
面１２の表示対象１３を良好に視認することが可能となる。
【０２００】
　そして、この照明装置６０は、本体部４０の第１面４０ａよりも第２面４０ｂ側に発光
体６５を配置する。具体的に、発光体６５は、光学シート２０よりも太陽電池パネル５０
側に位置している。この場合、照明装置６０（発光体６５）が、光学シート２０に入射す
る光を阻害することがなく、表示面１２の表示対象１３の視認性を向上できる。しかも、
光の入射が阻害されないため、太陽電池パネル５０の発電効率も向上でき、且つ入射され
た光の一部を表示面１２の視認性向上のために利用して表示面１２を効果的に照明できる
。
【０２０１】
　さらに、太陽電池パネル５０で発電された電力を照明装置６０の発光に利用することが
できる。したがって、別途の電源を確保することや、当該別途の電源から照明装置６０へ
電力供給するための設備や配線を設置することを省略することができる。このような太陽
電池複合型表示体１０は、設置場所の選択の自由度が極めて高く、様々な用途で利用可能
であり、例えば、屋外看板、道路情報掲示板、建築物の外壁として利用することも可能で
ある。また、太陽電池パネル５０の受光面５０ａに日が射し込んでいない状況においては
、蓄電池１８に蓄電された電力を利用して、照明装置６０を発光させ、表示対象１３を表
示することが可能となる。
【０２０２】
　以上において、第４の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０を説明したが、第４
の実施の形態に対して種々の変形を加えることが可能である。例えば、照明装置６０につ
いては、第１の実施の形態と同様の変形が可能である。
【０２０３】
　また、太陽電池パネル５０が、照明装置６０からの照明光を有効に受光することができ
るよう、受光面５０ａと対向する面が、第２受光面として形成されていてもよい。
【０２０４】
　＜第５の実施の形態＞
　次に、主として図１６を参照しながら、第５の実施の形態について説明する。
【０２０５】
　第５の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０は、第１～４の実施の形態と同様に
、光学シート２０と、太陽電池パネル５０と、表示面１２と、表示面１２を照明する照明
装置７０と、を有している。図１６に示された第５の実施の形態に係る表示体１０は、光
学シート２０、太陽電池パネル５０及び表示面１２に関して、第４の実施の形態と同様に
構成されている。
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【０２０６】
　一方、図１６に示された第５の実施の形態に係る表示体１０は、照明装置７０に関して
、第２の実施の形態と同様に構成され得る。ただし、第５の実施の形態において、太陽電
池パネル５０は、レンズ面３１と照明装置７０の発光シート７１との間に位置している。
したがって、発光シート７１は、透過性を有している必要はない。このため、発光シート
７１の支持体７２は、透光性を有していなくてもよい。支持体７２は、反射性、とりわけ
拡散反射性を有するようにしてもよい。支持体７２が入射光を反射することにより、支持
体７２に入射する光を、太陽電池パネル５０での発電または表示対象１３の表示に効率よ
く利用することができる。
【０２０７】
　以上の構成からなる第５の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０によれば、レン
ズ面３１は、或る方向から入射する光の進行方向を屈折によって太陽電池パネル５０の受
光面５０ａへ向け、且つ、表示面１２から当該レンズ面３１を経由して出射する光の進行
方向を屈折によって或る方向とは異なる別の方向へ向けることができる。言い換えると、
当該別の方向から入射する光の進行方向を表示面１２に到達するように導くことができる
。したがって、表示面１２に形成された表示対象１３を観察する場合に、太陽電池パネル
５０の受光面５０ａが視認されないようにすることができる。多くの形式の太陽電池パネ
ルにおいて、受光面は、黒色または暗色となっている。表示面１２が観察される方向にこ
のような太陽電池パネルの受光面が露出していると、意匠性に劣り、また当該太陽電池パ
ネルが設置される領域の周囲環境との調和を損なうことになる。しかしながら、第５の実
施の形態による太陽電池複合型表示体１０によれば、このような不具合を回避することが
できる。
【０２０８】
　また、第５の実施の形態によれば、照明装置７０からの光によって表示面１２が照明さ
れる。したがって、太陽電池複合型表示体１０がたとえ屋外に配置されていたとしても、
さらに夜間であっても、表示面１２が照明装置７０によって照明されることにより、表示
面１２の表示対象１３を良好に視認することが可能となる。
【０２０９】
　そして、この照明装置７０は、本体部４０の第１面４０ａよりも第２面４０ｂ側に発光
体７５を配置する。具体的に、発光体７５は、光学シート２０よりも太陽電池パネル５０
側に位置している。この場合、照明装置７０（発光体７５）が、光学シート２０に入射す
る光を阻害することがなく、表示面１２の表示対象１３の視認性を向上できる。しかも、
光の入射が阻害されないため、太陽電池パネル５０の発電効率も向上でき、且つ入射され
た光の一部を表示面１２の視認性向上のために利用して表示面１２を効果的に照明できる
。
【０２１０】
　さらに、太陽電池パネル５０で発電された電力を照明装置７０の発光に利用することが
できる。したがって、別途の電源を確保することや、当該別途の電源から照明装置７０へ
電力供給するための設備や配線を設置することを省略することができる。このような太陽
電池複合型表示体１０は、設置場所の選択の自由度が極めて高く、様々な用途で利用可能
であり、例えば、屋外看板、道路情報掲示板、建築物の外壁として利用することも可能で
ある。また、太陽電池パネル５０の受光面５０ａに日が射し込んでいない状況においては
、蓄電池１８に蓄電された電力を利用して、照明装置７０を発光させ、表示対象１３を表
示することが可能となる。
【０２１１】
　その他、第５の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０によれば、上述した第１～
第４の実施の形態と同様の構成に起因して、上述した第１～第４の実施の形態と同様の作
用効果を奏することができる。
【０２１２】
　以上において、第５の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０を説明したが、第５
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の実施の形態に対して種々の変形を加えることが可能である。例えば、照明装置７０につ
いては、第２の実施の形態と同様の変形が可能である。また、光学シート２０、太陽電池
パネル５０及び表示面１２についても、第４の実施の形態と同様に種々の変形を加えるこ
とが可能である。
【０２１３】
＜第６の実施の形態＞
　次に、主として図１７～図２１を参照しながら、第６の実施の形態について説明する。
【０２１４】
　第６の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０は、第１～第５の実施の形態と同様
に、光学シート２０と、光学シート２０の背面に配置された太陽電池パネル５０と、表示
面１２と、表示面１２を照明する照明装置６０と、を有している。第６の実施の形態に係
る太陽電池複合型表示体１０は、主として光学シート２０の構成に関して、第１～第５の
実施の形態と異なっている。一方、第６の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０は
、第１の実施の形態と同様の照明装置６０を有している。また、第６の実施の形態に係る
太陽電池複合型表示体１０は、第１～第５の実施の形態と同一の蓄電池１８及び制御回路
１９を有している。
【０２１５】
　図１７及び図１８に示すように、光学シート２０は、互いに対向する第１面４０ａ及び
第２面４０ｂを有するシート状の本体部４０を有している。本実施の形態では、第１面４
０ａが、太陽電池複合型表示体１０の表面２０ａを形成し、第２面４０ｂが、太陽電池パ
ネル５０に対向する面をなしている。本体部４０の第１面４０ａは、平坦状に形成されて
いる。本体部４０の第２面４０ｂは、第１軸方向ｄ１に交互に配列された複数の向き調整
面２１及び複数の集光面２２と、を含んでいる。向き調整面２１には、表示対象１３を表
示するための表示面１２が配置されている。向き調整面２１は、表示面１２を支持すると
共に、表示面１２を観察し得る視野角を調整するべく設けられている。一方、集光面２２
は、隣り合う表示面１２の間で太陽電池複合型表示体１０に入射する光Ｌ１８１を透過さ
せて、太陽電池パネル５０に導くために設けられている。なお、図示する例では、複数の
向き調整面２１は互いに同一に構成され、複数の集光面２２も互いに同一に構成されてい
る。
【０２１６】
　図１７に示すように、各向き調整面２１及び各集光面２２は、その配列方向である第１
軸方向ｄ１に対して交差する方向に線状に延びている。とりわけ図示された例において、
各向き調整面２１及び各集光面２２は、第１軸方向ｄ１及び本体部４０の法線方向ｎｄの
両方と直交する第２軸方向ｄ２に、直線状に延びている。また、図１８に示す例では、各
向き調整面２１と各集光面２２とは、法線方向ｎｄからみて互いにずれて配置されている
。なお、本実施の形態において、第１軸方向ｄ１及び第２軸方向ｄ２は、本体部４０のシ
ート面に沿っており、本体部４０の法線方向ｎｄに直交している。図示された例において
、太陽電池複合型表示体１０は、第１軸方向ｄ１が鉛直方向と平行になり第２軸方向ｄ２
が水平方向と平行になるようにして、配置されている。
【０２１７】
　各向き調整面２１は、本体部４０のシート面、言い換えると、太陽電池パネル５０のパ
ネル面に対して傾斜し、本体部４０の法線方向ｎｄに対しても傾斜している。すなわち、
各向き調整面２１は、本体部４０のシート面及び本体部４０の法線方向ｎｄのいずれとも
非平行になっている。向き調整面２１と共に当該向き調整面２１に配置された表示面１２
を太陽電池パネル５０のパネル面に対して傾斜させることにより、表示面１２に付与され
た表示対象１３を観察し得る視野角となる第１角度範囲ＡＲ１を、高い自由度で調整する
ことが可能となる。
【０２１８】
　図１８に示すように、各向き調整面２１は、第１軸方向ｄ１において一側（図示する例
では、図１８における上側であって、鉛直方向における上側）に位置する一端部２１ａが
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、第１軸方向ｄ１において他側（図示する例では、図２における下側であって、鉛直方向
における下側）に位置する他端部２１ｂよりも、本体部４０の法線方向ｎｄにおいて太陽
電池パネル５０から離間するように、本体部４０のシート面に対して傾斜している。した
がって、向き調整面２１の一端部２１ａは、向き調整面２１の他端部２１ｂよりも、本体
部４０の法線方向ｎｄにおいて太陽電池パネル５０から離間している。図１８から理解さ
れ得るように、このような向き調整面２１によれば、法線方向ｎｄに対して他側に傾斜し
た角度範囲に向けて、光が出射しやすくなる。したがって、向き調整面２１に配置された
表示面１２からの表示機能は、法線方向ｎｄに対して他側に傾斜した方向Ｄ１８１から観
察されたときに、効果的に発揮されるようになる。
【０２１９】
　このような傾向を強化する観点から、太陽電池複合型表示体の主切断面において、向き
調整面２１は、第１軸方向ｄ１における一側（上側）から他側（下側）に向けて、段階的
又は連続的に、本体部４０の法線方向ｎｄにおいて太陽電池パネル５０に接近していくこ
とが好ましい。図示された例において、向き調整面２１は平面として形成されている。そ
して、図１８に示された太陽電池複合型表示体の主切断面において、向き調整面２１は、
第１軸方向ｄ１における一側から他側に向けて、連続的に一定の傾斜の程度で、本体部４
０の法線方向ｎｄに沿って太陽電池パネル５０に接近していく。このような向き調整面２
１によれば、向き調整面２１に配置された表示面１２からの表示機能が、法線方向ｎｄに
対して他側に傾斜した方向Ｄ１８１から観察されたときに、効果的に発揮されるようにな
る。
【０２２０】
　上述したように、向き調整面２１に、表示対象１３を表示するための表示面１２が配置
されている。本実施の形態では、表示面１２は、向き調整面２１に重なるように当該向き
調整面２１に沿って配置されている。したがって、表示面１２から第１角度範囲ＡＲ１へ
向けて太陽電池複合型表示体１０から出射する光は、表示面１２に付与された表示対象１
３を可視化させる。すなわち、第１角度範囲ＡＲ１から表示面１２が視認され、結果とし
て、表示面１２に形成された表示対象１３を観察することができる。なお、表示面１２に
よって動く表示対象１３を表示する場合、太陽電池パネル５０から発電された電気を駆動
に用いることが簡便である。
【０２２１】
　図１９に、表示面１２に形成される表示対象１３の一例が示されている。複数の表示面
１２が、第１軸方向ｄ１に配列されるとともに、各表示面１２は、第１軸方向ｄ１に直交
する第２軸方向ｄ２に直線状に延びている。したがって、第１軸方向ｄ１における各位置
に位置する表示面１２が、当該表示面１２の第１軸方向ｄ１における位置に応じた表示対
象要素１３ａを付与されることによって、第２軸方向ｄ２に細長く延びる各表示面１２に
形成された表示対象要素１３ａの組み合わせとして二次元的な表示対象１３を表示するこ
とが可能となる。図１９に示された例では、第１の実施の形態と同様に、アルファベット
の大文字の「Ｎ」が表示対象１３として表示されている。このように、複数の表示対象要
素１３ａの組み合わせとして表示対象１３を表示することで、各向き調整面２１のサイズ
を小さくできるため、第１角度範囲ＡＲ１を広げたり太陽電池複合型表示体１０のサイズ
を大きくしたとしても、より良好な表示対象１３を観察できるようになる。
【０２２２】
　一方、隣り合う向き調整面２１の間に位置する各集光面２２は、本体部４０のシート面
、言い換えると、太陽電池パネル５０のパネル面に対して傾斜し、本体部４０の法線方向
ｎｄに対しても傾斜している。すなわち、各集光面２２は、本体部４０のシート面及び本
体部４０の法線方向ｎｄのいずれとも非平行になっている。集光面２２を太陽電池パネル
５０のパネル面に対して傾斜させることにより、太陽電池パネル５０による発電が連続し
て安定して行われるようになる角度範囲である第２角度範囲ＡＲ２を、高い自由度で調整
することが可能となる。
【０２２３】
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　集光面２２が本体部４０のシート面に対して傾斜する角度は、向き調整面２１が光学シ
ート２０のシート面に対して傾斜する角度と異なっている。とりわけ、図１８に示す太陽
電池複合型表示体の主断面において、集光面２２は、本体部４０の法線方向ｎｄに対して
向き調整面２１とは反対側に傾斜している。上述のように、各向き調整面２１は、一端部
２１ａが他端部２１ｂよりも本体部４０の法線方向ｎｄにおいて太陽電池パネル５０から
離間するように、本体部４０のシート面に対して傾斜している。したがって、各集光面２
２は、第１軸方向ｄ１において他側に位置する他端部２２ｂが、第１軸方向ｄ１において
一側に位置する一端部２２ａよりも、本体部４０の法線方向ｎｄにおいて太陽電池パネル
５０から離間するように、本体部４０のシート面に対して傾斜している。図１８から理解
され得るように、このような集光面２２は、法線方向ｎｄに対して一側に傾斜した角度範
囲からの光が、入射しやすくなる。したがって、法線方向ｎｄに対して一側に傾斜した方
向から太陽電池複合型表示体１０に入射する光Ｌ１８１を、太陽電池パネル５０により導
きやすくなる。
【０２２４】
　このような傾向を強化する観点から、太陽電池複合型表示体の主切断面において、集光
面２２は、第１軸方向ｄ１における他側から一側に向けて、段階的又は連続的に、本体部
４０の法線方向ｎｄにおいて太陽電池パネル５０に接近していくことが好ましい。図示さ
れた例において、集光面２２は平面として形成されている。そして、図１８に示された太
陽電池複合型表示体の主切断面において、集光面２２は、第１軸方向ｄ１における他側か
ら一側に向けて、連続的に一定の傾斜の程度で、本体部４０の法線方向ｎｄに沿って太陽
電池パネル５０に接近していく。このような集光面２２によれば、法線方向ｎｄに対して
一側に傾斜した方向から太陽電池複合型表示体１０に入射する光Ｌ１８１を、太陽電池パ
ネル５０により有効に導きやすくなる。
【０２２５】
　次に、向き調整面２１と集光面２２との関係について述べる。図１８に示す太陽電池複
合型表示体の主切断面において、向き調整面２１と、第１軸方向ｄ１における他側で当該
向き調整面２１と隣り合う集光面２２と、の第１軸方向ｄ１に沿った間隔ｄｔは、本体部
４０の法線方向ｎｄにおいて太陽電池パネル５０に接近していくにつれて、段階的又は連
続的に狭くなっていく。言い換えると、向き調整面２１上の各位置と、第１軸方向ｄ１に
おける他側で当該向き調整面２１と隣り合う集光面２２と、の第１軸方向ｄ１に沿った間
隔ｄｔが、当該向き調整面２１上の位置が本体部４０の法線方向ｎｄに沿って太陽電池パ
ネル５０に接近していくにつれて、段階的又は連続的に狭くなっていく。したがって、向
き調整面２１の他端部２１ｂは、他側に位置する集光面２２の一端部２２ａと最も接近す
る。図示された実施の形態では、向き調整面２１の他端部２１ｂは、他側に位置する集光
面２２の一端部２２ａと繋がっている。もっとも、向き調整面２１の他端部２１ｂは、他
側に位置する集光面２２の一端部２２ａから離間していてもよい。
【０２２６】
　一方、向き調整面２１の一端部２１ａは、第１軸方向ｄ１における一側で当該向き調整
面２１と隣り合う集光面２２の他端部２２ｂと繋がっている。もっとも、向き調整面２１
の一端部２１ａは、第１軸方向ｄ１における一側で当該向き調整面２１と隣り合う集光面
２２の他端部２２ｂから離間していてもよい。
【０２２７】
　また、図１８に示す主切断面において、向き調整面２１は、当該向き調整面２１と隣り
合う集光面２２の長さと等しくなっている。したがって、本体部４０の第２面４０ｂに占
める向き調整面２１の割合は、本体部４０の第２面４０ｂに占める集光面２２の割合と等
しい。ただし、図１８に示す主切断面において、向き調整面２１は、当該向き調整面２１
と隣り合う集光面２２の長さと異なっていてもよい。とりわけ、向き調整面２１が当該向
き調整面２１と隣り合う集光面２２よりも短くなっている場合、本体部４０の第２面４０
ｂに占める向き調整面２１の割合を、本体部４０の第２面４０ｂに占める集光面２２の割
合よりも小さくすることができる。この場合、相対的に多くの光を集光面２２に導き易く
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なる傾向となり、結果として、より多くの光を太陽電池パネル５０に導くことに寄与し得
る。
【０２２８】
　また、図１８に示す例では、向き調整面２１が本体部４０のシート面に対してなす角度
θ１は、集光面２２が本体部４０のシート面に対してなす角度θ２と等しい。ただし、向
き調整面２１が本体部４０のシート面に対してなす角度θ１は、観察されることが意図さ
れた観察者による観察方向に応じて決定され、集光面２２が本体部４０のシート面に対し
てなす角度θ２は、取り込むことが意図された外光の入射方向に応じて決定される。した
がって、向き調整面２１が本体部４０のシート面に対してなす角度θ１は、集光面２２が
本体部４０のシート面に対してなす角度θ２と異なっていてもよい。
【０２２９】
　また、図１８に示す例では、各向き調整面２１及び各集光面２２が、平坦面からなる。
ただし、このような例に限定されず、各向き調整面２１及び各集光面２２は、曲面からな
ってもよい。一例として、各向き調整面２１及び各集光面２２は、レンズ面のような球面
乃至湾曲面の一部をなしてもよい。より具体的には、各向き調整面２１及び各集光面２２
は、外方側に向かって凸となるように湾曲したレンズ面であってもよいし、内方側に向か
って凹となるように湾曲したレンズ面であってもよい。向き調整面２１が曲面からなる場
合、「向き調整面２１が平面に対して傾斜する」とは、図１８に示す主切断面において、
向き調整面２１の両端部２１ａ、２１ｂを結ぶ直線が平面に対して傾斜することを意味す
る。また、向き調整面２１が本体部４０のシート面に対してなす角度θ１は、図１８に示
す主切断面において、向き調整面２１の両端部２１ａ、２１ｂを結ぶ直線が本体部４０の
シート面に対してなす角度をいう。同様に、集光面２２が曲面からなる場合、「集光面２
２が平面に対して傾斜する」とは、図１８に示す主切断面において、集光面２２の両端部
２２ａ、２２ｂを結ぶ直線が平面に対して傾斜することを意味する。また、集光面２２が
本体部４０のシート面に対してなす角度θ２は、図１８に示す主切断面において、集光面
２２の両端部２２ａ、２２ｂを結ぶ直線が本体部４０のシート面に対してなす角度をいう
。
【０２３０】
　また、図１８に示すように、本体部４０の第２面４０ｂのうち、本体部４０の法線方向
ｎｄに沿って太陽電池パネル５０に接近するように突出した地点を頂部２３とする。この
場合、頂部２３は、１つの集光面２２の一端部２２ａと１つの向き調整面２１の他端部２
１ｂとの接続位置として規定される。本実施の形態では、本体部４０の頂部２３に接する
ようにして照明装置６０の導光板６１が配置され、本体部４０の第２面４０ｂと導光板６
１との間に空気層ＡＳが形成されている。図１８に示す例では、空気層ＡＳは、本体部４
０の向き調整面２１と、本体部４０の集光面２２と、導光板６１と、によって囲まれる空
間に形成されている。なお、導光板６１は、本体部４０の頂部２３に接するように配置さ
れた例に限定されず、頂部２３から離間して配置されていてもよい。また、本体部４０は
、導光板６１と空気層ＡＳを介して配置された例に限定されず、導光板６１と接合層を介
して接合されていてもよい。
【０２３１】
　太陽電池パネル５０は、受光面５０ａで受光した光を電気エネルギーに変換する発電装
置である。太陽電池パネル５０の受光面５０ａには、第２角度範囲ＡＲ２から集光面２２
に取り込まれた光Ｌ１８１が導かれるようになっており、この光Ｌ１８１が発電に利用さ
れる。
【０２３２】
　図１８に示すように、太陽電池パネル５０は、第１軸方向ｄ１に配列された複数の向き
調整面２１及び複数の集光面２２の各々に対向して、平面状に延び広がっている。図示さ
れた例において、太陽電池パネル５０は、本体部４０のシート面と平行に延びている。
【０２３３】
　照明装置６０は、第１の実施の形態等と同様に、太陽電池パネル５０の受光面５０ａと
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光学シート２０の裏面２０ｂとの間に配置された透光性の導光板６１と、導光板６１の側
端面６１ａに対面して配置された発光体６５と、を有している。導光板６１は、主部６３
と、主部６３中に分散された拡散成分（光散乱成分）６４と、を有している。そして、照
明装置５０では、拡散成分６４によって進行方向を不規則に変更され、導光板６１から出
射するようになる。
【０２３４】
　次に、主として、図２０及び図２１を参照しながら、太陽電池複合型表示体１０の作用
について説明する。太陽電池複合型表示体１０は、例えば、向き調整面２１及び集光面２
２の配列方向である第１軸方向ｄ１が鉛直方向に沿うようにして、配置される。具体的に
は、第１軸方向ｄ１における一側が、鉛直方向における上側を向き、第１軸方向ｄ１にお
ける他側が、鉛直方向における下側を向くように、太陽電池複合型表示体１０が配置され
る。
【０２３５】
　図２０によく示されているように、傾斜した向き調整面２１に配置された表示面１２は
、当該表示面１２の正面方向から視認され易い。図２０に示す例では、表示面１２が本体
部４０の法線方向ｎｄに対して第１軸方向ｄ１における一側に傾斜しているため、当該法
線方向ｎｄに対して第１軸方向ｄ１における他側に傾斜した方向Ｄ２０１、Ｄ２０２、Ｄ
２０３から太陽電池複合型表示体１０を観察したときに表示面１２を視認し易くなる。こ
のように、向き調整面２１を本体部４０の法線方向ｎｄに対して傾斜させることにより、
向き調整面２１に位置する表示面１２が観察される視野角となる第１角度範囲ＡＲ１を、
高い自由度で調整することができる。したがって、観察者は、優れた視認性で表示対象１
３を観察することができ、且つ、優れた意匠性で表示対象１３を表示することができる。
【０２３６】
　一方、向き調整面２１とは異なる角度で傾斜した集光面２２は、向き調整面２１を視認
し易い方向Ｄ２０１、Ｄ２０２、Ｄ２０３とは異なる方向から入射する光Ｌ２１１、Ｌ２
１２、Ｌ２１３を効率的に取り込むことが可能となる。図２１に示す例では、集光面２２
が本体部４０の法線方向ｎｄに対して第１軸方向ｄ１における他側に傾斜しているため、
当該法線方向ｎｄに対して第１軸方向ｄ１における一側に傾斜した方向から太陽電池複合
型表示体１０に入射する光Ｌ２１１、Ｌ２１２、Ｌ２１３を効率的に取り込むことが可能
となる。集光面２２に取り込まれた光Ｌ２１１、Ｌ２１２、Ｌ２１３は、空気層ＡＳ内を
進行して太陽電池パネル５０に導かれる。なお、導光板６１は透光性を有しているため、
裏面２０ｂを介して光学シート２０から出射した光Ｌ２１１、Ｌ２１２、Ｌ２１３は、導
光板６１を透過して、太陽電池パネル５０の受光面５０ａに入射する。このように、集光
面２２を向き調整面２１とは異なる角度で本体部４０の法線方向ｎｄに対して傾斜させる
ことにより、太陽電池パネル５０に導かれるようになる太陽電池複合型表示体１０への入
射方向の角度範囲である第２角度範囲ＡＲ２を、高い自由度で調整することができる。し
たがって、本実施の形態による太陽電池複合型表示体１０では、時間帯や季節に応じて入
射方向を変化させる太陽光を、効率的に受光して、太陽電池パネル５０での発電に利用す
ることが可能となる。
【０２３７】
　以上のように、本実施の形態によれば、第１面４０ａ及び第１面４０ａに対向する第２
面４０ｂを有するシート状の本体部４０と、本体部４０の第２面４０ｂに対向して配置さ
れた太陽電池パネル５０と、を備え、本体部４０の第２面４０ｂは、第１軸方向ｄ１に交
互に配列された複数の向き調整面２１及び複数の集光面２２と、を含み、向き調整面２１
は、太陽電池パネル５０のパネル面に対して傾斜し、集光面２２は、太陽電池パネル５０
のパネル面に対して向き調整面２１とは異なる角度で傾斜し、向き調整面２１に、表示を
行うための表示面１２が配置されている。このような太陽電池複合型表示体１０によれば
、向き調整面２１及び集光面２２が太陽電池パネル５０のパネル面に対して傾斜している
ため、傾斜した向き調整面２１及び集光面２２が、各々の正面方向から入射する光を有効
に利用し易くなる。とりわけ、集光面２２は、向き調整面２１と異なる角度で太陽電池パ
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ネル５０のパネル面に対して傾斜している。このため、向き調整面２１に配置された表示
面１２は、集光面２２に取り込まれ易い光Ｌ１８１、Ｌ２１１～Ｌ２１３の傾斜する方向
とは異なる方向Ｄ１８１、Ｄ２０１～Ｄ２０３から太陽電池複合型表示体１０を観察した
ときに視認され易くなり、集光面２２は、向き調整面２１を視認し易い方向Ｄ１８１、Ｄ
２０１～Ｄ２０３とは異なる方向から太陽電池複合型表示体１０に入射する光Ｌ１８１、
Ｌ２１１～Ｌ２１３を有効に取り込む。このように、集光面２２を向き調整面２１とは異
なる角度で太陽電池パネル５０のパネル面に対して傾斜させることにより、向き調整面２
１に配置された表示面１２を観察し得る視野角となる第１角度範囲ＡＲ１及び太陽電池パ
ネル５０にて発電が連続して安定して行われるようになる角度範囲である第２角度範囲Ａ
Ｒ２を、高い自由度で調整することが可能となる。加えて、太陽電池パネル５０が本体部
４０の第２面４０ｂに対向して配置されているため、太陽電池パネル５０の受光面５０ａ
が外部に露出していない。このため、太陽電池パネル５０を目立たなくさせることができ
る。これらのことから、本実施の形態によれば、周囲の環境との調和を図ると共に、表示
面１２による表示及び太陽電池パネル５０による発電の両立が効果的に可能となる。
【０２３８】
　ところで、向き調整面２１に配置された表示面１２にて形成される表示対象１３を観察
している際に、表示対象１３とともに集光面２２を介して太陽電池パネル５０が観察され
ると、表示対象１３の視認性や意匠性を著しく害することになる。したがって、表示面１
２が観察され得る第１角度範囲ＡＲ１は、太陽電池パネル５０が観察されるようになる第
２角度範囲ＡＲ２と区分けされていること、すなわち重なり合っていないことが好ましい
。
【０２３９】
　そこで、本実施の形態の太陽電池複合型表示体１０では、図１８に示す主切断面におい
て、向き調整面２１は、本体部４０の法線方向ｎｄに対して集光面２２とは逆側に傾斜し
ている。このような形態によれば、向き調整面２１に配置された表示面１２は、集光面２
２に取り込まれ易い光Ｌ１８１、Ｌ２１１～Ｌ２１３の傾斜する方向とは逆の方向Ｄ１８
１、Ｄ２０１～Ｄ２０３から太陽電池複合型表示体１０を観察したときに選択的に観察さ
れ易くすることができ、集光面２２は、向き調整面２１を視認し易い方向Ｄ１８１、Ｄ２
０１～Ｄ２０３とは逆の方向から太陽電池複合型表示体１０に入射する光Ｌ１８１、Ｌ２
１１～Ｌ２１３を選択的に取り込むことができる。具体的には、向き調整面２１は、一端
部２１ａが他端部２１ｂよりも本体部４０の法線方向ｎｄにおいて太陽電池パネル５０か
ら離間するように、本体部４０のシート面に対して傾斜し、集光面２２は、他端部２２ｂ
が一端部２２ａよりも本体部４０の法線方向ｎｄにおいて太陽電池パネル５０から離間す
るように、本体部４０のシート面に対して傾斜している。この場合、本体部４０の法線方
向ｎｄに対して第１軸方向ｄ１における他側に傾斜した方向Ｄ１８１、Ｄ２０１～Ｄ２０
３から太陽電池複合型表示体１０を観察したときに、集光面２２よりも向き調整面２１に
配置された表示面１２を選択的に観察し易くすることができる。また、本体部４０の法線
方向ｎｄに対して第１軸方向ｄ１における一側に傾斜した方向から太陽電池複合型表示体
１０へ入射する光Ｌ１８１、Ｌ２１１～Ｌ２１３を、向き調整面２１よりも集光面２２に
選択的に導くことができる。
【０２４０】
　つまり、このような形態によれば、向き調整面２１に配置された表示面１２を観察し得
る視野角となる第１角度範囲ＡＲ１が、本体部４０の法線方向ｎｄに対して第１軸方向ｄ
１における他側に傾斜した方向に対応し、集光面２２を介して太陽電池パネル５０に導か
れるようになる太陽電池複合型表示体１０への入射方向の角度範囲である第２角度範囲Ａ
Ｒ２が、本体部４０の法線方向ｎｄに対して第１軸方向ｄ１における一側に傾斜した方向
に対応する。このため、第１角度範囲ＡＲ１と第２角度範囲ＡＲ２とが、区分けされやす
くなる。言い換えると、第１角度範囲ＡＲ１と第２角度範囲ＡＲ２とが、重なり合いにく
くなる。
【０２４１】
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　このように第１角度範囲ＡＲ１と第２角度範囲ＡＲ２との重なり合いが少なくなれば、
表示面１２による表示機能及び太陽電池パネル５０での発電機能が、互いに悪影響を及ぼ
すことなく、より有効に発揮されるようになる。本実施の形態においては、表示面１２に
付与された表示対象１３を観察している際に、表示対象１３とともに集光面２２を介して
太陽電池パネル５０が観察されることを抑制することが可能となる。この場合、表示対象
１３の視認性や表示対象１３の意匠性を改善することができる。
【０２４２】
　とりわけ、本実施の形態による太陽電池複合型表示体１０では、表示面１２を観察し得
る視野角となる第１角度範囲ＡＲ１を鉛直方向における下側に傾斜した方向に設定し、太
陽電池パネル５０に導かれるようになる太陽電池複合型表示体１０への入射方向の角度範
囲である第２角度範囲ＡＲ２を鉛直方向における上側に傾斜した方向に設定している。こ
の場合、典型的な利用として想定される表示板としての用途において太陽電池複合型表示
体１０を目線よりも高い位置に設置する場合に有効である。観察者は、鉛直方向における
上側に見上げながら太陽電池複合型表示体１０を観察するため、第１角度範囲ＡＲ１から
表示面１２に付与された表示対象１３を観察することができる。一方、太陽光は、時間帯
や季節に応じて入射方向が変化するが、鉛直方向における下側に傾斜した方向、あるいは
、略水平方向に進みながら太陽電池複合型表示体１０に入射する。このため、太陽光は、
時間帯や季節に応じて入射方向が変化しても、第２角度範囲ＡＲ２から集光面２２に入射
して太陽電池パネル５０に向かうことができる。したがって、このような形態によれば、
太陽電池パネル５０による太陽光の受光及び表示面１２による表示を効果的に両立させる
ことができる。
【０２４３】
　また、本実施の形態によれば、太陽電池複合型表示体１０の主切断面において、向き調
整面２１と、第１軸方向ｄ１における他側で当該向き調整面２１と隣り合う集光面２２と
、の第１軸方向ｄ１に沿った間隔ｄｔは、本体部４０の法線方向ｎｄにおいて太陽電池パ
ネル５０に接近していくにつれて、狭くなっていく。このような形態によれば、向き調整
面２１に配置された表示面１２が、集光面２２へ入射すべき光を遮ってしまうこと、ある
いは、集光面２２が、向き調整面２１に配置された表示面１２の観察を遮ってしまうこと
、を効果的に抑制することができる。このため、表示面１２が、第１角度範囲ＡＲ１内の
方向から太陽電池複合型表示体１０を観察したときに、より確実に表示機能を発揮するこ
とができる。また、集光面２２が、第２角度範囲ＡＲ２から太陽電池複合型表示体１０へ
入射する光をより確実に太陽電池パネル５０へ導くことができる。
【０２４４】
　また、本実施の形態によれば、大型の太陽電池パネル５０が、本体部４０の第２面４０
ｂに対向して配置されている。この点、各集光面２２に小型の太陽電池パネル５０をそれ
ぞれ配置し、全体として多数の太陽電池パネル５０を使用することも考えられる。
【０２４５】
　また、表示面１２は、照明装置６０からの光によって照明される。したがって、たとえ
屋外に配置されていたとしても、さらに夜間であったとしても、表示面１２が照明装置６
０によって照明されることにより、表示面１２の表示対象１３を良好に視認することが可
能となる。加えて、この照明装置６０は、太陽電池パネルで発電された電力を利用して発
光するようになっている。したがって、電源や配線等の設置を不要とすることができる点
において、例えば屋外に固定される表示体１０に対し、非常に有用である。
【０２４６】
　また、本実施の形態によれば、照明装置６０の少なくとも一部分は、光学シート２０の
裏面２０ｂと太陽電池パネル５０の受光面５０ａとの間に配置されている。そして、光学
シート２０と太陽電池パネル５０との間に配置された照明装置６０の一部分は、透光性を
有している。すなわち、照明装置６０は、太陽電池パネル５０の受光面５０ａでの受光を
可能にしながら当該受光面５０ａを覆い、さらに面状に発光している。したがって、照明
装置６０は、太陽電池パネル５０の発電機能を害することなく、発光して受光面５０ａを
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不可視化している。このように、太陽電池パネル５０の受光面５０ａを隠すことによって
、黒色や暗色からなる受光面５０ａを含んだ太陽電池パネル５０が、太陽電池複合型表示
体１０の意匠性を崩してしまうことや、太陽電池複合型表示体１０が配置される周囲の環
境との調和を損なってしまうことを回避することができる。すなわち、太陽電池複合型表
示体１０の意匠性を改善し、周囲環境との調和を図ることが可能となる。
【０２４７】
　さらに、本実施の形態においては、透光性を有した導光板６１が、太陽電池パネル５０
の受光面５０ａと光学シート２０の裏面２０ｂとの間に配置されている。したがって、受
光面５０ａの全域をむらなく不可視化することが可能となる。これにより、太陽電池複合
型表示体１０の意匠性をより効果的に改善し、周囲環境とのより良好な調和を図ることが
可能となる。
【０２４８】
　また、本実施の形態においては、光学シート２０の裏面２０ｂと太陽電池パネル５０の
受光面５０ａとの間に配置された導光板６１が、拡散機能を有している。したがって、太
陽電池パネル５０の受光面５０ａをより確実に不可視化することが可能となる。これによ
り、太陽電池複合型表示体１０の意匠性をより効果的に改善し、周囲環境との調和をより
図ることが可能となる。
【０２４９】
　また、太陽電池パネル５０の受光面５０ａへの入射光は、拡散機能を有した導光板６１
で拡散される。したがって、受光面５０ａ内の各領域に概ね均一な光量で光が入射するよ
うになる。この場合、太陽電池パネル５０は、一般的に普及しているいずれの形式の太陽
電池パネルであったとしても、優れた発電効率で発電を行うことができる。
【０２５０】
　そして、この照明装置６０は、本体部４０の第１面４０ａよりも第２面４０ｂ側に発光
体６５を配置する。具体的に、発光体６５は、光学シート２０よりも太陽電池パネル５０
側に位置している。この場合、照明装置６０（発光体６５）が、光学シート２０に入射す
る光を阻害することがなく、表示面１２の表示対象１３の視認性を向上できる。しかも、
光の入射が阻害されないため、太陽電池パネル５０の発電効率も向上でき、且つ入射され
た光の一部を表示面１２の視認性向上のために利用して表示面１２を効果的に照明できる
。
【０２５１】
　とりわけ、本実施の形態の照明装置６０は、光を拡散させることにより、表示面１２を
裏面側から照明するとともに、集光面２２から第１面４０ａ側に光が透過するように光を
照射して、照射した光を第１面４０ａで全反射させて表示面１２を表面側から照明するこ
とができる。そのため、表示面１２の視認性を効果的に向上できる。とりわけ、第１面４
０ａが平坦状であるため、反射光を有効に表示面１２の照明に利用することができる。
【０２５２】
　なお、導光板６１は、光をライン状に光学シート２０に向けて照射させる反射ラインを
有していてもよい。また、導光板６１は、光をドット状に光学シート２０に向けて照射さ
せる反射ドットを有していてもよい。このように導光板６１が規則的に光を照射可能であ
る構成では、表示面１２と対向する位置に光を照射することで、表示面１２の表示対象１
３の視認性の向上を図ることができる。
【０２５３】
　また、導光板６１が光をドット状に光学シート２０に向けて照射させる反射ドットを有
する場合においては、反射ドットが不規則に配置されてもよい。光学シート２０における
向き調整面２１及び集光面２２が規則的に配置され、導光板６１の反射ドットも規則的に
配置される場合には、向き調整面２１及び集光面２２と反射ドットとのピッチ差によって
モアレが生じ、表示対象１３において表示の乱れが生じる可能性がある。これに対して、
反射ドットが不規則に配置される場合には、向き調整面２１及び集光面２２のピッチによ
らずモアレの発生を抑制できる。
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【０２５４】
　また、照明装置６０が主として、第１面４０ａで全反射させた光によって表示面１２を
表面側から照明する場合には、表示面１２は光透過性を有していなくてもよい。この場合
、照明装置６０は、発光体６５からの光が第１面４０ａで全反射して表示面１２に到達す
るように、照射角度を所望の値に設定して光を照射してもよい。なお、本実施の形態にお
いては、照明装置６０が用いられているが、照明装置７０，８０が本実施の形態において
用いられてもよい。また、本実施の形態においては、太陽電池パネル５０が光学シート２
０の背面に配置されているが、太陽電池パネル５０は、集光面２２のそれぞれに設けられ
てもよい。
【０２５５】
＜第７の実施の形態＞
　次に、図２２を参照しながら、第７の実施の形態について説明する。
【０２５６】
　図２２は、図１８等に対応する本実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０の縦断面
図である。本実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０は、第１～第６の実施の形態と
同様に、光学シート２０と、光学シート２０の背面に配置された太陽電池パネル５０と、
表示面１２と、表示面１２を照明する照明装置６０と、を有している。第７の実施の形態
に係る太陽電池複合型表示体１０は、主として光学シート２０の構成に関して、第１～第
６の実施の形態と異なっている。具体的には、光学シート２０は、向き調整面１２１及び
集光面１２２を有するが、第６の実施の形態とは異なり、向き調整面１２１及び集光面１
２２が本体部４０の第１面４０ａに含まれている。一方、第７の実施の形態に係る太陽電
池複合型表示体１０は、第１の実施の形態と同様の照明装置６０を有している。また、第
７の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０は、第１～第６の実施の形態と同一の蓄
電池１８及び制御回路１９を有している。
【０２５７】
　図２２に示すように、本体部４０の第１面４０ａは、第１軸方向ｄ１に交互に配列され
た複数の向き調整面１２１及び複数の集光面１２２と、を含んでいる。向き調整面１２１
には、表示対象１３を表示するための表示面１２が配置されている。
【０２５８】
　各向き調整面１２１及び各集光面１２２は、その配列方向である第１軸方向ｄ１に対し
て交差する方向、より詳細には、第１軸方向ｄ１及び法線方向ｎｄの両方と直交する第２
軸方向ｄ２に、直線状に延びている。また、各向き調整面１２１と各集光面１２２とは、
法線方向ｎｄからみて互いにずれて配置されている。
【０２５９】
　各向き調整面１２１は、本体部４０のシート面、言い換えると、太陽電池パネル５０の
パネル面に対して傾斜し、本体部４０の法線方向ｎｄに対しても傾斜している。向き調整
面１２１と共に当該向き調整面１２１に配置された表示面１２を太陽電池パネル５０のパ
ネル面に対して傾斜させることにより、表示面１２に付与された表示対象１３を観察し得
る視野角となる第１角度範囲ＡＲ１を、高い自由度で調整することが可能となる。
【０２６０】
　また、各向き調整面１２１は、第１軸方向ｄ１において一側（図示する例では、図２２
における上側であって、鉛直方向における上側）に位置する一端部１２１ａが、第１軸方
向ｄ１において他側（図示する例では、図２２における下側であって、鉛直方向における
下側）に位置する他端部１２１ｂよりも、本体部４０の法線方向ｎｄにおいて太陽電池パ
ネル５０から離間するように、本体部４０のシート面に対して傾斜している。したがって
、向き調整面１２１の一端部１２１ａは、向き調整面１２１の他端部１２１ｂよりも、本
体部４０の法線方向ｎｄにおいて太陽電池パネル５０から離間している。図２２から理解
され得るように、このような向き調整面１２１によれば、法線方向ｎｄに対して他側に傾
斜した角度範囲に向けて、光が出射しやすくなる。したがって、向き調整面１２１に配置
された表示面１２からの表示機能は、法線方向ｎｄに対して他側に傾斜した方向Ｄ１２１
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から観察されたときに、効果的に発揮されるようになる。
【０２６１】
　このような傾向を強化する観点から、太陽電池複合型表示体の主切断面において、向き
調整面１２１は、第１軸方向ｄ１における一側（上側）から他側（下側）に向けて、段階
的又は連続的に、本体部４０の法線方向ｎｄにおいて太陽電池パネル５０に接近していく
ことが好ましい。図示された例において、向き調整面１２１は平面として形成されている
。そして、図２２に示された太陽電池複合型表示体の主切断面において、向き調整面１２
１は、第１軸方向ｄ１における一側から他側に向けて、連続的に一定の傾斜の程度で、本
体部４０の法線方向ｎｄに沿って太陽電池パネル５０に接近していく。このような向き調
整面１２１によれば、向き調整面１２１に配置された表示面１２からの表示機能が、法線
方向ｎｄに対して他側に傾斜した方向Ｄ１８１から観察されたときに、効果的に発揮され
るようになる。
【０２６２】
　上述したように、向き調整面１２１に、表示対象１３を表示するための表示面１２が配
置されている。本実施の形態では、表示面１２は、向き調整面１２１に重なるように当該
向き調整面１２１に沿って配置されている。したがって、表示面１２から第１角度範囲Ａ
Ｒ１へ向けて太陽電池複合型表示体１０から出射する光は、表示面１２に付与された表示
対象１３を可視化させる。
【０２６３】
　一方、隣り合う向き調整面１２１の間に位置する各集光面１２２は、本体部４０のシー
ト面、言い換えると、太陽電池パネル５０のパネル面に対して傾斜し、本体部４０の法線
方向ｎｄに対しても傾斜している。集光面１２２を太陽電池パネル５０のパネル面に対し
て傾斜させることにより、太陽電池パネル５０による発電が連続して安定して行われるよ
うになる角度範囲である第２角度範囲ＡＲ２を、高い自由度で調整することが可能となる
。
【０２６４】
　集光面１２２が本体部４０のシート面に対して傾斜する角度は、向き調整面１２１が光
学シート２０のシート面に対して傾斜する角度と異なっている。とりわけ、図２２に示す
太陽電池複合型表示体の主断面において、集光面１２２は、本体部４０の法線方向ｎｄに
対して向き調整面１２１とは反対側に傾斜している。上述のように、各向き調整面１２１
は、一端部１２１ａが他端部１２１ｂよりも本体部４０の法線方向ｎｄにおいて太陽電池
パネル５０から離間するように、本体部４０のシート面に対して傾斜している。したがっ
て、各集光面１２２は、第１軸方向ｄ１において他側に位置する他端部１２２ｂが、第１
軸方向ｄ１において一側に位置する一端部１２２ａよりも、本体部４０の法線方向ｎｄに
おいて太陽電池パネル５０から離間するように、本体部４０のシート面に対して傾斜して
いる。図２２から理解され得るように、このような集光面１２２は、法線方向ｎｄに対し
て一側に傾斜した角度範囲からの光が、入射しやすくなる。したがって、法線方向ｎｄに
対して一側に傾斜した方向から太陽電池複合型表示体１０に入射する光Ｌ１２２を、太陽
電池パネル５０により導きやすくなる。
【０２６５】
　このような傾向を強化する観点から、太陽電池複合型表示体の主切断面において、集光
面１２２は、第１軸方向ｄ１における他側から一側に向けて、段階的又は連続的に、本体
部４０の法線方向ｎｄにおいて太陽電池パネル５０に接近していくことが好ましい。図示
された例において、集光面１２２は平面として形成されている。そして、図２２に示され
た太陽電池複合型表示体の主切断面において、集光面１２２は、第１軸方向ｄ１における
他側から一側に向けて、連続的に一定の傾斜の程度で、本体部４０の法線方向ｎｄに沿っ
て太陽電池パネル５０に接近していく。このような集光面１２２によれば、法線方向ｎｄ
に対して一側に傾斜した方向から太陽電池複合型表示体１０に入射する光Ｌ１２２を、太
陽電池パネル５０により有効に導きやすくなる。
【０２６６】
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　次に、向き調整面１２１と集光面１２２との関係について述べる。図２２に示す太陽電
池複合型表示体の主断面において、向き調整面１２１と、第１軸方向ｄ１における他側で
当該向き調整面１２１と隣り合う集光面１２２と、の第１軸方向ｄ１に沿った間隔は、本
体部４０の法線方向ｎｄにおいて太陽電池パネル５０に接近していくにつれて、段階的又
は連続的に狭くなっていく。したがって、向き調整面１２１の他端部１２１ｂは、他側に
位置する集光面１２２の一端部１２２ａと最も接近する。図示された実施の形態では、向
き調整面１２１の他端部１２１ｂは、他側に位置する集光面１２２の一端部１２２ａと繋
がっている。もっとも、向き調整面１２１の他端部１２１ｂは、他側に位置する集光面１
２２の一端部１２２ａから離間していてもよい。
【０２６７】
　一方、向き調整面１２１の一端部１２１ａは、第１軸方向ｄ１における一側で当該向き
調整面１２１と隣り合う集光面１２２の他端部１２２ｂと繋がっている。もっとも、向き
調整面１２１の一端部１２１ａは、第１軸方向ｄ１における一側で当該向き調整面１２１
と隣り合う集光面１２２の他端部１２２ｂから離間していてもよい。
【０２６８】
　また、図２２に示す主切断面において、向き調整面１２１は、当該向き調整面１２１と
隣り合う集光面１２２の長さと等しくなっている。したがって、本体部４０の第１面４０
ａに占める向き調整面１２１の割合は、本体部４０の第１面４０ａに占める集光面１２２
の割合と等しい。ただし、図２２に示す主切断面において、向き調整面１２１は、当該向
き調整面１２１と隣り合う集光面１２２の長さと異なっていてもよい。とりわけ、向き調
整面１２１が当該向き調整面１２１と隣り合う集光面１２２よりも短くなっている場合、
本体部４０の第１面４０ａに占める向き調整面１２１の割合を、本体部４０の第１面４０
ａに占める集光面１２２の割合よりも小さくすることができる。この場合、相対的に多く
の光を集光面１２２に導き易くなる傾向となり、結果として、より多くの光を太陽電池パ
ネル５０に導くことに寄与し得る。
【０２６９】
　また、図２２に示す例では、向き調整面１２１が本体部４０のシート面に対してなす角
度θ１は、集光面１２２が本体部４０のシート面に対してなす角度θ２と等しい。ただし
、向き調整面１２１が本体部４０のシート面に対してなす角度θ１は、観察されることが
意図された観察者による観察方向に応じて決定され、集光面１２２が本体部４０のシート
面に対してなす角度θ２は、取り込むことが意図された外光の入射方向に応じて決定され
る。したがって、向き調整面１２１が本体部４０のシート面に対してなす角度θ１は、集
光面１２２が本体部４０のシート面に対してなす角度θ２と異なっていてもよい。
【０２７０】
　次に、太陽電池複合型表示体１０の作用について説明する。太陽電池複合型表示体１０
は、例えば、向き調整面１２１及び集光面１２２の配列方向である第１軸方向ｄ１が鉛直
方向に沿うようにして、配置される。具体的には、第１軸方向ｄ１における一側が、鉛直
方向における上側に向き、第１軸方向ｄ１における他側が、鉛直方向における下側に向く
ように、太陽電池複合型表示体１０が配置される。
【０２７１】
　傾斜した向き調整面１２１に配置された表示面１２は、当該表示面１２の正面方向から
視認され易い。表示面１２が本体部４０の法線方向ｎｄに対して第１軸方向ｄ１における
一側に傾斜しているため、当該法線方向ｎｄに対して第１軸方向ｄ１における他側に傾斜
した方向Ｄ１２１から太陽電池複合型表示体１０を観察したときに表示面１２を視認し易
くなる。このように、表示面１２が配置された向き調整面１２１を本体部４０の法線方向
ｎｄに対して傾斜させることにより、表示面１２が観察される視野角となる第１角度範囲
ＡＲ１を、高い自由度で調整することができる。したがって、観察者は、優れた視認性で
表示対象１３を観察することができ、且つ、優れた意匠性で表示対象１３を表示すること
ができる。
【０２７２】
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　一方、向き調整面１２１とは異なる角度で傾斜した集光面１２２は、向き調整面１２１
を視認し易い方向Ｄ１２１とは異なる方向から入射する光Ｌ１２２を効率的に取り込むこ
とが可能となる。集光面１２２が本体部４０の法線方向ｎｄに対して第１軸方向ｄ１にお
ける他側に傾斜しているため、当該法線方向ｎｄに対して第１軸方向ｄ１における一側に
傾斜した方向から太陽電池複合型表示体１０に入射する光Ｌ１２２を効率的に取り込むこ
とが可能となる。集光面１２２に取り込まれた光Ｌ１２２は、本体部４０内を進行して太
陽電池パネル５０に導かれる。このように、集光面１２２を向き調整面１２１とは異なる
角度で本体部４０の法線方向ｎｄに対して傾斜させることにより、太陽電池パネル５０に
導かれるようになる太陽電池複合型表示体１０への入射方向の角度範囲である第２角度範
囲ＡＲ２を、高い自由度で調整することができる。したがって、本実施の形態による太陽
電池複合型表示体１０では、時間帯や季節に応じて入射方向を変化させる太陽光を、効率
的に受光して、太陽電池パネル５０での発電に利用することが可能となる。
【０２７３】
　以上のように、本実施の形態によれば、第１面４０ａ及び第１面４０ａに対向する第２
面４０ｂを有するシート状の本体部４０と、本体部４０の第２面４０ｂに対向して配置さ
れた太陽電池パネル５０と、を備え、本体部４０の第１面４０ａは、第１軸方向ｄ１に交
互に配列された複数の向き調整面１２１及び複数の集光面１２２と、を含み、向き調整面
１２１は、太陽電池パネル５０のパネル面に対して傾斜し、集光面１２２は、太陽電池パ
ネル５０のパネル面に対して向き調整面１２１とは異なる角度で傾斜し、向き調整面１２
１に、表示を行うための表示面１２が配置されている。このような太陽電池複合型表示体
１０によれば、向き調整面１２１及び集光面１２２が太陽電池パネル５０のパネル面に対
して傾斜しているため、傾斜した向き調整面１２１及び集光面１２２が、各々の正面方向
から入射する光を有効に利用し易くなる。とりわけ、集光面１２２は、向き調整面１２１
と異なる角度で太陽電池パネル５０のパネル面に対して傾斜している。このため、向き調
整面１２１に配置された表示面１２は、集光面１２２に取り込まれ易い光Ｌ１２２の傾斜
する方向とは異なる方向Ｄ１２から太陽電池複合型表示体１０を観察したときに視認され
易くなり、集光面１２２は、向き調整面１２１を視認し易い方向Ｄ１２１とは異なる方向
から太陽電池複合型表示体１０に入射する光Ｌ１２２を有効に取り込む。このように、集
光面１２２を向き調整面１２１とは異なる角度で太陽電池パネル５０のパネル面に対して
傾斜させることにより、向き調整面１２１に配置された表示面１２を観察し得る視野角と
なる第１角度範囲ＡＲ１及び太陽電池パネル５０にて発電が連続して安定して行われるよ
うになる角度範囲である第２角度範囲ＡＲ２を、高い自由度で調整することが可能となる
。加えて、太陽電池パネル５０が本体部４０の第２面４０ｂに対向して配置されているた
め、太陽電池パネル５０の受光面５０ａが外部に露出していない。このため、太陽電池パ
ネル５０を目立たなくさせることができる。これらのことから、本実施の形態によれば、
周囲の環境との調和を図ると共に、表示面１２による表示及び太陽電池パネル５０による
発電の両立が効果的に可能となる。
【０２７４】
　また、表示面１２は、照明装置６０からの光によって照明される。したがって、たとえ
屋外に配置されていたとしても、さらに夜間であったとしても、表示面１２が照明装置６
０によって照明されることにより、表示面１２の表示対象１３を良好に視認することが可
能となる。加えて、この照明装置６０は、太陽電池パネルで発電された電力を利用して発
光するようになっている。したがって、電源や配線等の設置を不要とすることができる点
において、例えば屋外に固定される表示体１０に対し、非常に有用である。
【０２７５】
　また、本実施の形態によれば、照明装置６０の少なくとも一部分は、光学シート２０の
裏面２０ｂと太陽電池パネル５０の受光面５０ａとの間に配置されている。そして、光学
シート２０と太陽電池パネル５０との間に配置された照明装置６０の一部分は、透光性を
有している。すなわち、照明装置６０は、太陽電池パネル５０の受光面５０ａでの受光を
可能にしながら当該受光面５０ａを覆い、さらに面状に発光している。したがって、照明
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装置６０は、太陽電池パネル５０の発電機能を害することなく、発光して受光面５０ａを
不可視化している。このように、太陽電池パネル５０の受光面５０ａを隠すことによって
、黒色や暗色からなる受光面５０ａを含んだ太陽電池パネル５０が、太陽電池複合型表示
体１０の意匠性を崩してしまうことや、太陽電池複合型表示体１０が配置される周囲の環
境との調和を損なってしまうことを回避することができる。すなわち、太陽電池複合型表
示体１０の意匠性を改善し、周囲環境との調和を図ることが可能となる。
【０２７６】
　さらに、本実施の形態においては、透光性を有した導光板６１が、太陽電池パネル５０
の受光面５０ａと光学シート２０の裏面２０ｂとの間に配置されている。したがって、受
光面５０ａの全域をむらなく不可視化することが可能となる。これにより、太陽電池複合
型表示体１０の意匠性をより効果的に改善し、周囲環境とのより良好な調和を図ることが
可能となる。
【０２７７】
　また、本実施の形態においては、光学シート２０の裏面２０ｂと太陽電池パネル５０の
受光面５０ａとの間に配置された導光板６１が、拡散機能を有している。したがって、太
陽電池パネル５０の受光面５０ａをより確実に不可視化することが可能となる。これによ
り、太陽電池複合型表示体１０の意匠性をより効果的に改善し、周囲環境との調和をより
図ることが可能となる。
【０２７８】
　また、太陽電池パネル５０の受光面５０ａへの入射光は、拡散機能を有した導光板６１
で拡散される。したがって、受光面５０ａ内の各領域に概ね均一な光量で光が入射するよ
うになる。この場合、太陽電池パネル５０は、一般的に普及しているいずれの形式の太陽
電池パネルであったとしても、優れた発電効率で発電を行うことができる。
【０２７９】
　そして、この照明装置６０は、本体部４０の第１面４０ａよりも第２面４０ｂ側に発光
体６５を配置する。具体的に、発光体６５は、光学シート２０よりも太陽電池パネル５０
側に位置している。この場合、照明装置６０（発光体６５）が、光学シート２０に入射す
る光を阻害することがなく、表示面１２の表示対象１３の視認性を向上できる。しかも、
光の入射が阻害されないため、太陽電池パネル５０の発電効率も向上でき、且つ入射され
た光の一部を表示面１２の視認性向上のために利用して表示面１２を効果的に照明できる
。
【０２８０】
　とりわけ、本実施の形態の照明装置６０は、本体部４０の法線方向ｎｄに対して第１軸
方向ｄ１における一側に大きく傾斜した方向から集光面１２２に入射した光を、表示面１
２側に導き得る。すなわち、進行方向を受光面５０ａに向けられるようになる入射角度の
連続的な角度範囲である第２角度範囲ＡＲ２及び表示対象１３を連続して観察することが
できる角度範囲である第１角度範囲ＡＲ１とは異なる、法線方向ｎｄに対して第１軸方向
ｄ１における一側に大きく傾斜した方向から入射する光を含む第３角度範囲ＡＲ３から入
射する光が、表示面１２の第２面４０ｂ側の面に到達し得る。これにより、集光面１２２
を通過した光の一部を表示面１２の裏面側に導くことで表示面１２の視認性を向上させる
ことが可能となる。なお、本実施の形態においては、照明装置６０が用いられているが、
照明装置７０，８０が本実施の形態において用いられてもよい。
【０２８１】
＜第８の実施の形態＞
　次に、図２３を参照しながら、第８の実施の形態について説明する。
【０２８２】
　図２３は、図１８等に対応する本実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０の縦断面
図である。本実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０は、第１～第７の実施の形態と
同様に、光学シート２０と、光学シート２０の背面に配置された太陽電池パネル５０と、
表示面１２と、表示面１２を照明する照明装置６０と、を有している。第８の実施の形態
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に係る太陽電池複合型表示体１０は、主として光学シート２０の構成に関して、第１～第
７の実施の形態と異なっている。一方、第８の実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１
０は、第１の実施の形態と同様の照明装置６０を有している。
【０２８３】
　図２３に示すように、光学シート２０は、本体部４０の第２面４０ｂに第１軸方向ｄ１
に沿って配列された複数の単位レンズ３０Ａを有している。詳しくは、光学シート２０は
、本体部４０上に支持されたレンズ部２５Ａを有している。レンズ部２５Ａは、第１軸方
向ｄ１に配列された多数の単位レンズ３０Ａを含んでいる。各単位レンズ３０Ａは、本体
部４０とは反対側を向く面にレンズ面３１Ａを形成している。多数の単位レンズ３０は、
そのレンズ面３１Ａの光軸ｏｄが互いに平行となるようにして、並べられている。とりわ
け図示された例において、単位レンズ３０Ａは、そのレンズ面３１Ａの光軸ｏｄが、本体
部４０の法線方向ｎｄと平行となるよう配置されている。
【０２８４】
　そして、単位レンズ３０Ａの一部に表示面１２が設けられている。表示面１２は、単位
レンズ３０Ａのうちの第１軸方向ｄ１の一側（すなわち、図中上側）に、レンズ面３１Ａ
の曲面に沿って設けられている。この例において、表示面１２は、レンズ面３１Ａの先端
部から基端部にわたって設けられている。
【０２８５】
　以上のような第８の実施の形態の太陽電池複合型表示体１０によれば、光学シート２０
は、或る方向から入射する光（Ｌ２３１）の進行方向を屈折によって太陽電池パネル５０
の受光面５０ａへ向け、且つ、表示面１２から当該レンズ面３１Ａを経由して出射する光
（Ｄ２３１）の進行方向を屈折によって或る方向とは異なる別の方向へ向けることができ
る。言い換えると、当該別の方向から入射する光の進行方向を表示面１２に到達するよう
に導くことができる。したがって、表示面１２に形成された表示対象１３を観察する場合
に、太陽電池パネル５０の受光面５０ａが視認されないようにすることができる。多くの
形式の太陽電池パネルにおいて、受光面は、黒色または暗色となっている。このような太
陽電池パネルの受光面が露出していると、意匠性に劣り、また当該太陽電池パネルが設置
される領域の周囲環境との調和を損なうことになる。しかしながら、本実施の形態による
太陽電池複合型表示体１０によれば、このような不具合を回避することができる。
【０２８６】
　また、表示面１２は、照明装置６０からの光によって照明される。したがって、たとえ
屋外に配置されていたとしても、さらに夜間であったとしても、表示面１２が照明装置６
０によって照明されることにより、表示面１２の表示対象１３を良好に視認することが可
能となる。加えて、この照明装置６０は、太陽電池パネルで発電された電力を利用して発
光するようになっている。したがって、電源や配線等の設置を不要とすることができる点
において、例えば屋外に固定される表示体１０に対し、非常に有用である。
【０２８７】
　そして、この照明装置６０は、本体部４０の第１面４０ａよりも第２面４０ｂ側に発光
体６５を配置する。具体的に、発光体６５は、光学シート２０よりも太陽電池パネル５０
側に位置している。この場合、照明装置６０（発光体６５）が、光学シート２０に入射す
る光を阻害することがなく、表示面１２の表示対象１３の視認性を向上できる。しかも、
光の入射が阻害されないため、太陽電池パネル５０の発電効率も向上でき、且つ入射され
た光の一部を表示面１２の視認性向上のために利用して表示面１２を効果的に照明できる
。
【０２８８】
　とりわけ、本実施の形態の照明装置６０は、光を拡散させることにより、表示面１２を
裏面側から照明するとともに、レンズ面３１Ａから第１面４０ａ側に光が透過するように
光を照射して、照射した光を第１面４０ａで全反射させて表示面１２を表面側から照明す
ることができる。そのため、表示面１２の視認性を効果的に向上できる。とりわけ、第１
面４０ａが平坦状であるため、反射光を有効に表示面１２の照明に利用することができる
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。なお、本実施の形態においては、照明装置６０が用いられているが、照明装置７０，８
０が本実施の形態において用いられてもよい。
【０２８９】
＜第９の実施の形態＞
　次に、図２４を参照しながら、第９の実施の形態について説明する。
【０２９０】
　図２４は、図１８等に対応する本実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０の縦断面
図である。本実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０は、第１～第８の実施の形態と
同様に、光学シート２０と、光学シート２０の背面に配置された太陽電池パネル５０と、
表示面１２と、表示面１２を照明する照明装置６０と、を有している。第９の実施の形態
に係る太陽電池複合型表示体１０は、光学シート２０の構成に関して、第１の実施の形態
と同様であるが、表示面１２の設置位置が異なっている。一方、第８の実施の形態に係る
太陽電池複合型表示体１０は、第１の実施の形態と同様の照明装置６０を有している。
【０２９１】
　図２４に示すように、光学シート２０は、第１の実施の形態と同様に、本体部４０の第
１面４０ａに第１軸方向ｄ１に沿って配列された複数の単位レンズ３０を有している。一
方で、単位レンズ３０Ａの一部に表示面１２が設けられている。表示面１２は、単位レン
ズ３０のうちの第１軸方向ｄ１の一側（すなわち、図中上側）に、レンズ面３１の曲面に
沿って設けられている。この例において、表示面１２は、レンズ面３１の先端部から基端
部にわたって設けられている。
【０２９２】
　以上のような第９の実施の形態の太陽電池複合型表示体１０によれば、光学シート２０
は、或る方向から入射する光（Ｌ２４１）の進行方向を屈折によって太陽電池パネル５０
の受光面５０ａへ向け、且つ、表示面１２から当該レンズ面３１を経由して出射する光（
Ｄ２４１）の進行方向を屈折によって或る方向とは異なる別の方向へ向けることができる
。言い換えると、当該別の方向から入射する光を表示面１２に到達するように導くことが
できる。したがって、表示面１２に形成された表示対象１３を観察する場合に、太陽電池
パネル５０の受光面５０ａが視認されないようにすることができる。多くの形式の太陽電
池パネルにおいて、受光面は、黒色または暗色となっている。このような太陽電池パネル
の受光面が露出していると、意匠性に劣り、また当該太陽電池パネルが設置される領域の
周囲環境との調和を損なうことになる。しかしながら、本実施の形態による太陽電池複合
型表示体１０によれば、このような不具合を回避することができる。
【０２９３】
　また、表示面１２は、照明装置６０からの光によって照明される。したがって、たとえ
屋外に配置されていたとしても、さらに夜間であったとしても、表示面１２が照明装置６
０によって照明されることにより、表示面１２の表示対象１３を良好に視認することが可
能となる。加えて、この照明装置６０は、太陽電池パネルで発電された電力を利用して発
光するようになっている。したがって、電源や配線等の設置を不要とすることができる点
において、例えば屋外に固定される表示体１０に対し、非常に有用である。
【０２９４】
　そして、この照明装置６０は、本体部４０の第１面４０ａよりも第２面４０ｂ側に発光
体６５を配置する。具体的に、発光体６５は、光学シート２０よりも太陽電池パネル５０
側に位置している。この場合、照明装置６０（発光体６５）が、光学シート２０に入射す
る光を阻害することがなく、表示面１２の表示対象１３の視認性を向上できる。しかも、
光の入射が阻害されないため、太陽電池パネル５０の発電効率も向上でき、且つ入射され
た光の一部を表示面１２の視認性向上のために利用して表示面１２を効果的に照明できる
。
【０２９５】
＜第１０の実施の形態＞
　次に、図２５を参照しながら、第１０の実施の形態について説明する。
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【０２９６】
　図２５は、図１８等に対応する本実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０の縦断面
図である。本実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０は、第１～第９の実施の形態と
同様に、光学シート２０と、光学シート２０の背面に配置された太陽電池パネル５０と、
表示面１２と、表示面１２を照明する照明装置６０と、を有している。第１０の実施の形
態に係る太陽電池複合型表示体１０は、主として光学シート２０の構成に関して、第１～
第９の実施の形態と異なっている。一方、第１０の実施の形態に係る太陽電池複合型表示
体１０は、第１の実施の形態と同様の照明装置６０を有している。
【０２９７】
　図２５に示すように、光学シート２０は、本体部４０の第２面４０ｂに第１軸方向ｄ１
に沿って配列された複数の単位レンズ３０Ｂを有している。詳しくは、光学シート２０は
、本体部４０上に支持されたレンズ部２５Ｂを有している。レンズ部２５Ｂは、第１軸方
向ｄ１に配列された多数の単位レンズ３０Ｂを含んでいる。各単位レンズ３０Ｂは、本体
部４０に向けて凹となるレンズ面３１Ｂを形成している。多数の単位レンズ３０Ｂは、そ
のレンズ面３１Ｂの光軸ｏｄが互いに平行となるようにして、並べられている。とりわけ
図示された例において、単位レンズ３０Ｂは、そのレンズ面３１Ｂの光軸ｏｄが、本体部
４０の法線方向ｎｄと平行となるよう配置されている。
【０２９８】
　そして、単位レンズ３０Ｂの一部に表示面１２が設けられている。表示面１２は、単位
レンズ３０Ｂのうちの第１軸方向ｄ１の他側（すなわち、図中下側）に、レンズ面３１Ｂ
の曲面に沿って設けられている。この例において、表示面１２は、レンズ面３１Ｂの先端
部から基端部にわたって設けられている。
【０２９９】
　以上のような第１０の実施の形態の太陽電池複合型表示体１０によれば、光学シート２
０は、或る方向から入射する光（Ｌ２５１）の進行方向を屈折によって太陽電池パネル５
０の受光面５０ａへ向け、且つ、表示面１２から当該レンズ面３１Ｂを経由して出射する
光（Ｄ２５１）の進行方向を屈折によって或る方向とは異なる別の方向へ向けることがで
きる。言い換えると、当該別の方向から入射する光を表示面１２に到達するように導くこ
とができる。したがって、表示面１２に形成された表示対象１３を観察する場合に、太陽
電池パネル５０の受光面５０ａが視認されないようにすることができる。多くの形式の太
陽電池パネルにおいて、受光面は、黒色または暗色となっている。このような太陽電池パ
ネルの受光面が露出していると、意匠性に劣り、また当該太陽電池パネルが設置される領
域の周囲環境との調和を損なうことになる。しかしながら、本実施の形態による太陽電池
複合型表示体１０によれば、このような不具合を回避することができる。
【０３００】
　また、表示面１２は、照明装置６０からの光によって照明される。したがって、たとえ
屋外に配置されていたとしても、さらに夜間であったとしても、表示面１２が照明装置６
０によって照明されることにより、表示面１２の表示対象１３を良好に視認することが可
能となる。加えて、この照明装置６０は、太陽電池パネルで発電された電力を利用して発
光するようになっている。したがって、電源や配線等の設置を不要とすることができる点
において、例えば屋外に固定される表示体１０に対し、非常に有用である。
【０３０１】
　そして、この照明装置６０は、本体部４０の第１面４０ａよりも第２面４０ｂ側に発光
体６５を配置する。具体的に、発光体６５は、光学シート２０よりも太陽電池パネル５０
側に位置している。この場合、照明装置６０（発光体６５）が、光学シート２０に入射す
る光を阻害することがなく、表示面１２の表示対象１３の視認性を向上できる。しかも、
光の入射が阻害されないため、太陽電池パネル５０の発電効率も向上でき、且つ入射され
た光の一部を表示面１２の視認性向上のために利用して表示面１２を効果的に照明できる
。
【０３０２】



(57) JP 6610085 B2 2019.11.27

10

20

30

40

50

　とりわけ、本実施の形態の照明装置６０は、光を拡散させることにより、表示面１２を
裏面側から照明するとともに、レンズ面３１Ｂから第１面４０ａ側に光が透過するように
光を照射して、照射した光を第１面４０ａで全反射させて表示面１２を表面側から照明す
ることができる。そのため、表示面１２の視認性を効果的に向上できる。とりわけ、第１
面４０ａが平坦状であるため、反射光を有効に表示面１２の照明に利用することができる
。なお、本実施の形態においては、照明装置６０が用いられているが、照明装置７０，８
０が本実施の形態において用いられてもよい。
【０３０３】
＜第１１の実施の形態＞
　次に、図２６を参照しながら、第１１の実施の形態について説明する。
【０３０４】
　図２６は、図１８等に対応する本実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０の縦断面
図である。本実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０は、第１～第１０の実施の形態
と同様に、光学シート２０と、光学シート２０の背面に配置された太陽電池パネル５０と
、表示面１２と、表示面１２を照明する照明装置６０と、を有している。第１１の実施の
形態に係る太陽電池複合型表示体１０は、主として光学シート２０の構成に関して、第１
～第１０の実施の形態と異なっている。一方、第１１の実施の形態に係る太陽電池複合型
表示体１０は、第１の実施の形態と同様の照明装置６０を有している。
【０３０５】
　図２６に示すように、光学シート２０は、本体部４０の第１面４０ａに第１軸方向ｄ１
に沿って配列された複数の単位レンズ３０Ｃを有している。詳しくは、光学シート２０は
、本体部４０上に支持されたレンズ部２５Ｃを有している。レンズ部２５Ｃは、第１軸方
向ｄ１に配列された多数の単位レンズ３０Ｃを含んでいる。各単位レンズ３０Ｃは、本体
部４０に向けて凹となるレンズ面３１Ｃを形成している。多数の単位レンズ３０Ｃは、そ
のレンズ面３１Ｃの光軸ｏｄが互いに平行となるようにして、並べられている。とりわけ
図示された例において、単位レンズ３０Ｃは、そのレンズ面３１Ｃの光軸ｏｄが、本体部
４０の法線方向ｎｄと平行となるよう配置されている。
【０３０６】
　そして、単位レンズ３０Ｃの一部に表示面１２が設けられている。表示面１２は、単位
レンズ３０Ｃのうちの第１軸方向ｄ１の一側（すなわち、図中上側）に、レンズ面３１Ｃ
の曲面に沿って設けられている。この例において、表示面１２は、レンズ面３１Ｃの先端
部から基端部にわたって設けられている。
【０３０７】
　以上のような第１１の実施の形態の太陽電池複合型表示体１０によれば、光学シート２
０は、或る方向から入射する光（Ｌ２６１）の進行方向を屈折によって太陽電池パネル５
０の受光面５０ａへ向け、且つ、表示面１２から当該レンズ面３１Ｃを経由して出射する
光（Ｄ２６１）の進行方向を屈折によって或る方向とは異なる別の方向へ向けることがで
きる。言い換えると、当該別の方向から入射する光を表示面１２に到達するように導くこ
とができる。したがって、表示面１２に形成された表示対象１３を観察する場合に、太陽
電池パネル５０の受光面５０ａが視認されないようにすることができる。多くの形式の太
陽電池パネルにおいて、受光面は、黒色または暗色となっている。このような太陽電池パ
ネルの受光面が露出していると、意匠性に劣り、また当該太陽電池パネルが設置される領
域の周囲環境との調和を損なうことになる。しかしながら、本実施の形態による太陽電池
複合型表示体１０によれば、このような不具合を回避することができる。
【０３０８】
　また、表示面１２は、照明装置６０からの光によって照明される。したがって、たとえ
屋外に配置されていたとしても、さらに夜間であったとしても、表示面１２が照明装置６
０によって照明されることにより、表示面１２の表示対象１３を良好に視認することが可
能となる。加えて、この照明装置６０は、太陽電池パネルで発電された電力を利用して発
光するようになっている。したがって、電源や配線等の設置を不要とすることができる点
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において、例えば屋外に固定される表示体１０に対し、非常に有用である。
【０３０９】
　そして、この照明装置６０は、本体部４０の第１面４０ａよりも第２面４０ｂ側に発光
体６５を配置する。具体的に、発光体６５は、光学シート２０よりも太陽電池パネル５０
側に位置している。この場合、照明装置６０（発光体６５）が、光学シート２０に入射す
る光を阻害することがなく、表示面１２の表示対象１３の視認性を向上できる。しかも、
光の入射が阻害されないため、太陽電池パネル５０の発電効率も向上でき、且つ入射され
た光の一部を表示面１２の視認性向上のために利用して表示面１２を効果的に照明できる
。なお、本実施の形態においては、照明装置６０が用いられているが、照明装置７０，８
０が本実施の形態において用いられてもよい。
【０３１０】
＜第１２の実施の形態＞
　次に、図２７を参照しながら、第１２の実施の形態について説明する。
【０３１１】
　図２７は、図１８等に対応する本実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０の縦断面
図である。本実施の形態に係る太陽電池複合型表示体１０は、第１～第１１の実施の形態
と同様に、光学シート２０と、光学シート２０の背面に配置された太陽電池パネル５０と
、表示面１２と、表示面１２を照明する照明装置６０と、を有している。第１２の実施の
形態に係る太陽電池複合型表示体１０は、主として光学シート２０の構成に関して、第１
～第１１の実施の形態と異なっている。一方、第１２の実施の形態に係る太陽電池複合型
表示体１０は、第１の実施の形態と同様の照明装置６０を有している。
【０３１２】
　図２７に示すように、光学シート２０は、本体部４０の第１面４０ａ及び第２面４０ｂ
が平坦状に形成され、その内部に、表示面１２がシート面に傾斜して設けられている。こ
のような太陽電池複合型表示体１０においても、光学シート２０は、或る方向から入射す
る光（Ｌ２７１）の進行方向を屈折によって太陽電池パネル５０の受光面５０ａへ向け、
且つ、表示面１２から出射する光（Ｄ２７１）の進行方向を屈折によって或る方向とは異
なる別の方向へ向けることができる。言い換えると、当該別の方向から入射する光を表示
面１２に到達するように導くことができる。したがって、表示面１２に形成された表示対
象１３を観察する場合に、太陽電池パネル５０の受光面５０ａが視認されないようにする
ことができる。多くの形式の太陽電池パネルにおいて、受光面は、黒色または暗色となっ
ている。このような太陽電池パネルの受光面が露出していると、意匠性に劣り、また当該
太陽電池パネルが設置される領域の周囲環境との調和を損なうことになる。しかしながら
、本実施の形態による太陽電池複合型表示体１０によれば、このような不具合を回避する
ことができる。
【０３１３】
　また、表示面１２は、照明装置６０からの光によって照明される。したがって、たとえ
屋外に配置されていたとしても、さらに夜間であったとしても、表示面１２が照明装置６
０によって照明されることにより、表示面１２の表示対象１３を良好に視認することが可
能となる。加えて、この照明装置６０は、太陽電池パネルで発電された電力を利用して発
光するようになっている。したがって、電源や配線等の設置を不要とすることができる点
において、例えば屋外に固定される表示体１０に対し、非常に有用である。
【０３１４】
　そして、この照明装置６０は、本体部４０の第１面４０ａよりも第２面４０ｂ側に発光
体６５を配置する。具体的に、発光体６５は、光学シート２０よりも太陽電池パネル５０
側に位置している。この場合、照明装置６０（発光体６５）が、光学シート２０に入射す
る光を阻害することがなく、表示面１２の表示対象１３の視認性を向上できる。しかも、
光の入射が阻害されないため、太陽電池パネル５０の発電効率も向上でき、且つ入射され
た光の一部を表示面１２の視認性向上のために利用して表示面１２を効果的に照明できる
。なお、本実施の形態においては、照明装置６０が用いられているが、照明装置７０，８



(59) JP 6610085 B2 2019.11.27

10

20

30

40

50

０が本実施の形態において用いられてもよい。
【０３１５】
　なお、以上に説明した太陽電池複合型表示体１０は、光学シート２０と、太陽電池パネ
ル５０と、表示面１２と、表示面１２を照明する照明装置６０と、を有し、光学シート２
０によって太陽電池パネル５０を覆いつつ光を効率的に太陽電池パネル５０に導くもので
ある。一方で、光学シート２０と表示面１２と表示面１２を照明する照明装置６０とは、
太陽電池パネル５０を覆う以外の目的で使用され得る表示体としても機能し得る。例えば
、このような表示体は、或る方向からの光を採光し、或る方向とは異なる方向から視認さ
れた場合には表示を行うものとして機能することができる。
【符号の説明】
【０３１６】
１０　太陽電池複合型表示体
１２　表示面
１２ａ　第１端部
１２ｂ　第２端部
１３　表示対象
１３ａ　表示対象要素
１８　蓄電池
１９　制御回路
２０　光学シート
２０ａ　表面
２０ｂ　裏面
２０ｃ　側端縁
２１，１２１　向き調整面
２１ａ，１２１ａ　一端部
２１ｂ，１２１ｂ　他端部
２２，１２２　集光面
２２ａ，１２２ａ　一端部
２２ｂ，１２２ｂ　他端部
２３　頂部
２５，２５Ａ，２５Ｂ，２５Ｃ　レンズ部
３０，３０Ａ，３０Ｂ，３０　単位レンズ
３１，３１Ａ，３１Ｂ　レンズ面
３２ａ　先端部
３２ｂ　基端部
３８　接続面
４０　本体部
４０ａ　第１面
４０ｂ　第２面
４１　切欠
４２　第１切欠面
４３　第２切欠面
４５　低屈折率部
４６　入光面
４７　接続面
４８　出光面
４９　成型物
５０　太陽電池パネル
５０ａ　受光面
５６ａ　第１端部
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５６ｂ　第２端部
６０，７０，８０　照明装置
６１　導光板
６１ａ　側端縁
６１ｂ　表面
６１ｃ　裏面
６３　主部
６４　拡散成分
６５，７５，８５　発光体
６７　反射板
６８　反射シート
７１　発光シート
７２　支持体
７３　配線

【図１】 【図２】
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